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序　　文

　2003年度の研究成果の一っとして、毛利光俊彦君が著した『古

代束アジアの金属製容器』を奈良文化財研究所史料第68冊として

上梓します。毛利光君はこれまで古代の日本列島と朝鮮半島の交

流関係に興味を持ち、古墳時代の金属製冠・金属製容器、歴史時

代の瓦埓類などを素材にして調査研究を進め、少なくない研究成

果をあげてきました。今回の研究テーマとしてとりあげる金属製

容器については、先年行われた法隆寺昭和資材帳に関連する調査

研究が導火線になっております。法隆寺には飛鳥時代以来の優れ

た金属製容器が仏具として使用され、保存の良好な状況で残され

ており、それに関連する朝鮮半島あるいは中国大陸の関連資料を

捜索する段階で知らず知らずのうちに中国漢代にまで遡ったとい

うわけです。この壮大な研究を通じて食器の変遷、食生活の変容、

地方色の成立など食文化を基点とする東アジアの文化交流を具体

的再現しようとする野心的な試みであります。

　今年度はまず中国における歴代の金属容器を観察編年すること

に主眼をおき、2004年度には母国から出発した金属容器が朝鮮半

島、日本列島に舞台にしてどのように華開くかという点を描写す

ることになりますが、研究の始発点になった法隆寺の金属製品に

関する研究成果は来年度のお楽しみというところです。

　中国における歴代の金属容器を通観する研究は中国においても

研究事例が少なく、大胆な視点にたっ研究といえましょう。　それ

だけに少なくない誤解や過ちを秘めている可能性が多々あるやも

しれませんが、その点について読者のお許しを願うとともに忌憚

のない叱正を賜れば幸いです。



　今回の研究及び刊行に際して法隆寺をはじめ、東京国立博物館、

奈良国立博物館等の皆様に大変お世話になったことに、この場を借

りて厚く御礼申し上げます。

　　　2004年３月

独立行政法人文化財研究所

　奈良文化財研究所長

　　　町田　章
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例 言

１　本書は、「古代東アジアの金属製容器」の第１分冊として、中国を取り扱ったものであ

　　る。2004年度には、韓半島と日本を対象として、第２分冊を刊行する計画である。

２　本研究は、1992年度から1995年度に奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部と埋蔵文

　　化財センターか実旅した法隆寺所蔵金属製容器の考古学・科学的調査の成果や1997・

　　1998年度の科学研究費補助金（基盤研究Ｃ:代表毛利光俊彦「南都七大寺所蔵青銅製

　　容器の形態と製作技術に関する編年的研究」課題番号09610416)の成果、そして筆者か

　　これまでに蓄積した日本各地の古墳・寺院等出土金属製容器資料や古代中国・韓半島の

　　金属製容器資料を基として、日本・韓半島・中国の主として古代の金属製容器の編年と

　　相互比較を試みようとしたものである。

３「古代東アジアの金属製容器JIでは、漢代は銅製容器かほとんどだが、三国時代から

　　は金属製容器が少ないため、陶・姿器で補ったことをお断りしておく。

４　本書は毛利光俊彦が執筆、編集した。本文の入力や図面作成にあたっては、花谷めぐ

　　む・八木あゆみさんの多大な協力をえた。また、上田素土子・東仁美・菊川弥生・脇田

　　涼子・野秋百代・吉村旭輝（帝塚山大学院生）・上地美智子（天理大学生）さん達の助

　　力もえた。



古代東アジアの金属製容器エ(中国編)

Ｉ　はじめに

　金属製容器は、日本では６世紀前半の古墳から出土した青銅器（以下、銅器と称す）が唱矢

で、６世紀後半から平安時代にかけては古墳や寺院跡、宮殿、集落跡、祭祀遺跡からの出土品

及び寺院などでの伝世品が相当量ある。また、奈良・平安時代の諸寺院の資財帳などには、数

多くの銅器や銀器などの金属製容器が記載されている。だが、中・近世になると、密教系の法

具を除くと、金属製容器はごくわずかな例しか残っていない。

　韓半島では、中国前漢の武帝が設置した四郡の一つ、楽浪郡（前108～313年）の古墓などか

ら出土した金属製容器が古いが、例は多くない。出土例が増加するのは、三国時代の５、６世

紀頃からであり、統一新羅(668～918年）・高麗(918～1392年）時代にも墳墓や寺院跡など

から相当量出土している。朝鮮時代(1392～1910年）の出土例も多く、韓国では現在も金属製

食器を日常的に使用している。

　中国では、紀元前千数百年に遡る殷代と次の西・東周時代に、彝器（祭器）や礼器として重

厚な銅器か数多く製作された。東周時代後半にあたる戦国期（前５世紀から前221)の晩期か

ら秦（前221～前202)ｲ剔こかけては、伝統的な銅器がすたれ、かわって日常的な銅器か数多く

製作され、漢代（前202～220年）に継承される。三国時代（前220～265年）から隋代(581～

618年）にかけて金属製容器の出土例は減少傾向にあるが、唐代(618～907年）には銅器以外

にとくに鍍金銀器か盛行し、北宋代(960～1127年）や遼代(916～1125年）にも継承された。

明代(1368～1662年）、清代(1616～19n年）にも金属製容器は使用されつづけた。

　本研究では、まず、出土例が豊富でしかも墓誌などから年代の明白な古代中国の金属製容器

を取り上げ、器種の消長と器形の変遷を追求する。時代は、韓半島や日本との関連を考慮して

前漢から五代・十国時代までとする。時代ごとにほぼ供膳具、貯蔵具、煮沸具、雑器の順に記

述し、案（食台、お膳）や竃、香燈や燈（燈火器）などにも触れる（金属製品が欠落した場合

は陶・盗器などで補う）。小結として、金属製容器類の組成の変化から、古代中国における食

生活等の変化を類推する。

　韓半島や日本の金属製容器類は、出土した墳墓に墓誌があるとか、年代がわかる寺院の創立

や修造に関わる遺物と判断できる例は少なく、伴出した他の遺物の編年観を斟酌しなから、器

種の消長と器形の変化を追求せざるをえない。時代は、韓半島では三国時代から高麗まで、日

本では古墳時代から平安時代までとする。取り上げる対象と記述の順は、中国の場合とほぽ同

様である。小結として、古代の韓半島と日本それぞれにおいて、金属製容器類の組成の変化か

ら、食生活等の変化を類推する。韓半島の場合だと、中国からの影響、日本の場合だと、中国

や韓半島からの影響がどのように及んだかを探る。また、それぞれの国々の独自性も明らかに

する。

ｊ



１

器種名について

ｎ　古代中国の金属製容器

１

器種名について

　本研究で取り上げる漢代以降の古代金属製容器については、器種名を記したいわゆる自名の

器が極めて少ないが、漢代の金属製容器には殷周銅器から変化したものか多いことから、それ

らに記された器種名を準用するのか一般的である。ただし、報告者によって幾分か混乱があり、

整理しておく必要がある。

　　　ｉ　殷周銅器の概観

　ここでは、1967年刊行の樋口隆康著「中国の銅器」（以下、樋口1967と称す）を基に、殷周

銅器の器種名を再認識し、その消長も概観する。

　樋口1967では、殷周銅器を、自名器を基に以下のように分類した（･を付した器種は、殷周

代だけに特有で、漢代以降のものと直接関わらないため省略した）。

　Ａ　食器

　Ｉ　煮炊器

　ｎ　盛食器

　Ⅲ描取器

Ｂ　酒器

　Ｉ　盛酒器

　ｎ　温酒器

ﾃｲ
鼎。

ﾀｲ
殴

七

i･
爺

Ⅲ　飲酒器飢゛
※

ﾚｷ　ｹﾞﾝ　ｿｳ
扁、匯・甑、

(または篁)、

釜、

孟、

遥
i･

(または綺)

　ｼｭ　ﾄﾝ　堡゛、敦゛．
トウ

豆

倫
硲、

か

Ⅳ抱注器勺、斗

Ｃ　水器

Ｉ i、直
カン
鑑．

ﾎﾟﾝ
盆、

　　リコり　S＼ｳ　ｺ　ﾎｳ　ﾋiｳｺ
、兇胱、自、壷、妨、瓢壷‘、

金
元

礼
皿

14 遥 缶，
遍岳、

ライ

蓉･
猛 ｵｳ

疆

ｾﾝ
洗

　（中略）

　Ｆ　雑器錨

　それぞれの解説を抜粋すると、以下の如くである。

剱（脚付鍋）鍋状の器に両耳をつけ、三足あるいは四足で支えたもの。豚や羊のほか、穀物

も煮たらしい。殷・西周代では一般に青銅の蓋でなく、茅でおおったという。春秋期にはボウ

ル形の胴に蓋がつき、脚が蹄形となる。漢代に存続する。

蔦（湯沸し）鼎に似るが、脚が中空であり、物を煮るというよりも、湯を沸すのに適してい

る。この上に鴛酋をのせて、五穀やイモ、パンを蒸したか、鳥や豚を煮た可能性もある。戦国

期にも盛んにつくられた。

甑（蒸器）上の甑にしき）と、下の鳥が一つづきに作られた器。東周以降になると所と甑

が分離し、やがて竃が発達すると、扁の代わりに釜ができ、甑と組み合わされて、新しい形式

の蒸器となる。

２



一
Ｉ

殷周銅器の概観

甑（こしき）蒸器の上半部のせいろである。戦国期のものが多く、すぼまった底に小孔がい

くつも透してある。

釜一腹または鎬　茶釜に似て口がすぼみ、球形に近い形の炊器であるか、脚のないものを釜、

三脚をつけたものを鎧または鈍という。釜は竃の上にかけ、その上に甑をのせた。鍍は戦国

期から漢代にかけて盛んにつくられた。

箆または箆（鉢）鉢形の器で、圏台（高台。圏足ともいう）のついているのを原則とする。

把手かつくものとないもの、蓋のあるものとないもの、方台のっくものなどかある。殷から周

末まで広く使用された円形の器である。字はもみからと4こ（さじ）の象形であり、穀類を盛っ

たものをいう。漢代には、「説文」のように、すでに篁と後述する萱との混乱かある。

孟（飯ちゃわん）大口の深鉢で、圏足と両耳のついた形は、篁のあるものに似ているか、

一般に大型で、耳は両脚か水平に器腹につき、中ほどで折れ上がるのが特色。殷から西周前期

に限られ、それ以後はみない。東周代に後述する匝の器名に「盟孟」「飲孟」としたものがあ

り、この時期にはすでに孟が転用されるようになっていた。

豆（高坏）両環耳のある浅皿の下に、裾ひろがりの高足をつけたもの。黍（きぴ）や綬（高

梁）を盛ったと解されるか、肉やスープ、カユなども盛った。銅器は西周晩期からであるか、

この器はその後も長く用いられた。

ｔ（匙）料理した穀物や肉をすくいとる匙である。先が尖り、柄に曲がったものと真っ直ぐ

なものとがある。西周初期の自名器がある。

自（酒壷）基本的には、壷に提梁（釣り手）をつけたもので、蓋がついている。形は一円

壷、細壷形や甑形の円壷、筒形などバラエティに富む。殷から西周まで盛んにつくられた。

壷酒や水を入れた器。長瀬で、蓋、両耳、圏台がついているものが多い。すでに殷代から口

頭部が幅広の豊壷と、頚部が強くくぴれる細壷の２種がある。

妨（酒壷）方形の壷。戦国期から漢代にかけてあった。

餅（壷）台のない平底の壷。古典によると「絣は小形で、常に大きな偕から酒をうける」

とある。春秋期に限られている。

鰹（壷）春秋期の自名器でみると、平底の小形壷で、肩が張り、口は外に反って短頭であ

る。漢代の「説文」に「嵯は誹に似て耳あり」とあるのに一致する。

缶（壷）自名器によると、球形に近い胴に、筒形の口頚と低い圏台がっく壷。蓋と胴に環耳

をつけている。春秋・戦国期に限られる。

盟缶高さより横が広くなり、口が広く頚がとくに短い点で、缶と異なり、むしろ次述する曇

に近い。提梁がつき、蓋を伴う。手洗い用の水をいれたものと推定している。自名の器は春秋

期のもの。

11（大甕）大型の壷で肩が張り、頚は短く、両肩と下腹の三ケ所に環耳がっく。酒や水を貯

蔵する甕である。殷・西周代のものである。自名の器はなく、本来の器形ははっきりしない。

甑（甕）曇に似るか、高さより橘が広く、大口である。殷にあるが西周以後は消えていく。

自名の器はない。

謳扁壷である。戦国期から漢初に限られる。

盃筒状の注口と把手をもった器で、器形は蓄形と壷形とかある。前者は古く、後者は殷末・
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西周初にある。戦国・漢代には提梁をもった薬鏝形で、三蹄脚をつけたものがある。

肯縁（さかずき）浅い楕円形の長辺に、櫛形の耳をつけたものである。戦国期からあるが漢

代に多い。「杯」「括」「羽嘔」の自名がある。さかづきとして酒をいれる以外に、葵（あつも

の。肉と野菜のシチュー）を盛ったようで「糞括」という銘がある。後漢の墓では鶏・豚の骨

も入っていた。

短（さかずき）楕円形の小香で、長い方の側面に環耳をこないし三個つけている。東周代に

限られる。自名の器はない。漢代の「説文」では「危は円い器」とある。F舟」と呼ぶ人もい

るが、「周礼」に「舟は尊（盛酒器）の承盤」とあり、あわない。葵を盛った可能性もある。

Ｗ･４（ひしゃく）勺は瓢を縦割りにしたもの、斗は小さなコップ状の容器の腹部に柄がつ

いたもの。

盤祭祀や饗宴の前に、客人が手を洗うのが沃盟の礼。そのとき、次述する匝で水をそそぎ、

下に盤を置いて水を受けるのである。大きくて浅いお盆に、圏台と両耳をつけたのが一般で、

内面に魚、烏などの文様を配する。殷代にあり、漢以降にも存続する。

ｉ（水指し）楕円形の器の前方に注口、後方に把手があり、底には四足をつけるのが一般で、

時に三足あるいは圏台、平底のものもある。西周晩期から東周に限られる。蓋付きや平底の類

は戦国期に多い。自名器があり、「宅」と呼ぱれた。また、酒を注ぐ用にも使われた。

ｉ（たらい）大きな鉢形をした器で、圏台がつき、器側に両耳ないし四耳がある。春秋末期

の器に自名がある。水浴に用いたり、氷とともに食物を入れて保存したり、水をいれて姿をう

つした鏡の用もはたした。春秋以後と、戦国の交替期に多い。

鉦・ｉ（鉢）盆の自名器をみると、腹部に折稜があり、大口で、小さな平底の鉢である。口

唇は広い水平帯をなし、両耳をつけている。東一代に限られる。古典によると、盆は鑑の小な

るもので、犠牛の血を盛る特別な用途のほかに、盛水器や炊器などとして用いられた。漢代の

「説文」は「小さな盆を釧という」。

錨（火鉢）長方形か円形の盤状器で、短い足が三ないし四個あり、器側に環や長い鎖がつく。

自名器は隅丸方形。春秋期や漢代の例がある。

　　　ii　漢代以降の器種名とその用途（第１図）

　幾分かまとまって自名器があるのは、前漢のBifn3年に没した河北・中山王劉勝墓（以下、

満城ＭＩ）と、HdllS～104年の間に没した妻の墓（以下、満城Ｍ２）、前漢晩期の湖南一張瑞

君墓及び唐墓出土品などである。自名のない器種は、主に中国の報告書等で混乱している名称

について、樋口1967や1976年の林巳奈夫「漢代の文物」（以下、林1976と称す）を勘案し、整

理した上で用いることにする。以下、基本的には供膳具、貯蔵具、煮沸具、雑器の順に取り上

げる。ただ、漢代には、沃壁の礼などに関わる水器が残り、供膳具と区分しがたいものもある。

便宜上、水器を供膳具のところで取り上げる。

高足杯・危・曲長杯長い脚の付いたワイングラス状の杯を高足杯と呼ぷのが一般的である。

身部が半球状のものも含めており、これに従う。危は、樋口1967では環耳を持つ楕円体の小ｉ

としているか、漢代以降の用例では円筒形で横に環状把手をもマグカッブ状のものに使用して

1芯。混乱を避け、前者を把手付杯Ｉ類、後者を把手付杯ll類と呼ぶ。これらのなかには量器

４
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（桝はかり）があり、注意を要する。

　高足杯を壁画や画像石・溥などの資料（以下、絵画資料）で見ると、片手にもって口に運

はうとする北斉から隋の諸例（第９図1・7・8、第10図１）があり、飲酒器とみて誤りがない。

高足杯を下盤の上においた北魏例（第８図４）や手に捧げる唐例（第11図１）などもある。把

手付杯らしきものを片手にもつ後漢例もある（第２図３・６）。

　曲長杯のルーツは西アジアにある。これを両手あるいは片手にもって口に運ぼうとする絵画

資料は、五胡十六国時代例（第８図）、隋例（第10図２・３）などがあり、飲器とみてよい。

耳杯で飲もうとする南北朝後期例（第９図５）もある。

杯・碗・鉢・酒謳　杯・碗・鉢の自名器はないようである。これらは、通常は食器や飲器で

あり、環耳はなく、口縁が強く外折したり、あるいは強く内命しないものに使用している。小

型品を杯、中型品を碗、大型品を鉢と呼んでいる。高台のあるものもないものもある。南北朝

頃からは小型品と中型品それに大型品とセットになって出土しており、口径lOcm前後の小型品

を杯、口径15cin前後の中型品を碗、大型品を鉢と、ほぼ呼び分けているようである。中国では、

杯の一部のものを遺や忠と呼ぶ場合もあるが、ここでは用いない。杯には、器体が横長な長

杯と呼ぶものを含む。日本・正倉院の八曲長杯のようなものと楕円形とかある。前者を曲長杯、

後者を楕円長杯と称する。

　絵画資料では、後述するように、杯か碗を盤にのせて運ぶ後漢～唐の諸例がある（第４図3、

第６図１～３、第11図８）。そのうちの一つでは、後述する「温酒器」から勺で、托上の容器

に掬い取ろうとしている後漢例（第４図３）がある。杯か碗を片手に持ち、口に運ぼうとする

北周例（第９図10）も飲器である。小型品である杯の、少なくとも一部は飲酒器であった可能

性は高い。後述する晩唐の「茶托」は大きさからみて、碗がこの上にあり、飲茶器として用い

られたことかわかる。他方、碗や丸底の鉢か碗には、七（匙）や勺（散蓮華）をいれたものか、

後述するように、前漢早期、後漢中期や後期例、西晋例、隋例などにあり、勇一粥あるいは五

穀の食器であったことを示す。

　自名器は張瑞君墓の「酒鎬」（第１図12）である。口縁が外反する碗形だが、口径22.4cm、

高さ12cmと大きい。後述するように、この時期としては高い高台をもつのも特色である。飲酒

器としては大きく、酒を一時的にいれるか、北宋代にみるように、注酒器を内に入れて温める

器の可能性がある。『説文』は「甑は小盆」という。鑑は、本来は酒専用ではなかったのかも

しれない。

鉄鉢形・孟・舟鉢の中で、体部が内命気味のものを、日本の用語に従い鉄鉢形と呼ぶ。内弩

の程度が強いものは、中国で通常用いている孟を採用する。孟は水孟と称されることが多い。

　舟は、既述したように、『周礼』に「舟は尊（盛酒器）の承盤」とある。楕円形の器で、大

小がある。後述するように大型品では勺（杓子）の入っていた例があり、鉢のような用途か

考えられる。端に１個の環状把手かつくものもあり、液体あるいはスープなどを一時的にいれ

たソースパンのような用途も考えられよう。大小を入れ子にした例からは量器との見方も出さ

れている。

魁・匝　匝は鉢形に片口状の注口をつけたもの。自名器がある（文献43）。円形品は前漢代に

多い（第１図10）。王振鐸の論文（文献301)では、『説文』に「［庶は葵魁に似る］とあること
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から、魁は匝に似ているか、片側に注口ではなく把手をつけた器に比定。絵画資料には、片手

で魁の把手をつかみ、他方の手に持った箸か箇で魁内の食べ物をはさんだ後漢例（第２図５）

がある。王振鐸は煮芋をいれていたことも示した。
ﾊﾞﾝﾓｸﾊﾞﾝ　∃yｹﾝ
盤・沫盤・浴釧 托盤と呼んでいるものには、口径15cm前後の小型品から60cmを超える特大

品まである。特大品や大型品には、次述する休盤や、食膳として用いた扁平な円案の他、絵画

資料では肉などの食物を盛った前漢例（第３図５）や三国時代・西晋例（第７図２・６・８）、

おそらく果物を盛った北周例や隋例（第９図10、第101113・４）もある。中・小型の盤では、

桃を盛った前漢例（第２図１）のほか、既述したように、１個の杯か碗をのせて主人に差し出

している後漢以降の諸例（第４図３、第６図１～３、第11図８）、高足杯をのせた北魏例（第

８図４）、などがある。北燕415年の馮素弗墓では銅杯をのせた銅盤（付図４一X5）が出土し

ているか、この盤内には低い凸帯があり、托と認定できる。

　張瑞君墓の［休槃（盤）」｛第１図19｝は、口径:64cm、高さ13.5clの特に大型の盤状品。口緑

が水平状に折れて伸び、環耳がっく。高台もっく。体都に強い稜があるのは後で詳述するよう

に漢代頃までの特色。自名から、手洗いの水を受けたもので、前述した匝と組み合う。沃盟の

礼器である。後述するように、休盤には口径30cni程のものもある。

　前漢早期の江蘇・徐州楚王墓出土銀器（第１図11）も［］径47.2㎝、高さ11.4cinの特大品で、

これには［浴沫銅］の自名がある。口縁下がくぴれたのち、口縁が水平にのぴるのが特徴であ

る。満城ＭＩの「常浴」も口径:66cm、高さ19.5c・の特大品（第１図８）。徐州楚王墓例と器形は

異なるが、一括して浴釧として取り扱うことにする。

　唐代の銀器には、稀少例ながら「茶托」〔付図11- Lb3〕の自名器がある。「托」は台付皿で、

内面に杯や碗の高台を承ける突帯（以下、承け台）がある。以下では、承け台のあるものに限

って托を用いることにする。承け台が細くて高いのは燈鳶の台であるので注意を要する。南北

朝頃からの小盤に礦の名称を使う人がいるか、盤との区別が難しく、ここでは裸を用いない。

１・ｉ・涙満城l､11・「盆」（第１図１）とM2の［銅］〔第１図２〕は酷似した器形ｔ、

ともに口縁がわずかにくぴれたのち外折し、体部上寄りに突帯がある。環耳がつき、低い高台

をもつ。［］径は前者か29.3c・、後者が27.8cin、高さは前者が12.5cin、後者が12.5～12.8c・で、と

もに容量は当時の「三斗」。漢代の「説文」に「小盆を釧という」が、満城漢墓例では区分で

きない。林1976では、平底で、体部がほぽ直に外傾して［］縁で水平に外折する器形に［絹］の

自名器がある。漢代には多い器形であり、これを以下では鍋とし、盆の器形は満城漢墓の

「盆」「絹」のように口縁下でくぴれるものとしておく。

　盆は、後述するように、釜・甑と一具と明記した例があり、蒸した穀類や芋などを盛ったと

推定される。絵画資料だと、盆に似た大型品に勺を入れ、傍らに食物を盛った容器を置いた例

があり、参考となる（第２図６）。「通鑑紀事本末」には玄宗が「銀淘盆」を賜う（文献16）と

あり、米をとぐことなどにも用いられた。林1976によると、盆は水や屠殺した動物の血も入れ

た。鍋とする器形は、絵画資科だと、箸が置かれた後漢例く文献13）、宴会の食膳脇に置かれ

た後漢末の例（第４図３）がある。動物の血をうける後漢例（第３図５）や西晋例（第７図

５・９）や炊事用の後漢例（第３図５、第４図４、第５図４）もあり、用途は盆に類した点も

あったと推測できる。

６



11 漠代以降の器種名とその用途

　洗は、「儀礼」によると、士冠礼や士婚礼に「設洗」の儀があり、その注に「洗は壹で洗っ

た汚水を捨てるための器」とある。張瑞君墓の刻名がある器（第１図14）は、上述の釧に酷

似するか、体都は内考気味で、口縁が上向きに折れて伸びる点が特徴。刻名を報告書では「洗」

とみたか、林1976では「汗」とみて孟と理解している。樋口1967によると、孟は殷周代には円

形の飯じゃわんで、水をいれる器にも転用されたという。張瑞君墓例は、水を受けるに適した

器形であり、中国でも洗を通用Ｌていることから、これに従う。なお、張瑞君墓ではミニチュ

アの銅製小洗と小壷（付図1 -Nb・２－Ｎ３）があり、文様の一致から、これらか一具であっ

たと推測できる。樋口1967では、洗は漢代に限られるという。

豆・高足館　日本の高杯にあたるもの。南北朝後半頃からは、高足盤の名称も使われているが、

以下では豆を用いる。周代には穀類やスープ・粥などを盛った食器（樋［］1967、林1967)で

あり、それにふさわしく蓋のつくものもあったが、戦国期に有蓋豆はすたれ、無蓋豆のみが残

る。絵画資料には、食物、おそらく果物を盛った北周例（第10図１）がある。隋代の大形豆

（高足盤）には多数の杯をのせた出土例があり、器台としても使用された。

童蓋を伴う円筒状や碗形のもので、遅くとも戦国期にはある。前者は、化粧材などをいれた

漆器が主で、唐代には銀器の自名器（文献16）もある。後者のうちで、身の口縁端に蓋受けを

つくるものは兪としても、それ以外は蓋を伴う碗とすべきで、以下では碗で取り扱う。盆には

酒や粥をいれたものがあり、丈の高い円筒形容器は「箪」で飯を盛ったという（文献13）。盆

というより蓋付の鐘とすべき、前漢の大型の陶製容器には［飯］と墨書する（付図2 - Uas)

ものがある。おひつである。大型の碗形金や大型の蓋の付く碗や鉢にはおひつになる可能性か

あることは、注意すべきである。

扁壷樋口1967によれば扁だが、漢代のものに抑を用いる人もいる。だが、中国でも一般的

なのは扁壷であり、これに従う。

壷・鍾・唾壷　自名器は満城ＭＩの「壷」（第１図６）と「鍾」（第１図７）、張瑞君墓の「壷」

（第１図15 ・16）だが、相似た器形で区別できないことから、壷を通用する。壷のうちで、丈

が低く、［］が大きなものは唾壷を用いるのか一般的である。左手に壷状の提梁鏝、右手に角杯

を持って運ぶ初唐例（第11図２）は、そのなかに酒の入っていたことを示そう。漢代の出土品

で、壷に「米」「鼓」と墨書（付図2 -Ua3)があり、酒や水だけでなく穀類やみそなどもい

れていたことがわかる。

細頭壷・瓶・投壷顛の細長い壷と瓶の区別は、中国でも明確ではない。日本の自名器などか

ら、胴部の形状の差異に関わらず、類が極めて細長いものを瓶とする。従って、中国で蒜頭壷

と称しているものや耕（長類壷）と称しているものも瓶とし、類が長くても太い細頭壷とは

区別する。

　絵画資科でみると、瓶は北魏や隋代の石窟で菩薩が手にもつ例（第10図６）や、供養者が盤

（浅い洗）に瓶をのせて運ぶ例（第12図２・３）、中一晩唐の石窟で坐した僧の傍らの木に網袋

状に入れて吊した例（第12図６）などがある。水瓶である。花を挿し込んだ北斉や北周例（第

９図２・６）や晩唐例（第12図８）などもある。細頚壷は、矢投を楽しんだ投壷が後漢例（第

２図４）にもあり、注意を要する。

注壷・把手付注壷壷ないし瓶に注口・把手をつけたもの。把手付で片口をもつものは、高足

７
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ぼ
容
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14張端君墓銅｢洗(汗)｣

15張端君墓銅｢壷｣

16張端君墓銅｢壷｣

≪）

へミニニ刀
18張端君墓銅｢慰斗｣

　　　19張端君墓銅「沫槃」

９広東・広州漢幕（前漢早期文献4）

12～19湖南一張瘤君茎（鈍湊晩期文献70）

第１図前漢の自名金属器　1:10
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11 漢代以降の器種名とその川途

　　　３日本一東京大学所蔵画像博

　　　　　　　　(漢代文献38)
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４河南・南陽出土画像石

　　　(満代文献525)

ンII｀;､み.や゛｀､:

５山東・武氏祠画像石

　　　（接漫文献301)
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７四川・成都出土画像溥

　　　(後漢晩期文献49)

９

河南・洛陽壁画墓

(前浪晩期文献.217)

山東・金雀山出土帛画

　(前漢晩期文献331)

６四川・成都出土画像堵

　　　　(後漢文献49)

第２図絵画資料１　前漢・後漢の壁画・画像石等
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器種名について
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河南・淮陽画像石墓
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３山東・諸城画像石幕
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証
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４(左)･5(右)山東・諸城画像石墓(後漢晩期文献45･524)

第３図絵画資料２　後漢の河南及び山東の画像石墓
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第4図絵画資料3　河南･密県打虎亭画像石墓(後漢晩期文献313)
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器種名について
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器財図

３・進誦・宴会図

　　　　　　　　　　　　４庖厨図

第５図絵画資料４　山東・折南画像石墓（後漢末頃文献10）
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漠代以降の器種名とその用途
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　　第６図絵画資料５　遼寧・遼陽壁画墓（後漢晩期頃文献278・497)
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器種名について
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汲水図(257年力)
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８宴飲図(西晋)

　９殺鶏図く西晋）　　　　　　　　　　　　10進食図（西晋）

第７図絵画資料６　甘粛・嘉略関画像博墓（三国時代～西晋文献17・315)
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１

新彊・庫車石窟壁画

　(４世紀文献186)
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　　２山西・大同石槨壁画

　　　(北魏５世紀末文献456)

３河南・龍門石窟彫像

　(６世紀末文献40)

４孝子伝石棺刻画
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11 漢代以降の器種名とその用途

５河南・冑愚石室刻画

　　　(501年文献14}

６河南・宙思墓石室刻画

　　　(501年文献14)

第８図絵画資料７　五胡十六国時代～北魏の壁画・石刻画等
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6～10西安・安伽墓石門・石揚屏剖画

　　　　　(北周579年文献36・449)

第９図絵画資料８　南北朝後期の石刻両等
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１ 漢代以降の器種名とその用途
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　　第10図絵画資料９　隋代の壁桐・石刻画等
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　四川・広元千仏洞彫像

(唐710年～712年文献379)

２敦煌・莫高窟壁画

(８世紀前～中頃文献421)

４河南・慶山寺培地宮壁画
　　　(1^741年文献'AS4)

６敦煌・莫高窟蔵経洞壁画・彫像

　　　　呻・晩唐文献332)
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（原画９世紀前半文献14）

１ 漢代以降の器種名とその用途

３敦煌・莫高窟壁画（８世紀前～中頃文献14）

５河南出土鋼鏡背文

　　(唐784年文献283)

笥四5
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映西・法門寺地宮壁画

　Cg874年文献370)

第12図絵画資料11盛・晩唐～五代の彫像・絵画等

11河北・王処直菓壁画

　　{五代923年文献423)
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１器種名について
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江蘇・徐州出土陶竃（前漢早期文献426)

４広東・広州出土陶竃

　(前漢中期頃文献207)

６広西・合浦出土銅竃
　　(前漢晩頃文献75)

｜

８河南・洛陽出土陶竃

　　　(新代文献:403)

２湖北・宣昌出土陶竃

　　(前漢前期文献218)

ｌ

３映西・景帝陽陵従葬坑出土陶竃

　　　　　{前漢早期文献397)

５内蒙古出土銅竃

　(前漢中期頃文献30)
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　　(S675年文献273)

第14図後漢～唐代の栽Ｉ：６

漢代以降の器種名とその川途
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３湖北宣昌出土陶竃

　(後漢前期文献218〉

雲南・昆明出土陶竃

(後漢中期文献455)
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８遼寧・朝陽出土陶竃

　　(北燕代文献1491)

⑤

15河南・素義出土陶竃

　〔７世紀～８世紀初文献235)



１器種名について

杯を持つ人の前に置かれたり、右手に高足杯を持つ人が左手に吊げている北周例（第９図８）

があり、注酒器とみてよい。ワイン用らしい。肩に筒状の注口を付けた把手付注壷は、後述す

るように「茶杜瓶」や「酒注」の墨書や刻名があり、茶用と酒用とがあったことがわかる。

姚壷殷周代の温酒器である盃には、薬確形があった。これは戦国晩期になると、器腹の一

方に把手がつく急須形に変化する。このタイプを鏡壷と呼ぶことが多い。樋口1967の指摘のよ

うに「鏡」は錐斗にあてるべきだが、慣例に従う。
縫 ﾗｲ　ﾎｳ　ｵｳ曇・甑・爰 遍　日本でいう甕類や一部は壷類も含めて、中国では鎌と総称しており、バ

ラエティに富む。殷周銅器の系譜をひく器形は唇、甑を用いる。鍍は比較的口の大きなものに

限り、口が小さなものは壷や購として取り扱う。唐代には「酒兌」の自名銀器がある。短顕で

肩が張った器形である。爰は受の簡略字。絵画資料には、緩を２本の木組みの上にのせて井戸

に向かう三国時代例（第７図１）もある。『通鑑紀事本末』によると、玄宗が「金飯讐」を賜

ったとある（文献16）。俯は甕類の総称でもあり、特定の器形ではないようであるが、その一

部がおひつに用いられたことは注目される。堰は纏の中でも口が小さなもの。後漢のところで

触れるように「瓶」の自名（付図5－la1）がある例もあるが、日本の自名器とはそくわない

ので、中国でも一般に用いている垠に従う。

釜・甑・戴・鍋　自名器は満城Ｍ１の「甑」「甑」一組（第１図５）とこれに備えていたこと

を明記する「盆」（第１図３）の一具である。噺は甑を備えたものであり、茶釜状を呈する下

半部は通例に従い釜とする。鍔のないものもある。大口で無頭壷のようなものや、甕に近いも

のもあるが、底に火をうけているものがあり、釜として扱う。

　満城Ｍ１・Ｍ２の報告書では、他の報告書等と同様に、半球状の器で、口縁が外折する丸底

の器も釜としているが、混乱を避け、鍋と称する。比較的小形のものでも底に火をうけた例が

ある。環耳があるものと、ないものとかある。鍋に脚かっくものを三脚鍋と呼ぶか、浅いもの

は燈であるので注意を要する。

遍・１　自名器は満城Ｍ１の「鏝」（第１図４）。環耳があり「盆」「鍋」に似た器だが、口

径41cm、高さ22.5cmの大型品で、頚部か強くくびれている点で異なる。低い台が付くが、『説文』

によると、鏝は煮るための器になる。鍋の一種だが、類例は少ない。

　整と呼んでいるのは、壷に似るが、口が大きく、肩に１個ないし２個の環耳がつく。底に火

をうけている。自名器がある（文献43）。主に中国南半部で出土してし芯。地域色を考慮して、

この名称を使用する。

鼎・礁斗　自名器は張瑞君墓の「鼎」（第１図13）。蓋の報告はないが、身の口縁の形状から、

もとはあったと推測できる。鼎には蓋受けのないものもある。鍋状の容器の底部に三脚、腹区

部に１本の長い把手が付くものを一般に錐斗と称している。『説文』の廣約注に「温器なり。

三足にして柄あり」というのにあたる。自名器もある（文献43）。注口の付いたものもあり、

液体を温める温器でもあった。

鍍　鎧は、樋口1967では三脚の釜だが、「説文」では「大口釜」とあり、混乱している。以下

では五胡十六国時代や、北魏代の出土資料で、把手付の深鍋形を鏝と呼ぶに従う。三脚付の茶

釜形は釜として取り扱う。

温酒樽・音・姚尊會は円筒形の器で三脚か付くものもある。漆器の場合は、化粧用品をいれ

２



たことがあきらかであるが、漢代の金属製容器

には「温酒樽」の自名｛第１図９｝がある。三

脚付の盤を伴うことか多い。絵画資料は後漢や

魏晋の諸例があり、勺を伴うことが多い（第２

図４、第３図３・４、第４図３、第５図４、第

７図４）。林1976によると、菱をいれたこともあ

った。だか、後漢の絵画資料（第３図４、第４

図３）だと、温酒樽と、中国で姓尊と呼んでい

る三脚壷がセットで描かれており、それぞれが

酒、滴類の専用温器と推測する。

竃・架崔は、陶製か主だが銅製もある。明器

か多いか、釜や鍋を備え、勺や箸、叉などを配

した例があり、参考となる（第13 ・14図）。架は

釜、蛮、鍋をこの上に置いて煮沸したもので、

釜、茎の底について出土した例がある、

案・参案は食台あるいは食膳。扁平なっくり

で、方形と円形とかあり、それぞれ２ないし４

個の脚のつくものとっかないものとかある。案

は方形で、円形は損（文献43）だが、通例によ

って方案、円案と呼ぶ。方案は前漢、円案は後

漢から出土例があり、複数の耳杯や、杯、碗あ

るいは小形盤を上におく（第４図３、第６図６

第15図１・２など）。北魏で触れるように、円案

上に姿杯５個と銀製盤状高足杯１個それに銀製

小瓶と金製小姓斗各１個をのせた北魏例もある。

　絵画資科も後漢からの例が多く、宴会では主

人か方案上に器物を並べた円案（第15図３）、他

の人は円案という状況が窺える（第４図３、第

５図１）。円案や方案上では、実際に桜（箸）や

勺、七が杯や碗とともに置かれた資科く第３図

２・３、第６図６、第７図２・８）などがある。

　審と呼んでいるのは、複数のおそらく杯をい

れた容器である。円案に比してやや深目で、蓋

受けがあるものもある。日本で茶器をいれる容

器に似ている。

ｔ・勺・斗七は匙で、主に食事具。勺と斗は、

酒や水あるいは葵やスープなどを大型容器から

すくい取るもの。円形もしくは楕円形の浅目の

11 漢代以降の器種名とその用途

１洛陽・五女塚出土陶案（新代文献418)

２雲南･昆明出土鍋案(後漢中期文献455)

３洛陽･朱村壁画墓案(後漢映～三国時代文献:402}

第15図新～三国時代の案１・２ １：１０
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１

器種名について

容器に斜めに柄がつくのを勺、円筒状の深目の容器にほぽ直角に柄がつくのを斗と呼び分けて

いる。瓢を縦割りにしたいわゆる散蓮華形も勺と呼んでいるが、後漠から盛行する小型品（以

下、とくに散蓮華と称す）は、境や粥やスープを食べたljr能性があり、注意を要する。
り
幌 盲 叉　筏は箸、火箸もある。笑は細板を曲げて挟むようにしたもの。食事具以外に火

鋏もある。叉はフォーク状品。小型品は食事用だが、大型品は肉を剌して調整したり串焼きに

用いた（第７図２・８）

喫斗・薫仙・燈　自名器は張瑞君墓の「資斗」〔第１図18〕と「恵廬」（第１図17）。賓斗は北

魏の太和３年(479)銘の例では柄が長く、透かし彫りのある蓋がつき、柄を差し込んでおく

スタンドもあることから、ひのし（アイロン）にふさわしい（文献41）。唐代とみる絵画には

張った布に賢斗をあてている（第12図10）。柄の短いものは把手付鍋とする説がある。張瑞君

墓例は柄は短いか、中空であり、木柄を差し込んだもの。鍋か髪斗かは、底が丸底か平底かに

拠ろう。

　「礁廬」はいわゆる博山燈と呼ぶ薫域（香煌）である。薫耀は、前漢代には博山燈以外にも

いくつかのタイプがあり、バラエティに富む。三国時代頃からは次第に種類も出土量も減少す

る。「燈」は動物脂の膏や蝋燭を燃した燈火器（以下、燈）。漢代の自名器がある。これもバラ

エティに富む。絵画資料には、蝋燭をつけた燈は後漢例（第５図１）や盛唐例（第ｎ図9・II）

などがある。

　第２～４節では、原則として、供膳具（水器の一部を含む）、貯蔵具（注器を含む）、煮沸具、

雑器の順に、時代によってどのように変遷したかをみる。

　　　iii　研究略史

　殷・西周銅器は中国内外の研究が多く、東周（春秋・戦国期）銅器の研究も少なくはない。

だか、銅器がまだ多い漢代については、後で触れるように、河北・満城漢墓や広東一広州漢墓

などのように個々では詳細な報告かあるものの、前漢あるいは後漠に中国の広い範囲で銅器の

諸器種・器形がどのように変遷したかを提示した研究は見当たらない。金属製容器か概して少

ない三国時代～隋代では、総括的な論功はない。銀器や鍍金銀器か盛行する唐代では、後述す

るように韓偉らによる「唐代金銀器」などかあり、それらの成果を基に研究が進展している状

況にある。

満代主に銅器を対象とした論功では、既述した1976年の林巳奈夫『漢代の文物』が史料と考

古遺物の両面から、器名と器種・器形を総括的に研究したほぼ唯一のもの。他に1985年の李陳

奇「蒜頭壷考略」（文献;353)、2001年の李龍章「西漢南越王墓“越式大鉄鼎’考弁」（文献197)、

2002年の蒋延壇「漢代塹刻花紋銅器研究」（文献244)などがある。後二者では中国南半部の諸

銅器の特色を示した。1994年の陳文領博「銅茎研究」（文献261)も主に中国南半部で展開す

る讐について変遷を提示した。陶器では、1981年の姚仲源「浙江漢、六朝古墓概述」（文献;483)

などが、省単位で容器の変遷をとらえようとしている。1964年の王振鐸「論漢代飲食器中の

危と魁」く文献301〕は、飲器の危と食器の魁を文献と考古遺物によって同定した論考として、

後の研究の母胎の一つになったといえる。春秋期の銅器を対象としたものではあるが、1956年

の陳夢家「寿県蔡候銅器」（文献209)は、各種の銅製容器や乞（匙）の器名や用途について研

Ｊ



iii研究略史

究したもので、漢代からの銅器研究にとってもバイブル的存在として高く評価できる。

三国時代～隋金属製容器について、省の範囲を超えた研究は極めて少ないが、1989年のB.I.

マルシャーク・穴沢昧光「北周李賢夫婦墓とその銀製水瓶について」（文献502）、孫機による

1989年の「固原北魏漆棺画研究」（文献376)や1999年の「建国以来の西方古器物の我国におけ

る発現と研究」（文献437)、1990年の初師実「甘粛靖遠新出土東ローマ警金銀盤略考」（文献

377)は西方との比較研究を試みた論功、1996年の尚暁波「大凌河流域鮮卑文化双耳鍾孔圏足

釜及相関問題考」（文献490)はいわゆる鏝の編年を行った論考として特記できる。陶・姿器に

ついては、馮先銘による1959年の「略談魏晋から五代に至る姿器の装飾特性」（文献292)、「発

器浅説」（文献297)、1965年の「新中国陶盗器考古と主要収穫」（文献305)が早い時期の、し

かも的を得た研究である。陶・発器の編年については、1977年の智雁「隋代姿器の発展」（文

献327)、1979年の李知宴「三国、両晋、南北朝制盗業の成就」（文献333)、1983年の魏正瑳・

易家勝「南京出土六朝青発分類探討」（文献105)、1986年の宋百川・劉凰君「山東地区北朝晩

期と隋唐時期発窯遺址の分布と分期」（文献133)、1987年の内丘県文管所「河北省内丘県那窯

調査簡報」（文献367)、1990年の林忠于ほか「福建六朝隋唐墓葬の分期問題」（文献138)、2000

年の楊政俊「東魏、北斉墓葬の考古学的研究」（文献269)、2003年の張増午・傅暁東「河南北

朝姿器匍議」（文献277)などがある。

唐～五代・十国時代唐代には銀器や鍍金銀器が多い。1956年の梅原末治「中国古代の金銀器」

（文献.498)は、中国解放後の研究の最も早い研究成果の一つ。桑山正進による1977年の「1956

年来出土の唐代金銀器とその編年」（文献499)や1979年の「唐代金銀器始原」（文献501）は、

解放後の中国出土資料に一早く取り組み、しかも西アジアを含めた広い視点から編年して歴史

的位置付けも行った本格的研究である。中国側では、1985年の韓偉らによる『唐代金銀器』が、

代表的な資料を集め、しかも唐代を４期に編年した優れた論功。中国ではこれに刺激され、

1986年の盧兆蔭「試論唐代の金花銀盤」（文献486)、斉東方による1994年の「唐代銀高足杯研

究」（文献488)と1996年の「西安沙波村出土のングト鹿紋銀碗考」（文献419)、1996年の王維

伸「試論日本正倉院珍蔵の鍍金鹿紋三足銀盤」（文献262)、1998年の斉東方・張静「ササン式

金銀多曲長杯の中国における流伝と演変」（文献186)などが相次いで出来する。1988年の韓偉

「飲茶風尚を法門寺出土の唐代金銀器茶具にみる」（文献374)、孫機による1991年の「論西安

何家村出土の馮瑞獣首杯」（文献390)、それに1996年の「唐李寿石槨線刻“侍女図”“楽舞図”

散記（上）」（文献421)なども、中国出土の金属製容器を歴史的に位置づけた研究として高く

評価できる。

　陶・姿器では、李知宴による1972年の「唐代発窯概況と唐盗の分期」（文献311)や1981年の

「西安地区隋唐墓葬出土陶発の初歩研究」（文献245)が早い段階の卓見である。三国時代～隋

代で取り上げた研究の他に、1980年の長沙市文化局「唐代長沙銅官窯址調査」（文献222)、

1982年の周世栄「長沙唐墓出土姿器研究」（文献225)、1989年の徐殿魁「洛陽地区隋唐墓の分

期」（文献231)、1992年の権奎山「中国南方隋唐墓の分区分期」（文献232)などがある。ただ

し、五代・十国時代は、期間が短いこともあって、広い視野に立った研究は見当たらない。
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漢代における変遷

２　漢代における変遷

Ｉ
Ｉ

ａ

前漢・新（付図１～３）

供膳具・水器付図１）

飲器飲器には高足杯、把手付杯、角杯などかあり、横長の長杯や耳杯もここで扱う。高足杯

には、杯身が縦長で、体部が直なもの（以下、Ｉ類）が主流である。この時代のＩ類はまだ足

がそれ程高くなく、途中に突帯もない（1 －Bb1・ Eb1・ Gai)。後漢代まで大きな変化はない。

金属器は前漢晩期の広西・合浦出土銅器（1 －Ｍａｌ）ぐらいで、他は玉器や陶器。前122年頃

に没した広州・南越王墓の玉器には、返りのある内被せの蓋が伴う（文献47）。初現は秦末～

前漢初の広西・羅泊湾墓例出土玉器（文献503)。戦国中期後半の四川・雲陽墓M17出土銅器は、

台が極めて低く、杯身の両側に環耳がつく。外被せ蓋も伴う（文献242)。前118～104頃に没し

た河北・満城漢墓Ｍ２出土の陶器（文献３）は、盟約などに用いた朱雀を飾る連繋杯で特殊例。

以後にはつづかない。

　前113年に没した河北・満城漢墓Ｍ１出土の鍍金銅盆（１－Ｈ１）は通高14.5cm、口径5.5cm。

用途は不明だが、飲器の可能性がある。（以下、筒状杯Ｉ類と称す）。類例は前433に没した湖

北・曽侯乙墓の漆器筒状杯（文献６）。以後の例は少ない。

　把手付杯には、杯身が円筒形のもの（以下、Ｉ類）と、底に向かってすぼまる通常の杯（以

下、Ⅱ類）とがある。把手は環状で、体部上半に１個つけるのが原則。Ｉ類は、底に三脚のつ

くもの（1－Eb2・Ｇａ２・Kb1・Lbl・Ｏａ１・Tai)とつかないもの（文献477)があり、外被

せないしは内被せ蓋のつくことか多い。蓋には原則として３個の立飾がつき、環状把手に角状

の突起があるのか特徴。総じて杯身は縦に長いのも特徴である（以下、エ類Ａ）。銅器、玉器、

象牙製、陶器それに漆器もある。戦国中期の河南・洛陽墓出土銅器（文献150)が最も古そう

である。Ｈ類は前漢晩期の広西・望牛峙墓出土鍍金銅器（1 －Ｍａ３）や湖北・光化墓出土漆器

（1 －Mb2）。ともに低い高台と、突起付き環状把手がっく（以下、II類Ａ）。南京・栖霞山出

土の銅器（文献504)は後者に近いか、高台は幾分か高い。前漢中頃かというか、晩期と推測

する。湖南・永川の劉彊墓出土銅器（1－La2）は把手に突起かない（以下、Ｈ類Ｂ）。時期

は前漢中期というか、他の器種も新しいものかあり、晩期に比定すべきであろう。これらより

古い例は知らない。

　なお、景帝（前140年没）陽陵従葬孔出土の銅器（1 －Ａｃ１）はＩ類Ａに似るが、高さより

口径か大きいもの。大小５種を入子にしており、量器と考えている。後漢のエ類Ｂの祖形と考

えるか、定かでない。高台のない半球状の身にｌ個の環状把手をつけた前130～124年頃の山西

省博物館蔵銅器（1－Ad2）は、「田官」の陽刻かあり、口径約17cm、高さ約10cmで、漢代一

升にあたることから、量器と考定されている。

　角杯は、前122年頃の広州・南越王墓から玉器が出土（文献８）。角杯は新石器時代に陶器

（文献.390)があるが、漢代の例は少ない。この時期には曲長杯はない。

　耳杯は銅器、玉器、陶器それに漆器がある（1－Ｂａ１・Ｇａ３・H2・ la1・Ｋｃ２・Lb3・Ｏａ２・

５



前漢一新

RI・Tb2)。耳の形は、戦国中期頃に、三翼形から半月形に変わり、前漢に継承される。耳杯

の口縁はほぽ水平で、耳が上向きなのか特徴（以下、Ｉ類）。耳杯は飲器に限らない。小盤が

普及する以前は葵や肉などを盛った食器でもあった。

杯・碗・箆・鉢高足杯や耳杯など除くと、前漢一新代で杯と呼んでいる例は、それ以前を含

めていない。口径10a以下のものをあえて抽出すると、前漢早期の湖南・資興出土陶器（

1－Ed3）や前118～104年の河北・満城漢墓Ｍ２出土象牙製品（１－Ｈ５）のように、体部が丸

味をもって立ち上がる浅目のもの（以下、高台付杯Ｉ類Ａ）と、前漢中期の湖南・資興出土銅

器（1 －Ｋａ４）や前漢晩期の広州漢墓出土陶器（文献４）のようにやや深目のもの（以下、高

台付杯Ｉ類Ｂ）とかある。新代の湖南・零陵出土銅器Cl -Wi)は、高い器台をもったもの

で、酒儡とするが、環耳がなく、小型である点が異なる（以下、高台付杯ｎ類）。いずれも初

現である。11類は器形が酷似する大型の酒集とセットをなし、酒杯として用いられた可能性か

高い。この他に、口径か10c・前後で、平底の浅目の陶器Cl -Sb3)が新代の四川・綿陽から

出土している。三国時代では、これに類したものを杯と呼んでいるのに従う。体部が外傾気味

である（以下、平底杯Ⅲ類）。

　篁は碗の祖型の一つである。殷・西周代の箆は大型であるが、前433年の湖北・曽侯乙墓で

は、半球状の身に環耳と三足をもつ口径14.6cni、高さ6c・の金器が出土（文献６）。蓋付きで、

透しのある七（漏七）を伴い、中に葵などが入っていたと推定できる。戦国早・中期には低い

高台をもち、身あるいは蓋にも環耳をつけた口径15c・前後の河南・映県出土銅器がある（文献

７）。前漢早期の湖北・宜昌出土銅器（1－Ｅａ４）はその最終例である。

　碗は、前漢・新代には、高台付碗、高台のっかない丸底碗と平底碗がある。次述する鉢との

区別か難しいものかあるか、鉢は比較的大型で概して浅目、碗は深目とした。

　高台付碗は、丸味をもった体部がほぽ直に立ち上がるもの（以下、Ｉ類）と、体部が外傾気

味となって口縁で外反するもの（以下、Ｕ類）がある。Ｉ類は前313年の河南中山国王墓や戦

国末期の洛陽出土の陶器かある（文献28・495)。例は少ない。前漢早期で、江蘇・徐州出土の

陶器（1－Bb2）がある。比較的浅目なのか特徴（以下、Ｉ類Ａ）。Ｕ類は、新代の湖南・零

陵出土銅器（ｌ－Ｗ２）。以後の例に比して浅目で、高台も低い（以下、Ｕ類Ａ）。類例はきわ

めて少ない。後漢につづく。

　丸底碗は、前漢晩期の江蘇・南京出土銅器（文献55）や湖南・劉彊墓と広西・合浦出土銅器

Cl -Mb5・Oa3)が初出のようである。深目なのか特徴（以下、Ｉ類）。新代の四川一綿陽出

土銅器(1 -Sb4)は、丈がやや低い（以下、Ｕ類）。ともに後漢にっづく。

　平底碗は戦国晩期の山東・臨捌出土銅器（文献429）があり、前漢中期の湖南・資興出土銅

器(1 -Kas)や前漢晩期の内蒙古出土銅器(1 - R5)に継承される。深目なのか特徴（以下、

Ｉ類）。後漢以後にもつづく。

　鉢は、碗に似るか、比較的大型で浅目のものである。高台付と、高台がつかない丸底と平底

とかある。高台の有無にかかわらず、体部がゆるやかに内弩してそのまま直立するもの（以下、

Ｉ類）と口縁で外反するもの（以下、11類）に分類する。なお、内縁都が強く内弩するものを、

中国では水孟あるいは孟と呼ぶ。内弩の程度が弱いものは、日本で用いている鉄鉢形の用語を

あてる。
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　高台付鉢のＩ類は、前313年の河南・中山王国墓出土の陶器（文献28）、戦国晩期の漆器〔文

献341)などがある。前118～104年頃の河北・満城Ｍ２出土陶器（文献３）も大差ない。Ｕ類

は、戦国晩期の山東・臨捌出土銅器（文献;429)が初現のようである。前漢早期には湖北・雲

夢出土漆器（l－Ｂａ３）がある。大形で浅目なのか特徴（以下、Ｕ類Ａ）。前漢中期の山東・

臨折出土鍍金銀器（文献19Dや河南・険県出土銅器(1 - I b2)は、大型だがやや深目（以

下、ｎ類Ｂ）。前漢中期の湖南・永川出土銅器（1－La4）は、さらに深目で、口縁のくぴれ

がやや強い（以下、Ｕ類Ｃ）。

　丸底鉢はＩ類の銅器が戦国晩期から秦代にかけてある（文献22・503)。前118～104年の河

北・満城漢墓Ｍ２出土の陶器(1 - He)も同巧である。

　平底鉢のＩ類は、戦国中・晩期が初現のようである（文献22・28）。体部は直に開くのか特

徴〔以下、Ｉ類Ａ〕。前122年頃の広州・南越王墓出土銅器（１ －Ｇａ､）は、体部が丸昧をもつ

（以下、工類Ｂ）。

孟孟は前122年頃の広州・南越王墓出土陶器（1 －Ｇａ５）が初現例の一つ。浅目で平底なの

が特徴（以下、Ｉ類）。前105年の安徽・汝陰侯墓出土漆器（文献505)は、低い高台がつき、

扁平な蓋を伴う。銘文から唾壷の機能を果たしたことがわかる。唾壷は後漢以後に壷として定

型化されるか、汝陰侯例はそれ以前の様相を示す。孟は前漢・新代には類例か乏しく、後漢か

ら類例がやや増加する。

舟楕円形の器。短側に１個の環状把手がつくもの（以下、Ｉ類）と、つかないもの（以下、

II類）とかある。Ｉ類は、前U3年の河北・満城漢墓ＭＩ出土銅器（１－Ｈ７）で、１個の環状

把手がつき、外面は雷文地に鳳などの文様を飾り、鍍金を施す。同形が５個有り、口径5.2×

8.3c・、深さ2.8c・のものから、口径ia2～25.9c・、深さ9cmのものまで、少しずつ大きさか異な

る。報告では、容量に一定の規律があり、専門的な用途とあったとする。飲器ではなく、量器

の可能性が残る。II類は、景帝{flilHO年没）従葬孔出土鉄器（1 －Ａｃ３）、前漢中期の山東・

劉一墓出土銅器（I－la3）がある。後者には勺が入って出土しており、酒か葵などを入れた

と推測できる。以後の例はない。

魁碗あるいは鉢形の容器に１個の把手をつけたもの。把手は龍頭形が基本。初現は、前漢晩

期の銅器や陶器(1 - Rs)。前者のうち１点（1 - Maio)は把手か中空になっており、匝の

機能も兼備する唯一例である。新代の銅器(1 -Tas)も大差ない。いずれも把手かほぼ水平

であるのが特徴（以下、工類Ａ）。

酒錨　前漢晩期の湖南・張瑞君墓出土銅器（１－Ｎ６）が自名器。大型の碗に似るが、環耳が

つき、この時期の碗に比して高台が高いのも特徴。同巧の銅器は、前漢中期の湖南・資興出土

例（1－Ｋａ６）が初現。後漢にも存続するが、前漢晩期はまだ高台が直で、また低いのが特徴

である（以下、Ｉ類）。

盤・沫盤・浴釧　盤は、［］径か30c・以上を大盤、20～30cm程度を中盤、15c・前後を小盤と呼ぶ。

休盤は、既述したように口径60c・程の特に大きな前漢晩期の湖南・張端君墓出土銅器〔1－N

II〕。口縁が水平に折れて伸び、体部に強い稜があり、２個の環耳がつく。同様の器形（以下、

Ｉ類Ａ）で大型品の銅器は、前漢代に多い。（1 - Gan ・ Kb8・ Lb8・ Obg)環耳のない銅器

（以下、Ｉ類Ｂ）も前漢代を通してあるく1－Ab6・Ab7・Ｂａ６・Ｄａ５・Gaio ・H12・ Ja5・Ｑ

認
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a9・ Taio)。後者のうち、口径31cinと比較的小さい、前漢晩期の山東・五蓮ＭＩ墓出土銅器

（文献:366)、未盗掘で、伴出した銅匝と組み合うものは他になく、これらも休盤であったと推

定できる。ただし、盤の主流は大盤Ｉ類が占めることから、休盤だけでなく、食物を盛る器と

して使用されたものも含むと考える。ともに後漢に残るが、次第にすたれていく。

　他に、盤あるいは混乱して盆、洗とも呼んでいるもので、30cniを超える大型品には、出土例

は極めて少ないが、体部が直に外傾し、口縁端が外折して水平に伸びるもの（以下、Ｕ類）、

体部に稜があるか、口縁が外折せず直立気味のもの（以下、Ⅲ類）、体部が丸みを持ち、口縁

端で外反するもの（以下、Ⅳ類）がある。ｎ類は、前漢前期の広州漢墓出土銅器（１－Ｆ８）。

大きな平底で、環耳のつくものとつかないものとがある。以後にはつづかない。後述する値の

下盤であった可能性が強い。Ⅲ類は前漢前期の広州漢墓出土銅器（１－Ｆ９）。平底で環耳がつ

く。口径:47.2c・の特大品であり、浴用（浴鍋）であろう。類例は戦国早・中期の安徽・江蘇省

出土銅器（文献169・229)にある。新・後漢に降る例はなく、古い時期の、中国南半部に限定

されそうである。IV類は内蒙古・フフホト出土銅器（1 -Pas)。時期は前漢中・晩期とする

が、伴出した銅劾などからみて晩期に比定する。

　口径が30～20c。ほどの中盤には、大盤と器形がほぽ同じＩ類Ｂ種がIS 113年の満城漢墓Ｍ１

出土ガラス器（文献３）や銅器などがあるが、大盤に比して出土例ははるかに少ない。この手

のものの一部が、火域や薫値の下盤に用いられていることは後述する通りである。口径に比し

てやや深目のものは、鉢のような機能を果たしたのかもしれない。口径:27.2cmのものに「飯槃」

の自名器（文献43）があり、飯を盛ったことが知れる。中盤には、大盤ｌ・Ⅲ類と類似したも

のの他に、平底の扁平な盤で、体部がほは直線的に開くもの（以下、Ｖ類）がある。Ｕ類は、

前漢早期の湖北・随州出土漆器（文献.458)、前漢中期の湖南・資興出土の陶器（1 －Ｋａ３）、

晩期の内蒙古出土銅器(1 - R3)など。この類はすでに戦国中期の湖南・慈利出土陶器（文

献S06)、秦代の河南・三門峡市出土の［］径21cn、高さ約3C・の銅器（文献175)などにあるが、

例は極めて少ない。Ⅲ類は前118～104年の河北・満城漢墓Ｍ２出土銅器C 1 - H4)。前後の時

期の類例はない。Ｖ類は前漢晩期頃と推定する内蒙古出土陶器（１－Ｒ４）。高台はつかない

（以下、Ｖ類Ａ）前漢一新代の例は乏しく、後漢から多くなる。耳杯や杯・碗類の下盤に用い

られた可能性が強い。

　口径15c・前後の小盤は、Ｉ類Ｂが前n8～104年頃の満城漢墓Ｍ２出土銅器(1 -H3)、１類

が晩期の内蒙古出土銅器（１－Ｒ２）。内蒙古例は薫燧の下盤の可能性か高く、満城漢墓例もそ

の可能性かある。いずれにしても小盤は、極めて出土例が少ないといえる。

　浴釧は、前漢早期の江蘇・徐州の楚王墓出土銀器〔1 - Cas〕が自名器。平底鉢ｎ類に似る

が特大品（以下、ｕ類）。前n3年の満城漢墓ＭＩ出土鍍金銅器（１一H13)は盤Ｉ類を深くし

たような特大品。F常浴」の刻名がある（以下、Ｉ類）。前122年頃の広州・南越王墓出土銅器

（文献８）もＩ類の同巧品。上述した大盤Ⅲ類（１－Ｆ９）も浴器の可能性がある。いずれも前

漢中期以後はすたれる。

盆・釧　盆は、秦に近い前漢初と比定する河南・険県墓出土銅器（I －Ａａ５）が最も古く、初

現。自名器でもあり、２個の環耳をもつ。体部は内湾気味で口緑部かゆるやかに外反するのが

特徴く以下、Ｉ類）。底に３個の突起（乳釘）がある。安定をはかるためか。釜・甑とともに

Ｊ
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出土。前漢早期の湖北・宜昌出土銅器(1 - E a?)やH11113年に没した河北・満城漢墓Ｍ１と

その妻のＭ２から出土した自名器の鍍金銅器（第１図３、１－Ｈ９）もほぼ同巧。乳釘はなく、

低い高台をつくものか出現する。前漢中期の山西・朔県出土銅器(1 - J a4)もほぽ同巧だが、

前漢晩期の四川・重慶出土銅器（1－Lb6）、新代の四川・巫山出土銅器(1 - Sb5)は頭部

のくぴれがやや強くなる（以下、II類）。前漢晩期の湖南・劉彊墓出土銅器（1－Ｏａ５）は、

環耳がないが、ｎ類に似ており、これに含める。

　罰は、深目のもの（以下、深釧）と浅目のもの（以下、浅釧）とかあり、それぞれ環耳の

つかないもの（以下、工類）とつくもの（以下、｜類）とがある。Ｉ類は素面、Ｕ類は体部に

突線をめぐらす例が多い。深銅Ｉ類は、戦国中期の河南・映県出土銅器｛文献７｝が初出のよ

うである。戦国晩期～前漢の陶器は例が多く、銅器は前漢晩期の映西・西安出土例（1－Qb7）

があり、後漢にもつづく。浅側Ｉ類は前漢早期の河南・洛陽出土例（1 －Ab4）が初現。前

118～104年の満城漢墓Ｍ２出土銅器(1 - Hs)、前漢前期の広州漢墓出土銅器(1 - F5)や前

漢中期の河南・映県出土銅器（文献７）もほぽ同巧。深劉Ｕ類は、前漢中期の湖南・資興出土

銅器(1 - Ka?)や前漢晩期の四川・重慶出土銅器〔1－Lb5〕。これらより古い例はない。

浅釧Ｕ類は、前漢前期の広州漬墓出土銅器（１－Ｆ６）が初現。大きな平底で浅目（以下、n

類Ａ）。前漢晩期の内蒙古フフホトや他の内蒙古出土銅器（１－Ｐａｐ Ｒ５）は高台付で、体節

が外傾気味となる（以下、ｎ類Ｂ）。

洗・鑑・匝　洗にも深目の深洗と、浅目の浅洗とがある。ともに環耳があるのか基本。深洗は

前漢晩期の湖南・張瑞君墓出土銅器{1 -N9)や広西一望牛峙出土銅器（文献75）が初現例

のようである。前者は底に乳釘がある。新代の四川・巫山出土銅器(1 - S b?)も同巧で、口

縁の立ち上がりが弱いのか特徽である（以下、深洗Ｉ類Ａ）。浅洗は、ミニチュアなから、前

漢晩期の張瑞君墓出土銅器(1 - Ng)や同じ頃の湖南・永川出土鍍金銅器C1 - Oae)が初出

例。前漢末～新代の江蘇・邪江M102出土鍍金銅器(1 -Sae)も同巧。体部が内命気味で、

口縁かほぼ水平であるのが特徽（以下、浅洗Ｉ類Ａ）。

　鑑はたらいであり、水浴や食物の保存器としても使われた。戦国期の鑑と類似するのは、前

122頃の広州・南越王墓出土銅器Cl -Gas)。以後の例はない。

　匝は鉢状の器に片［］の注口を作ったもの。注口とは逆の端に把手か環耳をつけるのが古調。

形は楕円形、円形、桃形、方形かあるが、前三者は基本的に秦までで終わる。前漢は方既が主

で、一部に円匝が残る。前漢の円匝は、前113年の満城漢墓ＭＩ出土銅器（文献３）と銀器

（1 -Hii)。銅器は８枚を入れ子にした比較的小型品で、沃盟の礼器というよりも宴会で酒な

どを注ぐのに用いられた可能性を示す。銀器は銀製針も出土していることから、医療用と推定

している。以後はすたれる。方匝は、戦国晩期の湖北出土銅器（文献238）が初出例で、環耳

をもつ。方匝の銅器は前漢各期(1 - Ba5・Ｃａ３・Ｄａ４・Ｇａ９・Hlo・Pb7)にあり、新代

（1 －Sa9）にも及ぶか、後漬には途絶える。

童蓋付の碗は碗の項で取り上げるか、前漢・新代は身に蓋受けを作ったものばかりである。

戦国期から、高台付の身に、環状誕みの蓋を伴うもの〔以下、Ｉ類〕と、撮みがないか遊環を

つけたもの（以下、ｎ類）とがある。前漢では前者か主tl -Ba4・Lb7）。後者のうちm122

年頃の広州・南越王墓出土銀器（l－Ｇａ６）は西アジア産とみる。前漢晩期から新代に限って

昶
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は、器体の前面に鋸歯文など飾った銅器(1 -Mb7 ・Ub3）がある。長安からも出土している

か、中国南半部に多い。そのうちの一つである広西一合浦出土銅器（1 －Mb7）には果核が入

っていた。Ｉ類は後漢につづかない。他に漆器では、化粧用の円筒形の盆があるが、ここでは

取り上げない。

豆高杯である。西周代にあった環耳付きのものや有蓋豆は、戦国晩期までにすたれ、シンプ

ルな器形のみが前漢に残るが、出土例は極めて少ない。陶器(1 -Bc2)や漆器があるが、金

属製品は知らない。杯部が角張るもの（以下、Ｉ類）と、丸味をもっもの（以下、II類）があ

り、脚も高いものと低いものとかあるが、戦国期と大差はない。戦国期ではＩ・Ｕ類かー基の

墓で共伴しており、用途の差があったと推測される。

　有蓋豆の消失は、五穀や粥・菱あるいはスープを豆で食べる習慣が無くなったことを示す

（文献43）。果物などを盛ったと想定される無蓋豆も出土例が少なく、その機能も盤に移ったと

考えられよう。

　　　ｂ　貯蔵具・注器（付図２）

扁壷・俵形壷・瓶扁壷は戦国期に出現する。前313年の河南・中山国王墓出土銅器（文献28）

はその古い例の一つ。前漢初期の湖北・雲夢出土銅器（2－Ｂａ２）、前漢早期の湖北・随州出

土漆器（文献458)、前漢前期の広州漢墓出土銅器（２－Ｆ２）、ミニチュアである前118～104年

の河北・満城漢墓Ｍ２出土銅器(2 - H2)は戦国晩期・秦の伝統（文献238・341)をひき、

丈が低目で、最大径が胴中位にある（以下、Ｉ類）。いずれも低い高台がつく。このうち、雲

夢例のように口緑が蒜頭で、蓋でなく栓をつめるのは、秦末～前漢初に限られる。後述する蒜

頭瓶の特徴と一致する。前漢晩期の内蒙古フフホト出土銅器（2－Pa3）や広西一望牛峙出土

銅器（文献75）は体部が下肥れになる（以下、Ｕ類）。後者は、両肩の環耳に鎖がつき、水筒

にふさわしい。内蒙古ではＩ・ｎ類の陶器か多くみられる（文献30）。前漢早期の江蘇・徐州

楚王墓出土銅器(2 - Caz)は肩の張った壷型で、片口になる点も特異な扁壷（以下、Ⅲ類）。

他に例はないようである。

　異形のものに、中国で繭形壷と呼んでいるものかある。林1976では稗に比定するが、日本

的に俵形壷と呼ぶ。戦国晩期に陶器がある（文献394)。初現か。銅器は前漢早期の湖北・光化

例（2 -Cci)が初出のようである。前漢早期でもやや遅れ、明帝末～武帝初とみる江蘇・徐

州出土陶器（文献;439)以後は、ほとんどすたれてしまう。

　瓶の初現を飾るのは蒜頭瓶。口縁部を蒜形につくることからの命名で、筒状の中空の栓をし

ている例がある。体部は扁球状で、高台をもつ。戦国晩期頃が初現（文献394・429)で、秦の

例（文献507)は多い。いずれも頭部の中程に突帯をめぐらせる（以下、Ｉ類）。前漢初の河

南・院県出土銅器（2 -Aai)は頚部に突帯かない（以下、ｎ類）。M122頃の広州・南越王墓

出土銅器(2 -Gai)も同巧。ただし、中国南半部はＩ類の銅器［2 -Ba］・Ｆ１）が前漢早期

に残る。前122年頃から以後の例は知らない。

　漢代で他に瓶とみるものに、口縁が外反するもの（以下、反口瓶）と、口縁が直立するもの

（以下、直口瓶）とがある。反［］瓶は前漢中期の河南・険県出土銅器( 2 - I bi)、武帝（前

140～前87年）末頃とみる河南一鄭州出土陶器(2-Jdi)。体部は蒜頭瓶に似て、扁球状であ
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るく以下、Ｉ類）。反口瓶は後漢以降一時途絶え、南北朝から盛行する。

　直口瓶の初出は、前漢中期とする湖南・劉彊墓出土銅器。伴出した他の遺物から前漢晩期と

推定する。体部は扁球形で、高台がつく（以下、Ｉ類）。２点のうち、外面をあまり飾らない

１点(2 -Lai)は、内部に「竹籤」５本が残っていた。飲酒を競う「酒令簒」をいれた器の

可能性もあるか、投矢とみて、投壷と報告しており、これに従う。ほぼ同じ銅器は、前漢晩期

から新代まで存続する(2 -Mai・Ubi)。中国南半部に多いか、１点だけ映西・長安城内

(2 -Ubi)から出土している。前漢晩期の山東・五蓮出土例(2 -Pbi)や内蒙古出土例

〔2－R8･R9〕は陶器で、器形が若干異なる。後漢に残るが。出土例はきわめて少なくなる。

壷・提案壷壷はバラエティに富む。以下では、頚が細長いもの（以下、細頻壷）、頭がそれ

程細長くなくて、胴部か長いもの（以下、長胴壷）と、胴部が球状のもの（以下、球胴壷）に

大別する。提梁壷もこれに準じる。妨は方形壷である。

　細頻壷は、戦国中期から秦代に、頚部がほぽ直で口縁がわずかに反る陶器かある（文献

196・229・493)。前122年頃の広州漢墓出土陶器(2 - Ga2)はその系譜をひくが、やや下肥

れ（以下、エ類Ａ）。前漢中期もやや遅い山東・微山出土の原始姿器( 2 - J b2)は、胴や頚

が長くなる（以下、Ｉ類Ｂ）。武帝（前140～前87年）末年頃とみる河南・鄭州出土陶器く文献

276)は、口縁が屈折して立ち上がる、中国では盤口と呼ぶタイプの初出例。前漢晩期の山

東・五蓮出土陶器(2 -Pb2)も大差ない。球形胴で、高台が低いのが特徽（以下、Ⅲ類Ａ）。

　長胴壷は殷周代からある。前漢のものは、戦国期と同様に肩の張ったものが主流を占める。

頚が長いのが典型（以下、Ｉ類）だが、中国では鍛に含める頭の短目のもの｛以下、訂類｝も

ある。Ｉ類のうち、器身に文様を密に施した銅器は、前113年の満城漢墓ＭＩ出土例(2 - H4)

までで、以後はすたれる。突帯だけをめぐらす銅器は、戦国期にあり、前漢初の河南・映県出

土銅器（2 - Aa2)につづく。前漢晩期の山東・五蓮出土銅器（文献366)や新代の四川・綿

陽出土銅器（2－Tbl）が最終例で、以後途絶える。長胴壷ｎ類は、肩の張る陶器か戦国晩期

頃にある（文献508)。一漢の景帝（前140年没）従葬抗出土陶器（2－Ａｃｌ）はほぼ同巧（以

下、ｕ類Ａ）。前n3年の満城漢墓ＭＩ出土小型銅器（文献３）や新代の陶器（文献,403)も大

差ない。前漢中期の山東・劉剌墓出土銅器( 2 - I as)は、肩の張りかやや弱い。なお、新代

の河南・洛陽出土陶器(2-Ua2)は、長胴壷の一種だが、味噌らしき「鼓」の墨書があり、

注目される。

　球胴壷は、胴部の最大径がほぼ中位にあるもの（以下、Ｉ類）と、下肥れのもの（以下、ｎ

類）とがある。エ類は、既に戦国期にあり。文様を密に飾るものと、突帯だけのもの、素面

のものがある。蓋は上面に複数の立飾をつけるのか原則。こうした伝統を残す銅器は前漢初

の河南・映県例（文献７）、前113年の満城漢墓ＭＩ出土例（２－Ｈ５）などである（以下、Ｉ

類Ａ）。ただ、中国南半部では、前漢中期から晩期（文献4 ・199)まで、文様を密に施す伝

統が残るが、蓋の残る例は１個の環だけを付す（以下、１類Ｂ）。蓋に１個だけの環をもつ銅

器は、すでに前313年の河南・中山国王墓例（文献28）にあり、前漢早期の湖北・襄奥例

（２－Ｄａ､）や武帝末年頃の湖北・宜昌例(2 -Fa2)につづくが、これらは提梁壷であった

可能性があり、特殊例と考える。突帯だけを飾る銅器は前漢初（２一Ａａ３・ Ｂｃ､）から新代ま

である。前漢中期の広州漢墓出土銅器(2-Kb3)以後は、蓋は立飾りがなく、１個の環だけ

Ｊ
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を付す（Ｉ類Ｂ）。

　前122年頃の広州・南越王墓出土銅器(2 -Ga4)は、胴が明らかに下肥れになったｎ類の

初現例。前漢中期から新代の諸銅器（2 － Pa5･ Rii ･ Sa2･ Ｔａ２・Va4)につながる。後者で

は、蓋の残る例(2 -Pa5・Rlj・Va4)はすべて立飾がなく、１個の環のみとなる（以下、

II類Ｂ）。密に文様を飾ったり、高台か八字状に高くなったりする（以下、II類Ｃ）のは、中

国南半部の地域色を示そう(2~N4)。

　提梁壷は、戦国期の前313年の河南・中山国王墓から、銅製の長胴壷と球胴壷の二者が出土

（文献28）。蓋は立飾がなく、１個の環があるのを原則とする。提梁長剔壷は前118～104年の満

城漢墓Ｍ２出土銅器(2 -Hi) f)^あるか、以後はすたれる。銅製の提梁球胴壷は前漢晩期の

２例(2-La2・Ma2)。いずれも中国南半蔀の例で、密に文様を施す。後漢に入っても中国南

半部では球胴の提梁壷が残る。

紡　妨は方形壷。戦国期に始まり、前漢一新代までかなりあるか、次第にすたれる。肩に環

耳がつき、方形の高台と蓋を伴う。肩か張り気味か球胴なのが戦国期の特徴で、その伝統は前

漢中期まで残る（以下、Ｉ類）。他方、前漢に入ると体部が下肥れのものが登場する（以下、

ｌ類）。蓋は戦国期では４個の立飾をつけるのが原則（以下、Ｉ・Ｂ類Ａ）で、前漢初から前

122年頃の広州・南越王墓までの銅器はエ類A (2-Das・ Ｅａｌ・Ga3)、U類Ａ（２－Ｂａ３）

ともその伝統をひく。密に文様を施したものは前122年頃の広州漢墓出土銅器のＩ類Ａ（文献

４）のみで、素面が主となる。素面は戦国にもある。前漢中期の銅器(2-H3・Jas)は、Ⅱ

類であるが、蓋の残る例はない。いずれも素面。前漢晩期の銅器(2-Pa4・Rio)は、体都

が下肥れで、蓋は立飾がなく、中央に環１個をつけるものになる（以下、ｎ類Ｂ）。

謐・甑・羞・垠　中国で娠と呼んでいるもののうち、基本的には口が大きいものを鍛とし、

［］が小さいものは、中国でも使用している堰を用いる。ともに胴の長短、類の長短や形状によ

り区分する。駈は短剔纒、ｉは長胴鏝の類になる。バラエティに富むか、陶器が主であり、

大要を示すに止める。

　謳は、樋［］1967によると、高さよりも横が広くなるもの。殷周代を通じてある。前122年頃

の広州・南越王墓出土の銅瓶と呼んでいるもの（2－Ｇａ５）は、戦国中期の江蘇・准陰出土銅

器（文献229)と大差なく、環耳があり類も短いか、肩の張りが強くなる。３個の短脚がつき、

温器である可能性もある。以後の例はない。なお版に似るが、胴や頚がやや長いものを曇と

呼ぶ銅器（文献243・429）が戦国晩期にあるが、以後はすたれる。

　短胴緩は概して顛も短い。甑に似て肩が張るもの（以下、Ｉ類）と、最大径が胴中位にあ

るもの（以下、II類）、下肥れのもの（以下、IU類）がある。Ｉ類は戦国中期の江蘇・准陰出

土陶器（文献229)にある。前122年頃の広州・南越王墓出土陶器（文献８）などにあるか、例

は多くない。Ⅱ類は戦国中期かやや遅れる河南・洛陽出土黄軸陶器（文献508)が初出のよう

である。前漢では、前140年に没した景帝の従葬抗出土陶器（2 －Ａｃ５）がその系譜をひき、

球胴に近い（以下、口煩）。ｕ類は後漢につづく。Ⅲ類は前漢晩期から新代の陶器（2－○

a7･Tb4)があるが、いずれも中国南半蔀から出土しており、地域性を示す。後漢につづく。

　長胴緩は、短胴鐘の分類にあわせ、肩が張るもの（以下、爰と呼ぶ）、最大径が胴中位にあ

るもの（以下、II類）に区分。下肥れのものは見当たらない。日本の典型的な甕のように、口

お
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が胴と同じくらいに大きいものを、特に大口鑓と呼ぶ。

　爰は、戦国晩期の四川・重慶出土陶器（文献242）があり、前漢初の山西・朔県出土陶器

（文献363)、前漢晩期の四川・重慶出土陶器（文献129)も大差なく、肩の張りがまだ弱い。一

方、前漢晩期の湖北・荊沙の出土陶器（文献171)は肩の張りが強い。両系統とも以後につづ

く。長胴締II類は前433年の湖北・曽侯乙墓（文献６）や戦国中期の河甫・映県墓（文献７）

出土銅器がある。やや丈が高い。前漢前期には格好の例がないか、晩期にはいずれも陶器なか

ら、内蒙古・フフホト例（2 －Pa6）、新代には江蘇・邪江例（2－Sa3）、四川一綿陽例

（2－Tb3）がある。

　大口耀は、秦代に陶器がある（文献509）。前漢初の河南・映県出土陶器（文献７）も大差な

い。前122年頃の広州・南越王墓出土陶器（文献８）などがある。

　堤は、前漢晩期の四川・重慶出土陶器{ 2 - L bs)か初出のようである。短胴で、安定感があ

る。最大径はまだ肩近くにあるのか特徴である（以下、Ｉ類Ａ）。後漢には最大径が下端になる。

注器（挑壷・水注）饒壷の祖型は、1監と呼ばれているもののうち、殷末一周初に登場する

薬纒形の器に三脚をつけたものである。その差異は、後者か提梁を注口と同方向につけている

のに対し、前者は棒状把手を胴部に注口と直角になるようにつけたもの、いわゆる急須に三脚

をつけたものといえる。ともに注口は龍頭形である。薬纒形の憲は戦国晩期でも前半の湖北・

黄岡出土銅器（文献239）が最終例である。錐壷の初出は戦国晩期の湖北・襄奨出土鋼器（文

献238)で、前漢早・前期（2－Ｄａ５・F4）、前122年頃の広州・南越王墓（2 - Ga6)及び前

漢中期（2－Ja6）の諸銅器も大差ない。把手が中程で強く折れ、端が高くなるのか特徴（以

下、Ｉ類）。前漢前期の湖北・宜昌出土銅器C2 -Eas)、前漢中期の山東・栄城出土銅器（文

献167)は、把手の曲折が弱く水平に近くなる（以下、II類）。前漢前期には、広州漢墓出土銅

器{2-F3)のように、曲折のない短い把手を斜めにつけたもの（以下、Ⅲ類）も登場。中

期の湖南・資興出土銅器（2－Ｋａ４）も同様である。Ⅲ類は後漢早期にも残る。前漢晩期の山

東・済寧出土銅器（文献510）や湖南一張瑞君墓出土銅器(2-N5)、新代の江蘇・和江出土

銅器(2 -Sa4)や前漢末～新代の院西・長安城出土銅器（文献122)は、把手に曲折がなく、

ほぽ水平となる（以下、IV類）。Ⅳ類は後漢で盛行。Ｉ・IV類とも前漢中期一新代のものの一

部に、注口が壷口縁より高くなるもの{2-N5･Sa4）があるか、中国南半部の地域色を示す

ようである。

　なお、前漢早期の江蘇・徐州からは、棒状把手で、脚のない陶器( 2 - Ec3)が出土。銚壷

の簡略品であろうか、脚がないことから、これを水注Ｉ類とする。この他に、前漢早期の江

蘇・西山からは、緬の肩に注口をつけた陶錐と呼ぶもの（2－Eb4）が出土しているか、以

後にはつづかない。

　以上の他に、前漢・新代にある特異な器種を３種あげておく。その一は、大口纒に蓋をかぶ

せた新代の河南・洛陽出土陶器(2-Ua5)。蓋に「飯」と墨書しており、おひつであったと

推測できる。その二は、長円筒形の容器に蓋を伴う陶器で倉と呼んでいる。前漢晩期（文献

171)や新代の例（2 －Ｕａ３）がある。後者には「栗」の墨書があり、穀物を貯蔵したもので

ある。戦国晩期か初現か（文献394）。その三は、桶状の銅器（文献４・８）。中国南半部でも

前漢代の広州あたりに特有のものらしい。大小かある。提梁桶もある。

J4
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　　　ｃ　煮沸具（付図３）

鍋・片手鍋・三脚鍋鍋は、基本的には丸底で、口録が外折する比較的浅目の容器。体都が開

き気味で、把手のつかないもの（以下、Ｉ類）と、体部が内考して口録で強く外接し、肩に環

状把手をつけるもの（以下、II類）とかある。他に、後述する無蓋鼎に似て、口録に方形把手

をつける鍋のうち、脚のないものは鍋として取り扱う（以下、Ⅲ類）。

　Ｉ類は戦国晩期の銅器か初出（文献394・429)のようである。前漢早・前期の銅器(3 -C

bl・ Gai)はその系譜をひき、浅目で口縁もほぼ水平に短く折れる（以下、Ｉ類Ａ）。前n3年

の満城漢墓ＭＩとその妻のＭ２出土鍍金銅器には、Ｉ類A (3 -Hi}とともに、やや深目の

もの(3 -H2・Ｈ３）が出現する（以下、Ｉ類Ｂ）。前漢中期( 3 - J ci)や晩期( 3 - Qai)

の銅器も深目だが、口録は上開きになる（以下、エ類Ｃ）。晩期の映西・扶風出土銅器（3－

Qci)、新代の洛陽出土陶器（文献;407)は体部の開きが大きい（以下、Ｉ類Ｄ）。扶風例のみ

は半環耳がつく。Ｕ類は中国南半部で出土する地域色の強いものである。初現は戦国晩期頃

（文献241・437)。前漢では、前期の広州漢墓出土銅器（３－ＦＩ）、晩期の四川一重慶出土陶器

（3 －Lbl）などがある。いずれも口縁の立上がりはそれほど強くない（以下、ｎ類Ａ）。新代

の四川・綿陽出土銅器(3 -Tbi)は口縁か立ち気味となる（以下、Ｕ類Ｂ）。Ⅲ類は前113年

の満城漢墓ＭＩ出土銅器(3 -Hs・Ｈ６）が初現。深目で体部が開き気味なのが特徴（以下、

Ｉ類Ａ）。漢中期の広西・望牛蛉出土銅器(3 -Ma2)は体部がほぼ直立する（以下、Ⅲ類Ｂ）。

後漢にもつづく。同じく中期の四川・成都出土銅器（3 －Mcl）は既述した鍋Ｕ類Ｂに似て、

口録が折れて上開きのもの（以下、ll類Ｃ）。底に乳釘がある。新代の浙江・龍游出土鉄器

（3 －Ｔｃ４）は浅いもの（以下、ll類Ｄ）。

　片手鍋は、前113年の満城漢墓ＭＩ｛３－Ｈ４｝とその妻のＭ２からの鍍金銅器が初出例。鍋

Ｉ類Ａの体部に棒状把手を水平につけたもの（以下、Ｉ類Ａ）。前者には蓋がっく。前漢晩期

とする映西・漢中出土銅器（3 -Uci)は鍋Ｉ類Ｄに棒状把手をつけたもの（以下、Ｉ類Ｄ）

で、鍋ｕ類に棒状把手をつけたもの（3 －Ｕｃ２）も出土（以下、ｎ類）。前者に類した銅器は

新代の洛陽出土例（文献512)もあり、漢中例も新代と推定する。ｎ類の銅器は、新代の四

川・綿陽例(3-Tb3)や貴州例（文献511)などで、中国南方的特色と推測される。片手鍋

Ｕ類の系統をひくものは後漢にもあるが、他はすたれる。

　三脚鍋は前漢中期の山東・栄城出土銅器く3－Kd5）が初現。深目で、口録がわずかに外接

し、体部に環耳をもつ。平底であるのも特徴（以下、Ｉ類）。前漢晩期の山西・朔県出土銅器

(3 - Qa4)もほぼ同巧。後漢にっづく。

茎　球状の体部に上開きの口頚部がつく器。釜と鍋の中間的形態である。肩に環耳がっく。

環耳は２個のものと１個のものがある。ともに戦国中期でもやや遅れる四川・綿陽出土銅器

（文献368）が初現。秦を経て前漢にっづく。環耳がＩ個のもの（以下、Ｉ類）は、前漢初の河

南・映県出土銅器（文献７）や前漢早期の湖北・襄奥出土銅器(3 -Cb2)が最終例。環耳が

２個だが、片方が小さい（以下、II類）銅器は、前漢初の河南・浹県例{ 3 - Aai)、前涙早

期の湖北・雲夢出土銅器(3 -Bai)や湖北・宜昌出土銅器(3-Ea2)、前漢前期の広州漢墓

例（３－Ｆ３）、前122年頃の広州・南越王墓例（文献８）。映県例（3 -Aai)は底に鉄製架か

石
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鋳着。２個の環耳が同大（以下、Ｉ類）の銅器は、前漢早期の湖北・房県例（文献513)、前

122年頃の広州・南越王墓例(3 - Ga2)、前漢中期の山東・劉價墓例( 3 - I a2)、前漢晩期

の四川一重慶例( 3 - L b2)、新代の四川・綿陽例( 3 - T b2)と河南・洛陽例（文献407)。

後漢にも存続する。前漢中期の山東・劉製墓例( 3 - I 32)は、蓋を伴った稀な例である。こ

のことから、讐は釜の一種だが、甑をのせるものではなかったと推測できる。なお、新代の四

川・綿陽出土銅器（文献203)は、斐に棒状把手もつけた特殊品。類例はない。

鏝　前113年の満城漢墓ＭＩ出土銅器（３－Ｈ８）は「錘」の自名器。盆に似るが類部のくぴ

れが大きい大型の鍋の類。前漢早期の類例は湖北・襄奨出土銅器(3 -Das)。前漢晩期の四

川・重慶出土銅器(3-Lb4)は鑑とするが、形からすると鏝。これらより後の例はない。

釜・三脚釜釜は甑をはめ込むため、口はほぼ直口で、肩に環耳をもつのか通例。体部は、典

型例は球形だが、長胴のものもかなりある。それぞれを球胴釜、長胴釜と呼ぶ。ともに胴部に、

竃にかけるときのかかりとする鍔があるものと、ないものとがある。なくても寵にはかかる。

底に架（五徳）が誘着している出土例（3 - Aa2)もある。架はすでに戦国期前313年の河

南・中山王墓から出土している（文献28）。

　球胴釜は、鍔のないもの（以下、Ｉ類）が戦国中期でやや遅れる時期（文献368)、鍔付き

（以下、11類）が戦国晩期（文献394)には出現している。丸底と平底とかある。前漢の銅器で

みると、鍔のないＩ類は前漢初の河南・映県例（文献７）と湖北・雲夢例£ 3 - Ba2)、前漢

前期の湖北・宜昌例(3 -Ea4)。以後の例はない。いずれも口縁が外反し、環耳も把手状に

するのか特徴。河南でも出土しているか、既述した鍋ll類と通じ、中国南半の地域色が濃い。

鍔付きのｎ類のうち、丸底のものは前漢初の河南・映県例（文献７）、前漢前期の湖北・襄奏

例（3－Ｄａ４）、前漢中期の山西・朔県( 3 - J a3)にあるが､以後はすたれる（以下、ｎ類Ａ）。

平底のものは前漢初の河南・随県例（文献７）、前漢前期の湖北・宜昌例（3－Ｅａ５）以後、

前漢晩期の随一・西安例(3-Qb2)、新代の江蘇・和江例（文献194)や湖北・襄奥例（文献

174)まである。後漢にもつづく。

　長胴釜は、鍔のないもの（以下、Ｉ類）がHU313年の河南・中山国王墓（文献28）から出土

している程度で、戦国期の例は乏しい。中山国王墓例は平底で、肩に強い稜がある。前漢では、

Ｉ類は少し形が異なるが、前期の江蘇・徐州楚王墓出土銅器（文献;433)がある。以後は鉄器

に限られる。中期の随西・西安例（文献270)、晩期の映西一眼県例（文献,268)、新代の映西・

西安例（3 －ｖc3）である。いずれも平底で肩か張り、口縁が立ち上がる（以下、１類Ｂ）。

後漢にも、一部残る。ｎ類は前漢初の河南・随県出土銅器〔3 - Aa2)、険西・景帝（前140年

没）従葬抗出土鉄器（3 －Ａｃ３）が初出のようである。前者は丸底（以下、Ｕ類Ａ）で鉄製架

が付着する。後者は平底（以下、ｎ類Ｂ）である。ｕ類Ａは後につづかない。１類Ｂの銅器は

前113年の満城漢墓ＭＩ例（３－Ｈ７）、前漢中期の河南・随県例C 3 - T b4)や湖北・員晒例

（文献192)、前漢晩期の険西・西安例(3 - Qb3)、新代に入る江蘇・和江例（3－sa5）があ

り、後漢にもっづく。他に、長胴釜と同様に肩が張るが、無顎か極めて頻の短い鉄器が、前漢

中期や新代の浙江・龍遊（3 －Lc3）、新代の映西・西安（3－ｖc4・Vc5)から出土している

（以下、Ⅲ類）。後漢につづく。これらの例を含めて、鉄製釜はいずれも金属製甑を伴出してい

ない。釜単独で使用したか、陶製の甑を使用したことになる。

お
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　三脚釜は前漢前期の広州湊墓出土銅器（文献４）や新代の山東・安丘出土銅器（3－ｖb6）。

鍔があり、しかも方形把手がっく点は釜と鼎の折衷といえる。後漢にもあるが極めて少ない。

甑甑と桶を一体にした獣は、殷以後戦国中期（文献4 ・229)まで残る。その甑は口縁に方

形把手をつける。戦国中期もやや遅れる球胴釜Ｉ類Ａに伴う四川・綿陽出土甑（文献:368)は、

伴出の球胴釜と同様な、環状の把手をつける（以下、Ｉ類）。前漢初の河南・浹県出土銅器

（文献７）も同様だが、以後はない。前313年の河南・中山国王墓出土長胴釜Ｉ類に伴う甑（文

献28）や戦国晩期の河南一院県出土球胴釜II類に伴う甑（文献７）は、方形把手にかえて体部

上半に環耳がつく（以下、Ｕ類）。前者は丈が高いが、後者は丈が低めとなり、前漢代につづ

く。器形は、既述した盆に似ており、新漢一新代を通じて大きな変化はない。底の透しは、小

円孔を多数穿つもの（以下、II類Ａ）、長孔を放射状に配するもの（以下、ｎ類Ｂ）、底を４区

に区切り、長孔を放射状に配したもの（以下、Ｕ類Ｃ）と、四区に横・縦溝を交互に配するも

の（以下、Ｕ類Ｄ）などがある。ｌ類Ａ・Ｂ・Ｃは戦国期からある。前漢・新代の銅器でみる

と、II類Ａは前湊前期の広州漢墓例（３－Ｆ６）、前113年の河北・満城漢墓ＭＩ例（3一日7）、

II類Ｂは前漢初の河南・院県例（文献７）、前漢中期の河南・読県例{3 - I b4)や湖北一

員晒例（文献192)、前漢晩期の映西・西安例(3 -Qbs)で以後につづかないか、陶器ではｎ

類Ａは残る。II類Ｃの銅器は、若干の差異があるか、前漢中期の河南・院県例（文献７）、前

漢中期の山東・劉製墓例（文献226)、前漢晩期の内蒙古フフホト例（文献:427)などで、後漢

にも一部残る。II類Ｄは前漢早期の湖北・光化出土陶器（文献219)が初出のようだが、銅器

は前漢晩期の湖北・荊沙例（3－ob3）や院西・西安例(3 -Qba)、新代の江蘇・・江例

( 3 - S as)や湖北・襄奨例（文献174)があり、前漢晩期・新代の主流を占める。環耳の省略

もII類Ｄから始まる。後漢にもつづく。

麹　鍍と呼んでいるのは鍋を深くしたような器である。多くは底に煤がつく。中国北方の遊

牧民である匈奴や鮮卑などに用いられたもので、春秋期から北魏・北斉までつづく（文献

200・490)。バラエティかあり、代表例を取り上げる。秦～前漢とみる寧夏・固原出土銅器

（3 -Ae3)は筒状の深い器であり、平底。肩の張りが弱いのが特徴（以下、Ｉ類Ａ）。前漢中

期相当とみる内蒙古出土銅器〔3 -Gb3〕は、底がすぼまり、高台がつく（以下、Ⅱ類）。

鼎方形把手・三脚付の鍋である。樋口1967によると、殷・西周には銅製の蓋はなく（以下、

無蓋鼎）、春秋期から鋼製蓋付き（以下、有蓋鼎）が登場してくる。有蓋鼎は、蓋が扁平なも

の（以下、Ｉ類）と半球状のもの（以下、Ｕ類）、無蓋鼎は把手か口録端にっくもの（以下、

Ｉ類）と口縁よりやや下につくもの（以下、ｌ類）に区分する。

　有蓋鼎は、１・Ｕ類とも戦国期を通じて存在し、前漢代にも残る。蓋には複数の立飾がある

のが伝統であり、脚の長いのが古調。銅器でみると、Ｉ類は前漢初の河南・映県例（3 -Aa5)、

前漢早期の湖北・襄奥例（文献174)、前U3年の河北・満城漢墓ＭＩ例(3 - Hio)、前漢中期

の山東・栄城出土例（3－Kd6）がある。以後にはつづかない。ｎ類は前漢各期〔3 - Aae・

Ｂａ４・Ｄａ６・Edifl・ Fii ・Ｇａ６・lb5・ Ob6・ R5など〕と新代にあるが、大きな変化はない。

概して脚は短いか、中国富半部では脚が長いものが前漢中期や晩期（文献４・８）、新代（文

献393）まで残る。後漢には激減する。

　無蓋鼎I・II類とも戦国期にあるが、11類は中国南半部でしか出土しておらず、地域色を示

原
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す。前漢のＩ類は、前漢初の河南・映県出土銅器（3 －Ａａ４）、映西・

景帝〔m140年没〕従葬抗出土鉄器（文献;405)、前113年の河北・満城

漢墓出土銅器（３一H9）。ともに深目だが、脚は戦国期より短くなっ

ているく以下、Ｉ類Ｂ）。広州の前漢前期やBlf122年頃の広州・南越王

墓出土銅器（3 －F8・ F9・ Ga4)は、Ｉ類でも口縁が外祈して立ち

上がる特異なものである（以下、Ｉ類Ｃ）。地域色を示す。以後はすた

れてしまう。おそらくＩ類は、前述した三脚鍋や鍋Ⅲ類に変わってい

くのであろう。無蓋鼎ｎ類は、前漢前期の湖南・資興出土銅器（3－

Ed7）や広州漢墓出土銅器（文献４）、前122年頃の広州・南越王墓出

土銅器(3 -Gas)。以後は途絶える。

温酒樽　円筒形の容器で、身に三脚と環耳、蓋に複数の立飾をつける

のが典型（以下、Ｉ類）。三脚付き盤を伴う例が多い。同形の漆器は主

に化粧具なので省略し、「温酒樽」と自名があった銅器をここでは取り

上げる。銅器の最も古い例は前漢中期の広州漢墓例２点。うちＩ点が

自名器(3-Fiz)。後漢につづく。一方、前漢晩期には、湖南・永川

例（文献199）のように、蓋を山形につくり、頂部に鳥を飾るものが登

場する（以下、ｎ類）。新代の江西・南昌例（3－Td7）なども同巧。

中国南半部に特有で、地域色を示す。後漢にもつづく。

　なお、温酒樽に類した銅器だが、提梁の細身の容器か、前漢中期の

山東・栄城（第16図１）、前漢晩期～新代の内蒙古（第16図２）や西

安・長安城（第16図３）から出土している（以下、提梁筒）。旅具か。

樋口1967によると、西周に例がある。後漢にはつづかない。

蝋尊壷形の器に三脚がついたもので、自名器もある（文献43）。提

梁か主と思われるが、腹部に棒状把手をつけたものもある。祖形は戦

国中期から晩期にある鼎の一種で、類が立ち上がる類（文献196・506)

にあり、その方形把手を環耳・提梁としたのが錐尊になろう。

　鐘尊の初現は前漢初の河南・院県出土鉄器（3 -Aar)。戦国期のも

１山東・栄城出土

〔前漏中期文献167)

　２内蒙古出土

(前漢晩期文献30)

３西安一長安城出士

〔餉漢末～新文献122]

第16図銅製提梁筒

　　　　　　　１：６

のより、類が長く、脚は短いく以下、Ｉ類）。類例は前114年の河北・常山国王墓出土銅器（文

献162)や、前漢晩期の湖南・湘郷出土鉄器（文献516)。前漢中期には提梁を伴う鋼器か、河

南・映県（3－lb6）、江西・南昌（文献531)にあり、晩期の四川・重慶例（3－Lb7）、湖

南・張端君墓例(3-N5>、山西・朔県例（3 -Qae)につづく。頭はやや長くなる（以下、Ｕ

類）。新代頃の江蘇・・江出土鉄器(3 -Sas)は健尊の三脚を高台に替えた可能性かある（以

下、Ｉ類）。重慶例では下盤が伴った可能性か高い。鐙尊に棒状把手をつけたもの（以下、IV類）

は、前漢前期の湖北・光化出土銅器く文献219）が初出。類似の銅器は前漢晩期の湖北（3－○

b4）や広西く3 －Ｍａ３）にあり、後漢にもつづくが、中国北半部の出土例はなく、地域色を示す。

　　　ｄ　雑器（付図３）

髪斗前漢晩期の湖南・張瑞君墓出土銅器(3 - N7)、湖南・永川出土銅器(3 - Oae)が初

認
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現のようである。前者は自名器。ともに平底で、中空の棒状把手をつけている。短柄だが、木

柄を差し込んだと推定できる（以下、Ｉ類）。前漢晩期の山東出土銅器の把手は長さ約22cm中

実の棒状把手（文献510)。柄の茎部や先端につくり出しがないのが特徴（以下、ｎ類Ａ）。

謐方燈と円燈があるか、方壇はほは前漢に限られるので割愛し、円燈とその下盤のみを取り

上げる。円慧はすでに戦国時代には類例かある。多数の透かしをあけた健（以下、内燈Ｉ類）

は、前118～104年の河北・満城漢墓Ｍ２出土銅器（第17図１）、前漢中期の山東・栄城出土陶

器（第17図２）があり、後者では盤Ｉ類の下盤が伴う。新代の江蘇・鏡江出土鉄器（第17図

３）は、透かしを底にだけあけたもの（以下、内燈ｎ類○。これらの内燈は、鍋などを温め

たのであろうが、以後は次第にすたれる。

燈燈は、前漢代には油用と、皿に針状の突起があるため蝋燭用（以下、蝋燭燈Ｉ）と推定さ

れるものとがある。それぞれに、安置するものと、持って歩くいわゆる行燈とがある。いずれ

もバラエティに富む。後漢に入るとかなりシンプルになる。本稿では、以後も出土例か多い、

油用・安置式の豆（高杯）形のものを中心に既述し、他は割愛する。

　豆形のもの（以下、豆燈）は、食膳具の豆（高杯）とは、小形で

ある点や脚が細長い点で区別する。杯部と脚部を分離したもの（以

下、遠燈）は、低目の鳶燈台をもつものや連枝燈のように高いもの

も含む。供膳具の碗や杯を燈にしている場合もあるが、確認してい

る例は少ない。

　豆燈は、前漢代には脚が極めて細長く、油皿が大きく扁平なものが

ある。脚の中程に太い節があるのも特徴である（以下、Ｉ類Ａ）。こ

の器形では蝋燭用の針があるのが主だが、針を確認できない例を油用

とみる。古いのは前n6年銘の河北・満城漢墓ＭＩ出土銅器（3－H

11）で、前漬晩期頃の山東・五蓮出土鉄器（文献:366)や内蒙古出土

陶器(3 - Rs)もある。満城漢墓ＭＩ例は皿と脚を別造りにして鋲

で固定している。Ｉ類Ａは、後漢にはＩ類Ｂに変化する。一方、前

113年の満城漢墓ＭＩ出土陶器（3 -H13)は、丈が低目で、半球状

の身に太目の足を持つ新器形（以下、ｎ類Ａ）。燈とみている。前漢

晩期の内蒙古出土陶器(3 - R7)も同類。ほぽ同形品で蝋燭用の針

をもつ例に対して、油用とみる。Ｕ類は後漢から次第に盛行する。

　遺燈は、前113年の満城漢墓出土銅器（3 -H12)。小型品では口

縁に２個の環状把手か水平に付く。遠としているか、後述する三国

時代・西晋の例からみて、燈蓋の可能性か高い（以下、Ｉ類Ａ）。

ただし連枝燈があった形跡はない。行燈内においたものか。前漢中

期とする広州漢墓出土銅器（3 －Kb9）は、半球状の皿の下に柱状

突起がっく（以下、Ｕ類）前漢末～新代の浹西・長安城出土銅器

１河北・満城M211HIi

(if 118年～104年頃文献ヨ）

２山東・栄城陶墟

(前漢中朗文献167)

(3 －Ub7)は、底の中央に中空の柱がある。温器とみて盆に分類し　　３江蘇･邪江鉄煙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,J-』･k■■■　・

ているが、後述する西晋代の類例から、中空柱に、別造りの遺燈Ｕ

類をはめこんだと推定される（以下、Ｕ類）。

　　　(新代文献194)

第17図前漢一新代の値

　１・３ １：８　２ １：１０

即
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ii　後　漢

　　　　ａ　供膳具・水器（付図１）

飲器前漢・新代からつづくのは、高足杯Ｉ類や把手付杯Ｕ類Ｂである。高足杯Ｉ類は広西・

貴港出土銅器（文献244)程度で、例は激減する。把手付杯Ｕ類Ｂは後漢に比定している広

西・鍾山出土銅器（4 -Kci)。把手付杯Ｉ類は、後漢に入ると、杯身が総じて低くなる。い

ずれも陶器で、前・中期の湖南・資興例（文献227・4-Fai)や後期の広州漢墓例（4 -Ka2)

のように、低い脚を残すものや蓋のつく例はあるが、立飾は消失する（以下、Ｉ類Ｂ）。早期

の湖南・資興例（4 -Aai)、前期と後期の広東・広州漢墓例く文献４）のように、把手か板

状になるものもある（以下、Ｉ類Ｃ）。いずれも湖南や広東など中国南半部からの出土例で、

地域色を示す。後漢前期には、広西・平楽出土銅器(4-Cai)のように高台のない丸底風が

登場。環状把手で突起をもつ（以下、Ⅲ類）。把手付杯は、中国北半部では一時すたれていた

のかもしれない。長杯・角杯の例は知らない。

　耳杯は、前漢一新代と同様に耳が半月形だが、後漢早期からは耳が上向きでなく水平になる

（以下、Ｕ類）。前期の内蒙古出土陶器（4 －Ab2）が初出で、中期の滑石製品(4 -Fb2)や

陶器（４一Gb])、晩期の銅器(4 -Lci)もほぼ同巧。後漢晩期～三国時代とする四川一開県

出土銅器（文献250)も同巧で、三国時代に降らず、後漢晩期頃と推測する。133年頃の雲南・

昭通出土銅器内には鶏骨（文献517）が残っており、盤としても使用されたことがわかる。

杯・碗・鉢杯では、新代に登場した酒堪の小型品である高台付杯ｎ類が、後漢にも盛行する

か、以後は途絶える。早期の湖北・薪春の銅器(4 -Ba2･Ba3)、133年の湖南・資興M204

墓出土陶器（文献227)、中期の湖南・大庸出土陶器(4-Fb5)、後期の広州漢墓出土銅器

（4 -Ka4)、晩期の湖南・資興出土銅器( 4 - L bs)。133年の湖南・資興出土陶器は内に陶勺

（散蓮華）が入っており、菱などにも用いられたことを示すが、小型品であり、本来は飲酒器

とみるべきであろう。

　高台付杯Ｉ類Ｂに似るが、平底（以下、平底杯Ｉ類）の陶器( 4 - Fa4)が後漢中期の湖

南・資興から出土。晩期の資興出土陶器（文献,227)も大差ない。中期の広西・合浦出土銅器

（4 －Db2）はやや開き気味である（以下、平底杯ｎ類）。新代に登場した平底杯Ⅲ類は、後漢

中期の広西・合浦出土陶器(4 -Dbi)や晩期の湖南・資興出土陶器（４一Lb4)にある。類

例は少なく、三国時代から盛行する。

　高台付碗のうち、Ｉ類は後漢に入ると、深目で高台も高めのもの（以下、１類Ｂ）も出現。

早期の湖北・宜昌出土陶器（4 -BC5)、晩期の河南・洛陽出土銅器( 4 - J a4)や広西・浦北

出土銅器(4 -Las)などである。II類は、前漢晩期・新代のＨ類Ａに比して、体部が直立気

味となる（以下、ｎ類Ｂ）。前期の広州漢墓出土銅器(4-Cb4)や内蒙古出土陶器（4－A

b6）である。中期には、湖南・資興出土陶器（4－Ｆａ７）のように、口縁下がくびれたものも

出現する（以下、ｎ類ｃ）。後述する鉢II類ｃを小さく高くしたようなものである。ただし、

以後にはつづかない。後期には、江南・南康出土銅器(4 - Kb5)のように、体部が直立気味

で浅目のもの（以下、Ｕ類Ｄ）が登場し、三国時代に展開する。晩期の広西・浦北出土銅器

如
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(4 -La7)は豆とするが、高台付碗Ⅱ類Ｄの地域色を示すのであろう（以下、11類Ｄｊ。

　丸底碗は、前漢代からある深目のＩ類が後漢にも存続する。前期の広州漢墓出土銅器（4－

Cb3)や、中期の湖南・大庸出土鉄器(4-Fb6)。平底碗は、後漢に入ると、高さが口径の

半分程のもの（以下II類）が出現する。早期の湖南・資興出土銅器（4 - Aa5)、前期の広

西・平楽出土銅器(4 -Cm)である。三国時代から盛行する平底碗ll類Ａの祖形の一つにな

ろう。

　鉢では前漢からつづく高台付鉢Ｉ類の銅器が後期の広州漢墓から出土(4 -Kae)。環耳を

もつ点は特異で、地域色か。前漢中期に登場したＵ類Ｃは、後漢早期の湖南・資興出土陶器

（4 - Aa7)があるか、以後は途絶える。前期の浙江一龍游出土銅器（4－Ｃｃ５）は、体部か開

き気味である（以下、Ⅱ類Ｄ）。後期の広州漢墓出土銅器(4 - Ka7)もほぼ同巧。陶器では、

後期の山東・謳博例（文献522)、晩期の河南・洛陽例(4 - J as)や山西・夏県例（4－Ｈｃ６）

があり、以後にもつづく。平底鉢や丸底鉢の例は知らない。

孟・鉄鉢形孟は後漢にはバラエティに富む。後漢中期の湖南・大庸出土陶器（文献108)は、

深目なのか特徴（以下、ｎ類）。早期や中期の湖南・資興出土陶器く4 －Ａａ９）は、ｎ類に蓋

を伴うもので、新しい器形の登場を示す。早期の湖北・宜昌出土陶器（文献218）は、三脚を

つけた特殊品で、前後の時期に類例がない。晩期の湖南・資興出土陶器（文献227)は高台を

伴う。

　鉄鉢形は、後漢中期の河北・鳥県出土陶器（4 -Ha4)が初出例。やや浅目で、小さな平底

である〔以下、Ｉ類〕。報告書では釜としている。体部が内弩するのは、本来は鍋的な用途を

もったことを窺わせる。

魁前漢晩期に出現した魁Ｉ類Ａは、後漢晩期まで存続する。早期の陶器(4 - Aaio)、中期

の陶器（文献216・363)、晩期の陶器( 4 - J as)がある。把手の竜頭を簡略して鍵状につく

るＩ類Ｂは、118年の広東出土陶器（文献518）が初出。中期の陶器（４一Fbio)や晩期の陶

器（文献420)もある。山東・寿光出土銅器(4-Jc7)は把手か高い（以下、Ｕ類Ｂ）。後漢

初とするが、他の銅器からみても晩期頃となる。

酒鰻　前漢晩期に登場した器種で、後漢に入ると、高台はより高くなるく以下、ｎ類）。銅器

は、早期の湖南・資興例（4 －Ａａ８）や湖北・薪春例(4 -Bae)、前期の浙江・龍游例

〔4 - CC6〕、後期の広州漢墓例（4 －Ｋａ８）、晩期の四川・綿陽例（4－Lc8）がある。以後は

すたれる。

盤・沫盤・托30c・を超える大盤で、前漢・新代から続くのはＩ類。いずれも最大40c・ほどで、

前漢一新代のような特大品はない。環耳付きの１類Ａは、早期の湖北・薪春出土銅器（4－

Bas)が最終例。環耳のないエ類Ｂは、152年の河南・洛陽出土銅器(4 - I a9)や陶器、晩期

の山西・夏県出土陶器（文献,408)で、類例は少なく、以後は途絶える。大盤ＶＡ類は、後期

の河南・洛陽出土陶器（文献519)や179年の洛陽・王当墓出土陶器(4 - Kdii)で、食器を

のせた円案であろう。

　口径か20～30c・ほどの中盤で、前漢一新代からつづくのはＩ類Ｂ、IV・Ｖ類で、出士例も比

較的多くなる。Ｉ類Ｂは、132年頃の河南・襄城出土陶器C4-Gb2)、後期の山東・済寧出土

銅器（文献161)、晩期の湖南・資興出土銅器（4 －Lb3）や江西・南康出土銅器〔4 －Kb3〕

4j
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など。三国時代初に残る。深目のものは鉢とすべきかもしれない。Ⅳ類は、いずれも陶器で、

早期の内蒙古（文献30）、中期の湖南・資興（文献227)、晩期の河南・洛陽く4 -Ja2)出土品

がある。深目のものは鉢とすべきかもしれない。三国時代につづく。前漢晩期に出現する扁平

なＶ類は、後漢とそれ以後に多くなる。後漢例はいずれも陶器で、早期の内蒙古（4 -Ab3)

や中期の広西・合浦(4 - Dbi)などから出土。後者の盤上には平底杯Ⅲ類がのっており、承

盤であったことがわかる。ただし、杯を承ける突帯はない。

　口径15c・前後の小盤は、Ｉ類Ｂとして中期の湖南・大庸出土陶器（文献168)、U類として晩

期の四川・綿陽出土銅器く4-LC2)や四川・開県出土銅器（文献250)、Ｖ類としては中期の

湖南・資興出土陶器<4-Fb3)などがある。Ｈ類の２例は、薫墟を伴出していないので、そ

の承盤ではない。後漢に入ると、Ｖ類に似るか、体部に丸味をもつものか登場する。早・中・

晩各期の湖南・資興出土陶器（４－Ａ副）などであり、平底であるのが特徴（以下、Ⅵ類Ａ）。

　托らしきものは、中盤Ｉ類Ｂにあたる132年の河南・襄城出土陶器(4-Gb2)、中盤IV類に

あたる晩期の河南・洛陽出土陶器( 4 - J 33)で、内底に近い突線がめぐる。初現例であるか、

大きさからみて杯・碗用ではなく、櫨などの下盤と推測する。

盆・鋼・洗盆は、新代に出現したｎ類の銅器が、後漢中期頃の湖北・宜M (4-FC8)から

出土しているが、以後は途絶える。

　釧は、前漢中期に登場する浅蛸ｎ類Ｂの系譜をひくものが、晩期の広西・浦北出土銅器

(4-Lag)にあるが、体部が直立気味となる（以下、II類Ｃ）。前漢からつづく深荊Ｉ類は、

後漢早・中期の青海・上孫家泰出土銅器（4 －Dc9）、中期の河南・新安出土銅器(4 -Gco)

や映西・漢中出土銅器（文献253)がある。深朝Ⅱ類は、後期の広西・南康出土銅器(4-K

b9）で、後漢晩期頃と推定する河南・業県出土銅器（4 - Mbio)もほぼ同巧。ともに三国時代

にもっづく。

　洗は前漢以来の浅洗と深洗か後漢にも存続する。口縁の立ち上がりか弱い深洗Ｉ類Ａは、後

漢早期の湖北・薪春出土銅器（4－Ｂａ７）、中期の湖南・資興出土銅器(4 -Fail)や湖南・

南岳出土銅器（文献153)、後期の江西・南康出土銅器(4 -Kbio)や広西・浦北出土銅器

(4-La12)までつづく。106年の山東・章丘出土銅器〔4 - Ga?〕や晩期の四川一開県出土銅

器（文献250）は、口縁の立ち上がりが強くなる（以下、Ｉ類Ｂ）。後者で出土した他の銅器は、

口縁下がくびれる（以下、Ｕ類）。地域色が強い。三国時代にもつづく。浅洗は、後漢に入る

と環耳はなくなり、口縁の立ち上がりかやや強くなる（以下、Ｉ類Ｂ）。早期の湖南・資興出

土銅器｛4 - Aaii)、中期の湖南・衡陽出土銅器（4－Ｄａ７）がそれ。一方、中期には、山

東・章丘出土銅器（4 －Ｇａ６）のように、口径が38cm、深さか10c・前後の大型品で、かなり浅

目のものが登場する。口縁の立ち上がりは強いのも特徴（以下、II類）。山東・章丘では同巧

の深洗II類と共伴しており、浅洗ｎ類は休盤のような用途を果たしたのではないかと推測でき

る。浅洗Ｕ類は後漢晩期頃と推測する河南・掌県出土銅器（4 -Mbii)にもあり、以後にもっ

づく。

食・豆盆Ｉ類は前漢で終わる。盆日類は後漢中期の陶器（文献30）などがあるか、例が激減

する。豆は後漢早期や中期の陶器(4-Gb3)があるが、これも極めて少ない。盆・豆ともに、

三国時代や西・東普代には一時的にすたれるのかもしれない。

む
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後漢

　　　　ｂ　貯蔵具・注器（付図５）

瓶一細頚壷前漢晩期に登場した直口瓶Ｉ類が、後漢後期の広東・広州漢墓出土銅器（5－Ｋ

ａｌ）にある。この時期の広東では同巧の陶器もある。西晋までつづく。

　細瀬壷は、反［］のＩ類が67年の江蘇・邪江出土陶器〔5 -Bbi)にある。球胴に近いのが特

徴（以下、エ類Ｃ）。中期の河北・姦県出土陶器（文献:345)もほぽ同巧。前漢中期に出現した

盤口の細頚壷Ⅲ類Ａは67年の江蘇・和江例(5 -Bb2)に残る。

壷・提梁壷・鈷　長胴壷は好例がない。球胴壷は球胴のＩ類と下肥れのＵ類がある。Ｉ類は、

中期の山西及び山東出土陶器( 5 - Hb2・ ld3）のように口録かはっきり盤口となる（以下、

Ｉ類Ｃ）。中期の広西一合浦出土陶器(5 -Dbi)や湖南・大庸出土銅器(5 -Fbi)、晩期の

江西・南康出土銅器（5 -Kb3)などで、銅は算盤球状で、高台が特に高い（以下、Ｉ類Ｄ）。

中国南半部の地域色を示そう。ほぼ同巧の四川・開県出土銅器（5 -Maj)や河南・常県出土

銅器（5 -Mb2)は、後漢晩期～三国時代とするか、他の伴出した容器からみて、後漢晩期が

妥当と考える。後者は中国南半部からの影響と理解できよう。いずれも陶器だが、中期の河

南・新安例（5－Gc1）や山西・朔県例（文献363)、晩期の山東・済寧例( 5 - I d2)や河

南・洛陽例（5－Ja2）は、直口長瀬で高台か特に高い（以下、Ｉ類助。中国北半部の地域

色か。ｎ類は67年の江蘇・邪江出土陶器( 5 - Bbi)、中期の湖南一大庸出土励陶(5 - Fb2)。

　提梁壷は、中国南半部の出土例だけである。球胴壷か湖南・薪春出土銅器（5－Ｂａ３）や後

期の広東・広州漢墓出土銅器〔5 -Ka2)、晩期の四川・綿陽や広西・浦北出土銅器(5-L

ｃｌ・Ｌａ２）に残るが、三国時代にはすたれる。

　剱は、下肥れのｎ類の系統が晩期の四川・開県出土銅器（文献250)などがある程度で、激

減する。ただし、三国時代以降にも細々と残る。

唾壷後漢に出現する新器種で、三国時代から盛行する。胴は下肥れ、瀬は短く、口か大きい

のか特徴。152年の河南・洛陽出土陶器（5－la4）が初出例。瀬が極めて短いのが特徴（以

下、Ｉ類）。唾壷の祖形は球胴壷II類であり、中期の球胴壷ｌ類とした湖南・大庸出土軸陶

(5-Fb2)は唾壷かもしれない。

纏・雙・場縁は、前漢にあった短胴縁、長胴鍍、大口縁が後漢にもっづく。いずれも陶器。

短胴鑓のうち、肩の張るＩ類は晩期の湖北・宜昌例（5－Lc5）など、球形胴のⅡ類は前期の

内蒙古例（文献30）や湖北・宜昌例（文献218)、中期の広西・合浦例（文献185)など、胴が

下肥れのⅢ類は広西・合浦例{5 - Dbs)。Ⅲ類の類例は少ないが、以後にも残る。

　長胴縁も陶器。このうち、肩の張りが強く、丈の長い児は、105年の湖南・南岳例（５－Ｅ

ａ､）から、晩期の河南・洛陽例（5－la5）や江西・南康例(5 -Kb5)まで、中国全土で後

漢を通じて普及する。以後にもっづく。最大径が胴中位にある長胴繊Ｕ類は、67年例(5 -B

b5）などかある。大口耀も中・晩期例があり、以後にもっづく。

　垠は、いずれも陶器で、前期の内蒙古例（5 －Abl）や152年銘のある河南・洛陽例〔５一

l al〕などがある。最大径が下端にある平底で、より安定感のあるものになる（以下、Ｉ類Ｂ）。

後者は墨書かあり、当時は「瓶」と呼ぱれ、神薬をいれたことかわかる。以後にはつづかない。

注器（礁壷・水注・虎子）錐壷は前漢中・晩期の伝統をひくⅢ・Ⅳ類が残る。Ⅲ類は、後

お
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漢早期の湖南・資興出土銅器（5 -Aa2)で、以後は途絶える。IV類は、中期の湖南・南岳出

土銅器C 5 - Ec3)、湖南・衡陽出土銅器(5 - Da2)、湖南・大庸出土銅器(5 -Fb3)、晩

期の江西・南康出土銅器(5 -Kb4)がある。中期の湖南・大庸出土陶器（文献168)や、

中・晩期の湖南・資興出土陶器く5－Lb3）もこの類。

　なお、133年頃の雲南一昭陽出土銅器（文献.517)や、175年の山西・離石出土銅器(5-J

b3）は、大きくみれぱ他壷IV類だが、胴部に鍔をもったり、注口と把手が同方向であるなど中

国辺境部の特殊性で示す（以下、Ｖ類）。

　水注は、饒壷を簡略化したＩ類が、中期頃の湖南・衡陽出土陶器（5－Ｄａ３）や湖南・南岳

出土陶器（5 －Ｅｃ４）にある。中期の湖南・資興出土陶器(5-Fa4)は注口だけで、把手の

つかない新器形〔以下、II類Ａ〕。初出例である。晩期の湖南・資興出土陶器（5－Lb4）も

同様だが、三脚がつく（以下、II類Ｂ）。

　虎子は、尿瓶とみているか、日本ではこの系列の平瓶を注器と考えており、ここで少し触れ

ておく。虎子の初現例は、戦国期（文献.359)の虎形品だが、出土例が幾分か増えるのは後漢

中期の湖南・資興出土陶器（第20図１）あたりからである。資興例は、球状の平底の器に大き

めの口をつけたもので把手はない（以下、Ｉ類Ａ）。高さ18.2crl。同様だが、96年の広東・仏山

出土陶器〔文献520〕はやや口が小さく温壷と呼んでいる。高さ13cm。三国時代につづく。

　前漢・新代に登場した特殊な陶器で、おひつとして使用した広口繰は中期の湖南・資興例

（文献227)、その類品で［］録を二重にしたもの（以下、二重口縁娠）が中・晩期の湖南・資興

例(5 - Aa､）にあり、穀物をいれた倉は中期(5 -Gcs)、後・晩期（文献253・336)にも存

続する。いずれも細々と以後にも出土する。三国時代にもつづく。

　　　　ｃ　煮沸具（付図６）

鍋・片手鍋・三脚鍋鍋は、前漢晩期・新代からの浅い半球状のＩ類Ｄ、深目で口縁下がくぴ

れるＵ類、方形把手をつけたⅢ類が残る。Ｉ類Ｄは中期の河南一新安出土銅器(6 -Gcj)や

晩期の河南・洛陽出土銅器〔6－Jal〕。晩期と推定する河南・掌県出土銅器（6 -Mbi)は体

部が内弩気味で、口縁の立ち上がりも大きくなる（以下、Ｉ類Ｅ）。Ｉ類は以後にもっづく。

II類は、新代からはじまるｎ類Ｂが、105年の湖南・南岳出土鉄器（文献153)や中期頃の湖

南・衡陽出土鉄器〔文献149)に残る。新器形は、133年の湖南・資興出土銅器(6 -Eb2)、

中期の湖南・大庸出土鉄器(6 -Fbi)及び湖南・資興出土陶器(6 -Fas)、晩期の四川・同

県出土銅器（6 －Ｍａ３）、広州漢墓出土銅器（6－Ｋａ３）、江西・南康出土陶器(6-Kb2)、広

西・浦北出土銅器(6 -Lai)などで、口縁の立ち上がりか大きく、しかも口端で再び立ち上

がる特徴をもつ（以下、Ｕ類Ｃ）。若干のバラエティかあるが、いずれも中国南半部の地域色

を示す。広州漢墓例(6 - Kas)は中に甑が入っており、釜の機能も果たしていたことか知れ

る。これは鉄架上に置いていた。Ｕ類Ｂ・Ｃは以後にもつづく。Ⅲ類では、浅目のＩ類Ｄが、

早期の湖北・祓春出土銅器{6 -Bai・Ba2)、中期の湖南・資興出土陶器(6 -Fai)に残

る。丸底と、高台を伴うものとかある。中期の湖南・資興出土陶器（文献227)や湖南・南岳

出土陶器(6 -Ecl)は、平底の扁平なもの（以下、Ｉ類Ｅ）。晩期の広州漢墓出土銅器

(6 -Kai)や四川・同県出土銅器（6 -Mai)は、前漢晩期のⅢ類Ｂとほぽ同巧である。これ

召
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らのｍ類は、地域色の強いものと推測する。以後はⅢ類Ｂのみ残る。

　片手鍋Ｉ類の系統をひくものに、晩期の四川一綿陽出土銅器（文献.387)や四川一開県出土

銅器（６ －Ｍａ､）がある。樹斗の可能性もあるが、把手か口縁でなく胴部にっくことや、綿陽

例のように環状把手ももつ点で、鍋とした。三国時代には片手鍋はすたれてしまう。

　三脚鍋は後漢になると平底から丸底になる。口縁下がややくびれるのも特徴（以下、Ｕ類）。

すべて陶器である。132年頃の河南・襄城例（6－Gb4）が初現。152年の河南・洛陽例（文献

265)、晩期の河南・洛陽例( 6 - J 34)も同巧。三国時代にも残る。なお、類似した器形で浅

目のものは、なかに炭の入っていた例もあり、健として後に触れる。

整　前漢からのｎ・Ⅲ類が残る。いずれも銅器で、ｎ・皿類は前期や中期の湖北・宜昌例

(6 -Bc3・FC3)、Ⅲ類は晩期の四川・開県出土例（6 －Ｍａ２）などである。Ⅲ類は西晋にも

中国南半部では残る。

釜・三脚釜釜は、球胴釜II類Ｂ、長胴釜Ｉ類ＢとⅡ類Ｂ及びⅢ類が残る。球胴釜II類Ｂは、

106年頃の山東・章丘出土銅器（6 - Ga2)、晩期の河南・洛陽出土銅器(6-Ja2)など。長

胴釜Ｉ類Ｂは晩期頃の院西・漢中出土銅器( 6 - I b3)や四川・開県出土銅器（6 -Mas)、

I】類Ｂは早期の湖北・薪春出土銅器（6 -Ba4)、晩期の四川・綿陽出土銅器（6－lc2）Ⅲ

類は早・中期の青海・上孫家塞出土銅器（文献26）、晩期の河南・常県出土銅器（6 －Mb3）

などである。長胴釜Ｉ類Ｂを除いて、他は以後も残る。

　三脚釜は、67年の江蘇・邪江出土銅器(6-Bb5)や晩期と推定する山東・寿光出土銅器

( 6 - J C3)がある。新代のものと大差ない。以後は途絶える。

甑前漢からのｌ類Ｃ・Ｄが残る。ｎ類Ｃは晩期の河南・洛陽出土銅器（６－Ｊａ２）、ｎ類Ｄ

は早期の湖北・薪春出土銅器(6 - Ba4)、晩期と推定する河南・零県出土銅器（6 －Mb2）

である。晩期と推定する四川・開県出土銅器（6 －Ｍａ５）は丈が高く、底に小円孔を穿つなど、

地域色を示すく以下、Ⅲ類）。中期の湖密・大庸出土陶器（文献168)もほぼ同巧。中期の湖

南・資興出土陶器(6-Fas)は円筒形で、底に小円孔を穿つ（以下、IV類）。後期の広州漢

墓出土銅器（6 -Kas)も同巧。これらも中国南半部の地域色といえる。

鼎・鎧　鼎は有蓋鼎Ｕ類のみが残る。銅器は早期の湖北例（6 －Ｂａ６）、後期の広州漢墓例

(6-Ka4)、陶器は中期の湖北・宜昌例（6 －Ｆｃ６）などであるが、例は激減する。以後はす

たれるか、東晋代にはミニチュア（水滴か）が、北斉一隋代には鼎形櫨として登場する。

　麹は中国北半部で存続。秦～前漢の１１類Ａの系統をひくのは、後漢晩期の河南・翠県出土

銅器（6 -Mb4)、肩が張り、丈も低めとなる（以下、Ｉ類Ｂ）。以後にもつづく。後漢初とみ

る内蒙古出土鉄器（6 －Ａｃｌ）は肩が張り、口録が立ち上がる初出例（以下、Ⅲ類）。北斉に

類例かある。Ｕ類は、後漢代の格好の例をしらないか、北周に類例かある。

倫尊・温酒樽　錐尊は、中国南半部では、一漢からのⅡ・Ⅲ類が出土。Ｕ類はいずれも陶器

だが、96年の広東・仏山例〔文献520〕、晩期の広東一封開例（文献;473)などかある。Ｕ類に

棒状把手をつけたⅢ類は、早期の湖北・載春出土銅器（6 －Ｂａ７）や湖南・資興出土陶器

（6 －Ａａ２）、中期頃の広西・合浦出土陶器（6 －Db､）、晩期の広東・広州漢墓出土銅器（文献

４）などがある。以後は途絶える。中国北半部の出土例は知らないか、２世紀後半頃とみる山

東・諸城の画像石（第３図４）には、宴席に、既述した温酒樽と、鐘尊らしき器が１対で描

必
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かれており、存在していた可能性か高い。この資料では、二器とも中に勺をいれ、三脚盤でう

けている。温酒樽と対になる鐙尊は境などを温めたのであろう。

　温酒樽（鋼製）は前漢代のＩ・ｎ類が存続する。Ｉ類は48年の河北一郁耶例（文献,521)、中

期頃の広西・合浦例（6－Md5）、晩期の広州漢墓例（文献４）など。II類は晩期の広州漢墓

例(e-Kas)など。三脚盤を伴うのが基本。以後は途絶える。

礁斗後漢に入って登場する新器種で、浅い三脚鍋に長い把手を１本つけたもの。67年の江

蘇・邪江出土鉄器( 6 - Ccs)が初現例のようである。口縁が斜めに大きく立ち上がるのが特

徴（以下、Ｉ類Ａ）。把手が龍頭形でなく棒状なのも特徴。三国時代初にも残る。饒斗は三国

時代から盛行し、把手も龍頭形が主流となる。

　　ｄ　雑器（付図６）

劈斗いずれも銅器。前漢晩期に登場するｎ類Ａは、67年の江蘇例{6 -Bbs)。

東・章丘例（6 - Ga5)、晩期の河南・優師例（6 -MC7)や河

南・掌県例（6 －Mb6）は柄の基部に補強の突起をつくるもの

（以下、Ｕ類Ｂ）。晩期の河南・洛陽例(6 - J ae)は柄が龍頭形に

なる（以下、Ⅲ類）。106年頃の山東一章丘例(6 - Gae)は、柄が

龍頭形で、基部にも補強のための突帯をつけた初出例（以下、Ⅳ　１

類）。同巧品は、晩期と推定する山東・寿光例(6- J C7)。n～IV

類とも以後につづく。

傭円櫨のうち透かしのある内櫨は、67年の江蘇・邪江出土陶器

106年頃の山

江蘇・邪江出土陶煉

(後漢67年文献339)

噪で

（第18図１）が最終例。この下盤は三脚盤。同巧品は中期の湖南。　２票なり?S興Sftt227)

資興出土陶器（第18図２）。晩期の洛陽出土鉄器（第18図３）は環

耳をもつ。これらも下盤であろう。後漢晩期の内蒙古出土陶器

（第18図４）は、口縁が外反するが、底が脚に沿ってわかれるもの

である。健本体であろう（以下、櫨工類）。晩期と推定する山束・

寿光出土銅器{ 6 - J C5)は、同時代の三脚鍋に似るが浅目であり、

三国時代から盛行する初出現になる（以下、燧Ⅱ類Ａ）。

燈　豆燈のエ類は、後漢早期の安徽・定遠出土陶器（6－Ad3）

のように、脚が太く、皿は小さくなる（以下、工類Ｂ）。Ⅱ類の系

譜をひくものは、晩期の内蒙古出土陶器（6－lc8）に残る。中期

には、ｎ類の豆燈と下盤を一体に作ったもの（以下、Ⅲ類）が湖

南・大庸出土陶器（6－Fb7）などにある。他方、後漢に入ると、

３河南・洛陽出土鉄墟

　　(後漢晩期文献267)

Ｕ類の脚部か高くなったものが登場する。晩期の内蒙古出土陶器　　‾･に

（6 －Ｋａ６）など。杯口縁が外反し、脚部が裾で大きく開くのが特　、

　　　　　　　　　　　　　　　　ｙＴ

徴（以下、IV類Ａ）。羞燈は、晩期の洛陽出土鉄器{ 6 - J a9)で　とj4内蒙古出土陶嘘

ある。口径約7c・で、外底に柱状突起かある。遣燈台は不明だが、

ｎ類か次述するⅣ類になろう。lv類は、晩期の四川一綿陽出土陶

器（６－Ｌ・）。脚は柱状で高くなる。

妬

　(後漢晩期文猷30)

第18図後漢の雄

　　　１・４　１：８

　　　２・３　１：６
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１

　三国時代から隋代における変遷

　三国時代～五胡十六国時代・束晋

ａ　供膳具・水器（付図４）

ｆ
ｌ 三国時代～東晋

飲器　高足杯Ｉ類は三国時代とする河南・洛陽出土玉器（文献47）がある。北燕415年の遼

寧・馮素沸墓出土ガラス製品（４－Ｘ２）は脚部の破片で詳細不明。馮素沸墓からは角杯状の

ガラス製品（４－Ｘ９）も出土。注器とするが角杯の一種であろう。

　把手付杯Ｉ類Ｂは、西晋の287年の浙江・常山出土陶器（文献110)に残るが、稀な例。以後

はすたれる。把手付杯Ⅲは、前涼(301～376年）とみる新彊出土木製品( 4 - S ci)、唇音273

年の湖北・老河口出土陶器（文献184)にあるか、類例は乏しい。

　新器形は、北燕415年の馮素沸墓出土ガラス器（４－ＸＩ）。丸底風の丈が高い杯で、口縁か

わずかに反る（以下、筒状杯nm)。類例は東晋322年頃の南京・象山Ｍ７出土ガラス器（文献

314)。これに高足をつけたものが、北魏５世紀後半に入ると登場するようになる。

　耳杯は、漢代と異なって、口縁が長軸方向で反るようになる（以下、Ⅲ類）。三国時代晩期

の江蘇・南京出土銅器（4 －Obl）、西晋晩期の河南・洛陽出土陶器（文献447)、束晋早期の

南京出土銅器や甕器（4 -Uci)、東晋367年の南京・象山Ｍ８出土測器（4－ｖdl）、東晋

中・晩期の江蘇・江寧出土測器（文献189)などである。三国時代末の南京出土陶耳杯は、陶

盤上に２個置かれ、その１個に陶勺（散蓮華）が入っていた（文献325)。だか、耳杯が舟形に

反ることは、盤兼用から、飲酒専用になったことを示そう。

　曲長杯は、新彊の壁画（第８図１）でみると、五胡十六国時代の４世紀（前秦・後涼）に出

現しているが、出土品は知られていないようである。壁画では両手でもっており、かなり大き

いことかわかる。

杯・碗・鉢杯は、後漢には類例の少なかった浅目の平底杯Ⅲ類が盛行する。ほとんどか姿器

で、代表例をあげる。三国時代249年の安徽・朱然墓例(4 -Nb4)、西晋288年の安徽・和県

例(4 -Pb])、294年の江蘇・句容例（4－Q2）、299年の浙江・奉化例（文献204)、東晋322

年頃の南京・象山Ｍ７墓例（文献314)、前燕４世紀前半頃の遼寧・朝陽動陶例（4 －Tb2）な

どである。東晋335年頃の湖南・長沙例（文献206)や前燕４世紀前半頃の朝陽出土例（4－T

b3）は、体部が直立気味となり、高台がっく（以下、高台付杯ll類）。東晋早期の南京・富貴

山出土銀器（4 -UC3)、357年の南京・呂家山出土測器(4-Vb4)、東晋代の江蘇・揚州出

土銅器（4 －ｖf5）、北燕415年の遼寧・馮素沸墓出土鍍金銅器（４－Ｘ５）もほぽ同巧。馮素沸

例は、後述するように、鍍金銅製提梁壷と一組で、温めた酒を杯で飲んだと考えている。平底

杯Ⅲ類から高台付杯Ⅲ類への変化は、４世紀前半頃といえよう。

　東音357年の南京・呂家山出土姿器（4 －ｖb3）は、体部が丸味をもつ高めの新器形である

が、高さが口径の半分に達しない（以下、高台付杯Ⅳ類Ａ）。東晋晩期の江蘇・鎮江出土測器

（4 －Ｗａ４）もほぽ同巧。南北朝に盛行することになる。

　碗のうち、高台付碗はＩ・Ⅱ類の系統か存続する。Ｉ類は、北燕415年の遼寧・馮素沸墓出

47
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土ガラス器(4-X7)などで、後漢晩期のＩ類Ｂに比して浅目となる（以下、Ｉ類Ｃ）。ll類

は、三国時代末頃の南京出土銅器（4－Ob3）で、後漢後期のII類Ｄとほぼ同巧。三国時代末

頃の他の南京出土銅器C4 -Ob4)は口縁か外折する。洗とみているが、他に洗とすべきもの

が伴出しており、碗11類の変種とみる（以下、Ｕ類Ｅ）。東晋早期の広州出土銅器（4 －Ud6）

も同巧。ただし、以後にはつづかない。西晋294年の江蘇・句容出土甕器(4-Q3)、東晋初

の江西・南昌出土姿器( 4 - S as)、335年頃の湖南・長沙出土姿器(4 -Ua5)、350年の南

京・温嬌墓出土姿器（文献.463)、357年の南京・呂家山出土姿器(4 - Vbe)は、高台付杯Ⅲ

類大きくしたもの（以下、高台付碗Ⅲ類）。一方、東晋晩期には、体部が内弩気味で、深目の

高台付碗が出現する。既述した杯Ⅳ類と対応するものである（以下、高台付碗IV類Ａ）。東晋

晩期の江蘇・鎮江出土姿器（4 -Waa)で、南北朝から盛行する。銅器は東晋340年代の南

京・興之夫婦墓出土品(4 - Ubi)。これには外被せの蓋が伴う。

　丸底碗は、浅目のｌ類の系統か東晋晩期頃の南京・富貴山出土姿器（4 －Wb6）にある程度。

平底碗は、杯Ⅲ類とほぽ同形だが、杯Ⅲ類が口径10c・前後で、これより大きく口径15c・前後の

ものが各所で伴出していることから碗とする（以下、Ⅲ類）。いずれも姿器で、代表例をあげ

る。三国時代238年頃の江西・南昌例（4 －Ｎａ５）、261年の湖北・郡州例（文献180)、297年の

江蘇・揚州例（文献230）、298年の江蘇・衝県例（文献86）、東晋初の江西・南昌出土例（4－

Sa4)、東晋早期の南京・富貴山例（文献188)、357年の南京例（文献443)など。以後は高台

付碗Ⅲ類に主流か移ることになる。三国時代初の江西・南昌出土銅器（文献108)や西晋晩期

と推定する南京出土銅器（文献282)は、平底碗ｎ類のようだが、長い銅勺（散蓮華）が入っ

ており、羞あるいは五穀を食したと推定できる。前涼(301～376年）とみる新彊出土木製品

〔文献441)は平底碗Ⅲ類であり、これには鼓形の木製器台が伴出。

　鉢のうち高台付鉢は、後漢晩期に登場するＵ類Ｄの系統か、三国時代末の南京出土銅器

（4 －Ob5）、東晋早期頃の江西・南昌出土銅器( 4 " S ae)にあり、口縁での外反が強めにな

る｛以下、Ｕ類Ｅ｝。東晋４世紀前半の江蘇・宜興出土銅器( 4 - S b7)は［］縁が外折する

（以下、ｎ類Ｆ）。蓋を伴う。銅鏡など入れていたか、本来は鉢であったと推測する。平底鉢の

主流になるのは、碗Ⅲ類を大きくしたようなもので、丸味をもった体部がほぽ直に立ち上がる

のが特徴である〔以下、Ⅲ類〕。ほとんどか甕器である。三国時代238年頃の江西・南昌例

（4 －Ｎａ６）、西晋297年の江蘇・揚州例（文献230)、298年の浙江・衡県例（文献86）、東晋早

期の南京・富貴山例く4 -UC7)などがある。西#294年の江蘇・句容例{4 - Q4)は高台付

となる（以下、高台付鉢II類）。

　西晋晩期には、平底で、体部がやや内湾した小型品が出現する（以下、IV類）。いずれも姿

器だが、体部に醤斑を施すものかあり、ガラス器の模倣と推測する。西晋316年の広州出土例

（文献62）が初現で、東晋初頃の江西・南昌例{4 -Sas)、東晋早期の南京・富貴山例（4－

Ucio)、東晋晩期の江蘇・揚州例（4 -Wbii)などがある。

　丸底鉢の好例はないが、球胴で大口のガラス器がある。東晋早期の南京・富貴山例（４－Ｕ

�と北燕415年の遼寧・馮素沸墓例（4 －ｘlo）。南京例は口縁が外反するもの。耀と報告し

ているが、口径8.5cm、高さ7.8cmと小型であり、特殊な丸底鉢（以下、Ⅳ類Ａ）として扱う。

同巧品は、他の南京の東晋早期墓（文献317・454)からも出土している。馮素沸墓例は鉢と報

招
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告。口径9.5・、高さ8.7c・。口縁か肥厚し、わずかに外反する（以下、IV類Ｂ）。

鉄鉢形・Ｚ鉄鉢形は後漢中期に登場したＩ類がっづく。西晋288年の安謙一和県出土銅器

（4－Pb5）、294年の江蘇・句容出土姿器（文献90）、東晋335年頃の湖南・長沙出土姿器

(4 - Uaa)、後燕395年の遼寧・朝陽出土陶器（文献523)などである。いずれも蓋は伴わない

ようである。

　孟は、後漢早期に登場した11類が存続する。西晋299年の江蘇・揚州出土甕器（文献230)、

東暦353年の浙江・黄岩出土姿器（文献213)などである。265年の南京・幕府山出土陶器（文

献;479)や西晋285年の南京出土姿器（文献154)は高台がっく。前者は蓋が伴い、後者はミニ

チュアなから、なかには姿勺（散蓮華）が入っていた。

魁三国時代の例は知らない。五胡十六国時代や東晋には、後漢晩期に登場するＵ類Ｂがつづ

き、Ｕ類Ａも登場する。銅器でみると、Ｕ類Ａは前燕４世紀前半の遼寧・朝陽例（4 －Tb9）、

後燕395年の遼寧・朝陽例（文献523)、北燕415年の遼寧・馮素沸墓例（文献316)、n類Ｂは前

燕324年の遼寧・錦州例（文献,414)である。東晋350年の南京・温嶋墓出土盗器（4 -Va7>

や東晋晩期の江蘇・鎮江出土陶器（4 -Wa12)はｎ類Ｂで、後者には中に陶勺（散蓮華）が入

っていた。葵あるいは粥を食したことを推測させる。

盤・托・有脚盤（硯）漢代のような大盤はなく、中盤や小盤が主となる。中盤のｎ類は三国

時代晩期の江蘇・南京出土銅器（文献461)が最終例。Ｖ類Ａは後漢から盛行し、三国時代以

降も主流を占める。代表例をあげると、三国時代晩期の江蘇・南京出土銅器（4－Ob2）、西

晋297年の江蘇・揚州出土陶器（文献230)、東晋350年の南京・温鴫墓出土ｌ器（文献463)、

東晋晩期頃の江蘇・揚州出土姿器（4 -WC3)などがある。三国時代晩期の南京出土中盤Ｖ類

Ａは、銅耳杯２個を置いた承盤だが、盤の内底に突帯はない。

　小盤のＩ類Ｂ種は、257年頃の甘粛・嘉谷関出土鋼器(4 - Nci)が最終例。 IV類は三国時

代の甘粛・酒泉出土銅器（4 －Nd2）が最終例。Ｖ類は三国時代249年の安徽・朱然墓出土甕

器（4 －Nb2）、唇晋305年の江蘇・南京出土甕器（文献462)など。Ⅵ類Ａは、東晋初の広

東・和平出土姿器（文献195)、350年の南京・温嬌墓出土姿器（文献;463)。Ｖ・Ⅵ類とも南北

朝につづく。

　托と判明するのは、北燕415年の遼寧・馮素沸墓出土鍍金銅器（４－Ｘ５）で、鍍金銅製の高

台付杯Ⅲ類が組む。小盤Ｖ類の内底に低い突線をめぐらせて銅杯高台の承けとしている（以下、

托Ｉ類）。この種の托は、東晋早期の南京・司家山出土姿小盤Ｖ類（4 -UC2)、東晋367年の

叶紆兄
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南京・呂家山出土陶小盤Ｖ類(4 - Vb2)にある。

　前者では姿耳杯１個(4 - Uci)が実際にのっており、後者では伴出した高台付の姿杯Ⅲ類

かⅣ類Ａをのせた可能性かある。托の承けが高くなるのは、南北朝からである。

　有脚盤は、すでに戦国期にあり、漢代では墟や温酒樽の下盤としても用いられた。束晋の江

蘇・鎮江出土銅器（第19図３）や江西・南昌出土銅器く第19図４）は、蓋を伴い、下盤ではな

い。前者は硯、後者は三足器とする。同巧品で古いのは298年の浙江・碕県出土銅器（文献86）。

陶器では、西晋例（第19図１）や東晋357年例（第19図２）があり、ともに硯とする。底が平

坦であるのが特徴（以下、Ｉ類Ａ）。西晋294年の江蘇・句容出土姿器（第19図５）は口緑に蓋

受けの段をつける〔以下、Ｉ類Ｂ〕。西一束晋には例が多く、東晋早期頃の南京・仙鶴観出土

銅器（第19図６）や晩期頃の江蘇一江寧出土姿器（文献189)もほぽ同巧。一方、束晋357年の

江蘇・鎖江出土姿器（第19図７）は底が中高となる（以下、Ｕ類Ｂ）。Ｕ類Ｂは大方か認める

ように硯であろうが、Ｉ類は、硯と断定するに若干の問題もある。というのは、韓国でＩ類Ｂ

系統を食膳具と考えているからである。

銅・洗　鍋は浅蛸と深釧が存続するが、環耳をもつ例はなくなる。浅銅Ｉ類は三国時代294

年の安徽・朱然墓出土陶器（4 －Nb7）、西晋305年の南京出土陶器（4－Rb6）などである。

深絹は前漢と大差ないＩ類が、西晋302年頃の河南・洛陽出土陶器（文献211)や北燕415年の

遼寧・馮素沸墓出土銅器（文献316)にある。馮素沸墓例は、釜・甑とー組で、いずれも明器

である。漢代では釜・甑・盆が組であったか、この時代には盆が消失し、姻がその機能も果た

したことになる。

　洗は、深洗Ｉ類Ａが残るとともに、深洗Ｉ類Ｂやｎ類と、浅洗II類とが一組として存続する。

ともに西晋初頃までは環耳か残るが、以後は消失する。底に双魚文や吉祥句を飾る例も多い。

深洗１類Ａは三国時代294年の安徽・朱然墓出土姿器（4－Nb8）、深洗Ｉ類Ｂは三国時代晩期

の湖北・宜昌出土銅器（４ －Ｏｂ７）、ｎ類は三国時代晩期の湖北・宜昌出土銅器（4 -OC9)な

どである。東晋335年頃の湖南・長沙出土甕器(4 -Ua12)は、Ｉ類Ｂに似るが、外縁の外折

が弱い（以下、Ｉ類Ｃ）。浅洗Ｕ類は、銅器の例が多く、上述した三国時代245年の浙江・南陵

例（文献117)、三国時代晩期の南京例(4-Ob6)や湖北・宜昌例（4 －Oc8）、西晋273年の

湖北・老河口例(4 - P a?)、298年の浙江・衝県例（文献86）、東晋早期頃の江西・南昌例

(4 -Saio)や南京・富貴山例（4 -Ucii)、北燕415年の遼寧・馮素沸例（文献.316)などか

ある。

　他に三国時代に入ると、菓子などをいれた果盆と呼んでいる方形や円形の盤状の器が登場し

てくる。三国時代238年頃の江西・高栄墓出土方形漆器（文献100)、249年の安徽・朱然墓出土

円形漆器（文献356）が古い例で、以後、次第に陶・姿器の出土例が増加する。

　　　ｂ　貯蔵具・注器（付図５）

扁壷・瓶扁壷は後漢の良好資料かないが、西晋295年の江蘇一呉県出土測器（文献475)やこ

れと同巧の南京出土甕器(5 -Pci)は、肩が張って高い高台がつく新器形（以下、Ⅳ類）。

297年の江蘇・宜興出土甕器（文献212)や東晋335年頃の湖南・長沙出土測器(5 - Uai)や

350年の南京・温嬌墓出土姿器〔5-Vai〕は方形を呈する新器形（以下、Ｖ類）。Ｖ類は中国
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南半部の地域色か。以後にはっづかない。

　瓶は、前漢晩期以来の長口瓶Ｉ類が、三国時代初の江西・南昌出土銅器(5 -Oai)や西晋

晩期の河南・洛陽出土陶器（5 －Rcl）に残るが、以後はすたれる。南北朝以降は反口瓶が主

流になる。

壷・細類壷・提梁壷　細類壷は、盤口のⅢ類が三国時代238年頃の江西・高栄墓出土測器

く5 -Nai)に残る。やや胴長で肩が張る（以下、Ⅲ類Ｂ）前燕４世紀前半の遼寧・朝陽出土

陶器（5 -Tci)は、口縁か外反する細顛壷エ類だが、口縁が肥厚して玉縁状になるのが特徴

（以下、Ｉ類Ｄ）。Ｉ類Ｄは北魏に存続する。

　球胴壷は、前漢の伝統をひくｎ類Ｂが、西晋代とみる甘粛・敦煌出土銅器（５－ｏ仙）にあ

るか、稀な例。三国時代からは、口縁端が立ち上がったいわゆる盤口の球胴壷が出現する（以

下、Ⅲ類）。いずれも姿器で、代表例をあげると、三国時代249年の安徽・朱然墓例(5-Nb2)、

三国時代晩期の南京・長雨例(5 -Ob2)、西晋288年の安徽・和県例（５－Ｐｂ以294年の安

徽・句容例( 5 - Q2)、東晋早期の南京・富貴山例（5－Ｕｃ２）、東晋晩期の江蘇・鎮江例

（5 -Wa2)など。まだ口縁の立ち上がりは弱い（以下、Ⅲ類Ａ）。南北朝以降も残る。

　長胴壷は、漢代の伝統をひくＵ類Ａが、前燕324年の遼寧・錦州出土陶器(5 -Ta2)や同

じ頃の遼寧一朝陽出土陶器（文献;431)にある。三国時代に入ると、盤口のものが登場してく

る。ほとんどは測器であり、代表例をあげる。西晋298年の浙江・衝県例（文献86）、東晋早期

の南京・富貴山例(5 - Uc3)、372年頃の南京・象山例( 5 - Vd2)。いずれもやや肩が張る

が、胴部の丈がそれ程高くないのが特徴（以下、Ⅲ類Ａ）。南北朝にもっづく。一方、東晋

407・416年の南京・司家山例（文献444)、東晋晩期の江蘇・鎮江例（5 -Was)は、胴部が長

くなる（以下、Ⅲ類Ｂ）。これも南北朝につづく。

　提梁壷は、例が極めて少なく、北燕415年の遼寧・馮素沸墓出土鍍金銅器（５－ＸＩ）ぐらい

である。球胴の丸底で、口縁か大きく開く新器形である。鍍金銅杯・托と一組で、酒を温めた

とみている。

唾壷後漢晩期に出現した定型的な唾壷１類は、三国時代238年頃の江西・南昌高栄墓出土銀

器（文献100)、三国時代晩期の南京出土姿器( 5 - Ob4)、西晋288年の安徽・和県出土姿器

〔5 - Pb4)まで残る。西晋294年の江蘇・句容出土測器(5 - Q4)、299年の泰江・奉化出土

姿器（文献204）は、類が長めとなるが、まだ［］縁端の立ち上がり（盤口）がそれ程高くない

（以下、ｎ類Ａ）。東晋323年の江蘇・宜興出土測器（5－Sb3）は、類が長目で、しかも口緑

端の立ち上がりも高くなる（以下、ｎ類Ｂ）。以後は、ｎ類Ｂが主となる。ｕ類Ｂの銅器は東

晋晩期頃の江蘇・江寧例(5 - Ve4)。測器は多く、東晋366年の浙江・奉化例（文献204)、東

晋早期の南京・富貴山例（5 -UC4)、350年の南京・温嬌例（文献,463)、367年の南京・象山

例（文献442)、や江蘇・南京例(5 -Wb4)などかある。南京・富貴山例には、中央に小孔を

穿った漏斗状の落とし蓋が伴う。

謐・支縫は短胴確ｎ・Ｉ類、長胴鏝ｕ類などか存続する。すべて姿器か陶器。短胴鑓のうち、

肩の張るＩ類は三国時代晩期頃の南京・長尚例（文献;461)や西晋288年の安徽・和県例（文献

115)で、以後も残る。球胴のｎ類は、バラエティかあるか、三国時代249年の安徽・朱然墓例

（5－Nb5）、三国時代晩期頃の南京・長同例（文献.461)、西晋293年の湖北・老河口例（５－
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Pa5）、前燕４世紀前半の遼寧一朝陽例（文献;431)などだが、南北朝にはすたれる。下肥れの

Ⅲ類は、三国時代261年の湖北・郡州例（文献180)や五胡十六国時代末～北魏初の洛陽出土例

（文献179)だが、以後は途絶える。他に、三国時代には、鉄鉢形Ｉ類Ａに似て、口縁が強く内

湾するが、浅目で短頚のものが出現する。三国時代末頃の南京出土例(5 -Ods)で、極めて

短い直口の口縁がっき、口録近くに環状把手をつけるのが特徴〔以下、IV類Ａ〕。蓋や高台の

つく例が三国時代末にはある（文献108・325)。西晋294年の江蘇一句容例（文献90）、西晋の

４世紀初頃と推測する江蘇・宜興例（文献212)は丈がやや高くなる（以下、Ⅳ類Ｂ）。302年

の安徽出土銅器（5－Ｒａ３）や東晋350年の南京・温噴出土盗器(5 -Va3)は短類だが、環

状把手がない（以下、Ⅳ類Ｃ）。Ⅳ類も南北朝にはほぼすたれてしまう。

　長胴綴もすべて姿器か陶器。最大径が胴中位にあるＵ類は、三国時代249年の安徽・朱然墓

例（文献356)、東晋335年頃の湖南・長沙例（文献206)、前燕４世紀前半の遼寧・朝陽例（文

献:431)、東晋353年の浙江・黄岩例（文献213）、五胡十六国時代末～北魏初の洛陽出土例（文

献179)などである。

　隻もすべて甕器か陶器で、バラエティかある。代表例は、西晋288年の安徽・和県例（5－

Pae)、294年の江蘇・句容例（５－Ｑ５）、東晋335年頃の湖南・長沙例（5 －Ｕａ６）、東晋晩期

の江蘇・鎮江例（文献:482)、五胡十六国時代末～北魏初の洛陽例（文献179)など。

　大［］雛も、測器か陶器で、三国時代から東晋まである。

能壷・水注　錐壷は、IV類が三国時代249年の安徽・朱然墓出土銅器（5－Nb3）、東晋晩期

と推定する湖北・漢陽出土銅器（5 －ｖc5）がある程度である。後者は西晋以前とするが、有

柄注壷Ｉ類Ａを伴出し、東晋晩期に比定する。水注の好例はない。おそらく注壷に主流が移っ

たのであろう。

有柄壷・有柄注壷・注壷中国では、一般に盤［］壷の肩に鶏形の注口をつけたものを、天鶏壷

あるいは鶏首壷と呼んでいるが、鶏形でないものを含むことから注壷と呼ぶ。肩と口録を結ぶ、

大きな把手をもつのか通例（以下、有柄）。瓶などに注口や把手をつけたものも一括する。ほ

とんどは盗器である。これらのうちで、最も古いのは、把手のない注壷。三国時代晩期頃の南

京例で、直口の短頻屠に短い注口をつける（以下、Ｉ類）。注口は、うちｌ例が鶏形（5－O

b5）だが、他が筒状。ともに初現例である。東晋305年の南京例（文献;462)、335年頃の湖南・

長沙例（文献206)、東晋早期の南京・富貴山例(5 - Ucs)は、盤口の短胴壷Ⅲ類に短い鶏形

注［］をつけたもの（以下、Ⅲ類）で、いわゆる鶏首壷系注壷の最終例となる。有柄注壷のうち、

前燕４世紀前半の遼寧一朝湯出土陶器C 5 - Tc4)は、長胴壷ｎ類Ａの口縁端を片口としたも

の（以下、Ｕ類）の初現例だが、類例は少ない。

　有柄注壷はほとんどか姿器。東晋367年の南京・象山例（5－ｖd6）が、盤口の短胴壷にや

や長目の鶏形注口と把手をつけたもの（以下、Ｉ類Ａ）の初現例になる。類例は、５世紀初の

南京・司家山例（文献444)、東晋晩期の江蘇・江寧例（文献189)や江蘇・鎮江例（5 －Ｗａ６）。

東晋晩期の他の江蘇・鎮江例（5 －Ｗａ７）は肩の張る初出例（以下、Ⅲ類Ｂ）。前涼４世紀前

半頃の新彊出土陶器〔5 ―Sc5〕は、短胴壷に片口と把手をつけた、有柄注壷の初現例。球胴

で丈が低い（以下、IV類Ａ）。この手の有柄注壷は、南北朝から中国本土に及ぶことになる。

他に、東晋晩期の江蘇・鎮江出土測器（5 －Ｗａ５）のように、直口壷を片口とした有柄注壷も

認
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ある（以下、Ⅳ類Ｂ）。

虎子虎子は、体部を虎形とし、上に大きな把手をつけた典型例が西晋275年の南京出土甕器

（文献479)にある（以下、ｎ類）。東晋初の広東・和平出土測器（文献195)、早期の南京・富

貴山出土姿器〔第20図５〕も同巧。南京・富貴山では虎の体毛を表現する銅器（第20図４）も

出土。似た銅器は北燕415年の遼寧・馮素沸墓（文献316)でも出土。後漢に登場する半球状の

虎子（第20図１）は、三国時代初の江西・南昌出土測器にある（文献100)。上に把手がつくの

は新要素である（以下、Ｉ類Ｂ）。西晋306年の福建・松政出土測器（文献526)や東者中・晩

期の江蘇・鎮江出土測器(1120図２・３）もほぼ同巧。

　他に、特殊なものとして、後漢に登場した二重口縁雛が三国時代238年頃の江西・高栄墓出

土ｌ器（5 -Na4)、前漢代から続く倉は三国時代晩期の南京出土甕器（文献:461)、西#299年

の江蘇・揚州出土測器（文献230)に残り、以後も細々とっづく。

　　　ｃ　煮沸具（付図６）

鍋・三脚鍋・塾　鍋は浅い半球状のＩ類Ｄと、口縁下でくぴれる深目のｎ類Ｂ・ｃがっづく。

Ｉ類Ｄは、西晋273年の湖北・老河口出土銅器（6－Pal）。以後は唐代まで出土例かない。n

類Ｂは三国時代249年の安徽・朱然墓出土盗器C 6 - Nbi)、三国時代晩期の南京・長肖出土陶

器(6 -Ob2)、東晋初の広東・和平出土銅器く文献195)、Ⅱ類Ｃは三国時代晩期の湖北・宜

昌出土銅器(6 - Oc4)。 II類Ｂ・Ｃは中国南半部の特色で、南北朝にもつづく。

　三脚鍋は、後漢晩期に登場したｎ類が、三国時代の甘粛・酒泉出土銅器(6 - Nds)に残る。

三脚鍋の最終例。他の類例があるが、鎧である可能性か高い。

　茎は、Ⅲ類のみが、三国時代晩期の湖北・宜昌出土銅器（６－Ｏ・）に残るが、以後は途絶

えてしまう。

釜・三脚釜・甑釜・甑は、副葬品が少なく、しかも明器が主となるため、実態は明瞭ではな

い。三国時代の甘粛・酒泉出土銅器（6－Nd2）や西晋晩期頃の河南・洛陽出土銅器〔6－Ｒ

ＣＩ〕は、球胴釜ｎ類Ｂ。ともに甑はｎ類ｃのようである。典型的な長胴釜ｕ類Ｂの例は知らな

いが、南北朝にも存続している。無類に近いⅢ類は、西晋288年の安徽・和県出土陶器（文献

湖南･資興出土陶器

(後漢中期文献227)

４南京･富貴山出土銅器
　　(東晋早期文献188}

２江蘇･鎮江出土銅器

　　(東晋早期文献482)
３江蘇･鎮江出土銅器

　　(東晋中期文献.482)

　　　　　　　　　　　　　　５南京･富貴山出土彊器

　　　　　　　　　　　　　　　　{東晋早期文献1881

第20図後漢～東晋の虎子　１：８

硲
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115)、北燕415年の遼寧・馮素沸墓出土銅器（文献,316)もほぽ同巧で、これには口縁が外折し

てのぴる銅甑（以下、Ｉ類）を伴う。馮素沸墓出土銅器(6-Xi)や前燕初３世紀後半の遼

寧・北票出土銅器（6－Tdl）は、やや浅目の長胴釜Ⅲ類に提梁を伴う。中国北辺都の地域色

を示す。

　三脚釜は前燕324年の遼寧・錦州出土銅器(6 -Taa)。最終例で、明器。伴出した甑は皿類。

東晋早期頃の南京・偵鶴観出土銀器（文献;454)は、有蓋鼎II類のミニチュア。復古品として、

水滴などに利用されたのかもしれない。

鍍　中国北辺部の地域色を示すもの。前燕４世紀前半の遼寧出土銅器{6 - Tb2)は、前漢中

期頃のII類より、身が深くなったもの（以下、IV類）。底に煤が付着。北魏早期の内蒙古出土

銅器（文献;490)もほぼ同巧。北燕415年の遼寧・馮素沸墓出土銅器(6 -X2)も同巧で、と

もに提梁がある。馮素沸墓出土銅器では、後漢晩期からのＩ類Ｂも出土している（文献316)。

Ⅳ類は以後もつづく。

温酒樽西晋297年の江蘇・周処墓出土陶器（文献212)が唯一例である。陶勺（散蓮華）を伴

う。以後は途絶する。

龍斗後漢に出現するＩ類Ａは、三国時代249年の安徽・朱然墓出土陶器（６－Ｎｂ､）が最終

例。三国時代晩期頃の南京・長一出土銅器（６－Ｏｂ５）、３世紀末頃と考える浙江・安吉出土

銅器（文献413)や南京出土銅器( 6 - P cz)は、体部がＩ類Ａだが、把手は曲折する龍頭と

なる（以下、Ｉ類Ｂ）。西晋295年の江蘇・呉県出土銅器（文献,475)は、把手が曲折する龍頭

だが、体部は［］縁が外折する鍋Ｉ類であるのか特徴（以下、ll類）で、以後の主流となる。ｎ

類の類例は、いずれも銅器で、西晋308年の南京例（文献72）、前燕４世紀前半の遼寧・朝陽例

(6-Tb4)、東晋早期の南京・富貴山例（6 －Ｕａ３）などである。北燕415年の遼寧・馮素沸墓

例（文献316)や北魏初の山西・大同出土例（文献329)は、［］縁が二段になる新器形（以下、

Ⅲ類）。ともに口縁と把手の間に補強材を加えたもので、中国北辺部の地域色か〔以下、Ⅲ類

Ａ〕。前燕初とする遼寧・北票出土例（6－Td5）も同巧で、４世紀後半～五世紀初になろう。

遼寧・朝陽例は底に煤が付着する。大同例は銅勺を伴い、三国時代末頃の南京出土姿器（文献

325)は中に姿勺が入っていたことから、溌などを煮たり温めたりしたことか知れる。

　　　ｄ　雑器（付図６）

髪斗いずれも銅器。前漢晩期からつづくＵ類Ａは、三国時代249年の安徽・朱然墓例（6－

Nbe)、三国時代早期の安徽・南陵例く文献117)。西晋293年の湖北・老河口例〔文献184)、東

晋早期の江西・南昌例(6 - S a?)や南京・富貴山例(6 - Uce)、北燕415年の遼寧・馮素沸

墓例（文献,316)はｎ類Ｂ。後漢中期に登場するＩ類は、三国時代晩期の南京・長同例（6－

Ob7）、西晋288年の安徽・和県例(6-Pb､）。

謔　この時期の円埴は、後漢晩期に登場したｕ類Ａが盛行する。鍋ｎ類とは、浅いことから区

別できる。環耳のあるものとないものとがある。銅器が多く、体部に多数の細突線をめぐらす

のが特徴。三国時代238年頃の広西・高栄墓例〔文献100〕、西晋249年の安徽・朱然墓例（6－

Nbs)、288年の安置・和県例(6 -Pbs)、東晋初頃の江西・南昌例(6 -Sae)につづく。鉄

器は３世紀末頃と推測する南京例（文献63）や東晋335年頃の湖南・長沙例（6 －Ｕａ５）のよ
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うに、体部は素面である（以下、ｎ類Ｂ）。前者にはなかに炭が残っていた。ほとんどが銭斗

を伴出している。実際に、三国時代末頃の江西・南昌出土姿器（文献108)や４世紀初頃の江

蘇・宜興出土姿器〔文献212〕では、域II類のなかに、勺入りの鏡斗を入れており、これらが

一紙で用いられたことを示している。

燈豆燈は、Ｊ類Ｂが西晋早期の北京出土陶器（文献;527)や晩期の洛陽出土陶器(6-Pd7)

に残り、Ⅲ類Ａか東晋350年の南京・温嬌墓出土姿器（文献:463)に残る。

　遺燈は、エ類の系譜をひく銅器（6－Ｏｅ８）が西晋早期末頃の敦煌から出土。環状把手は１

個である（以下、Ｉ類Ｂ）。同巧の銅器(6 - Ub7)は、東晋341・348年の南京・興之夫婦墓

から出土。把手は折りたためるようになっている。ともに燈遺とする。Ｉ類は以後の例を知ら

ないが、連枝燈は北魏524年（文献76）にも存続する。Ｕ類は西晋晩期の洛陽・谷水出土陶器

（6－Pd5・Pd6）まで残る。ここでは燈蓋６個に対して、中空柱の燈台は２個。他に台座に

穴をあけたものが一個出土。中空柱をもつものを、空心盤と呼んでいるか、中空柱に蓋の突起

が入ること、両者が近接して出土していることから一組とみた。

　なお、蝋燭用の針をもつＩ類の確実な例は、西晋代の江蘇・徐州出土鉄器（文献528)や五

胡十六国時代末～北魏初の洛陽出土鉄器（文献179)であり、遅くとも隋代には蝋燭を燈台の

中空柱に差し込むＵ類に主流が移ったと推定される。ただし、蝋燭用Ｉ類は、北宋代以降に新

たな展開をみせる。

　　　ii｡南北朝時代・隋

　　　　ａ　供膳具・水器（付図７）

飲器高足杯は新しい器形が各種登場する。II～Ｖ類に分類する。n ・頂類は北魏５世紀後半

頃の山西・大同出土鍍金銅器（7 -Cbi ・ Cb2・ Cb3)。前一者（７一Cbl）は杯身が細目で、

体部が大きく反るのが特徴く以下、ｎ類）。脚はまだ低いか、底部との境に段があるのも特徽。

後者二者(7 -Cbi・Cb3)は、杯身がやや浅目で、丸味をもった体部が口縁下でくびれたの

ち外反するのが特徴（以下、Ⅲ類）。うち１点(7 -Cb2)は蝋付けした脚が脱落しているが、

他の１点の脚は高目で中程に太目の突帯をもつのが特徴。器面を飾る人物像や文様から、東口

－マ帝国あたりで製作されたと推測できる。類例は少ない。Ⅳ類は杯身がやや深目な半球状の

もの。南斉５世紀末頃と推測する福建・福州出土姿器（文献279)は、体部がほぼ直、脚はや

や低目で、中程に突帯もない（以下、Ⅳ類Ａ）。北魏504年の大同出土銀器（文献346)は、破

砕しているか、Ⅳ類Ａの可能性が高い。隋代の河南・安陽出土姿器（文献224)は、杯身が内

焉し、脚は高目で中程に太目の突帯をもつ（以下、Ⅳ類Ｂ）。杯身のほぽ全体に多数の小乳を

貼り付けているのは、ガラス器の模倣と推測する。Ｖ類は杯身がやや浅目で、丸昧をもった体

部が口縁端でわずかに外反するもの。初現は、５世紀後半頃の大同出土鍍金銅器（文献42）に

ある。その系譜をひくのは、隋592年の険西・西安出土ガラス器（文献２）や597年の山西・太

原出土姿器(7 -Sai)、隋代の湖南・長沙出土銅器（文献215)。いずれも脚は高目だが、中

程に突帯はない（以下、Ｖ類Ａ）。隋頃の江西・壮族自治区出土銅器（７－ｖｌ）は杯の底が平

らで、地域色を示す（以下、Ｖ類Ｄ）。隋608年の西安一李静訓墓出土金器(7-Sci)は、脚

巧
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は高く、脚の中程と杯身の口縁寄りに各１本の細い突線をめぐらすのが特徴（以下、Ｖ類Ｂ）。

李静訓墓出土銀器は、脚の中程と、脚と杯身の境に太目の突帯をめぐらすのが特徴（以下、Ｖ

類Ｃ）。Ｖ類ＣかⅢ類が唐代に盛行する高足杯Ⅶ類の祖型と推測する。なお、隋584年の山東・

徐敏行基壁画（第10図１）では、主人が高足杯らしきものを片手にもつ。

　高足杯には、皿状の杯身に低目の高足がついたものも登場する（以下、盤状高足杯）。高台

は小さく、盤とするには不安定であり、杯とみる見解に従う。北魏529年の甘粛・長家川出土

銀器（文献322)は、杯身が浅い半球状であるのが特徽。脚は八字状で脚端が折れる。東魏544

年の河北・李希宗出土銀器(7 - Kde)は、杯身の体都に流水文、底に蓮華文を打ち出してい

るのが特徴。

　曲長杯は、確実な例がないが、北魏５世紀後半頃の大同出土鍍金銅器(7 -Cbs)が小さく

て低目の高台がつくもの。高さは4.5cm、長径:23.8cm、短径14.5cnと大きい。盤（花形長盤）の

可能性もあるが、隋代の壁画（第10図２・３）や既述した４世紀の壁画（第８図１）でみると

かなり大きく、一応杯とみておく。

　把手付杯は良好な出土例がないが、劉宋536年の南京・蕭象墓出土陶器（7－Jcl）はｎ類

Ｃ。片［］がつくようで、小形の注器になるが、この器形が中国南半では残ったと推測される。

特異なのは壷型の器に１個の把手をつけた青海・上孫家畜出土鍍金銀器{7 - Hd4)。口径7cm、

高さ15.8cm。西域のクルド人の絵画資料（文献42nをみると、飲器としていたことかわかる。

直口で平底なのが特徴（以下、把手付壷形杯Ｉ類）。時代は、青海省例の後漢晩期～晋代とし

ているか、伴出した唾壷から６世紀中頃に比定すべきと考える。北周566年・584年の河北・崔

昂出土銅器（文献320)は、口縁が外反する平底小形品（以下、把手付壷形杯Ｕ類）である。

類例は少ない。

　角杯の出土例は知らないが、北斉のングド人墓壁画（文献390)をみると、角杯は少なくと

も一部では存続していたことが知れる。

　耳杯は三国時代晩期に登場したⅢ類が存続する。北魏485年頃の寧夏一固原出土銀器（7－

Cca)や504年の山西・大同出土銀器（文献,345)。南朝後期の南京・西善橋墓壁画（第９図５）

では、竹林の七賢が耳杯Ⅲ類で酒を飲んでいる。類例は極めて少なく、限られた場での使用に

なったと推測できる。

杯・碗・鉢杯は、平底のⅢ類が劉宋426年の福建・政和出土姿器（７一Ｂｃ以北魏528年の

洛陽元郡墓出土陶器（文献78）や梁527年頃の湖南・郡陽出土姿器（文献453)などにあるか、

例は極めて少ない。燈遠かもしれない。北魏481年の河北・定県石函出土銅器(7 -Ca6)や

南斉496年の江西・青江山出土銅器（7－Db3）は、Ⅲ類に似るか、体部が直立気味。口径10

口ｎほどで、前者は器表に唐草文を飾る丸底（以下、丸底杯IV類）、後者は器表に多数の沈線を

めぐらす平底（以下、平底杯IV類）。低い高台の付くⅢ類は、南斉496・497年の江西出土甕器

( 7 - Dbi･Eai)、南斉～梁とみる四川出土姿器（7－Gbl）、北m508年の河南一俵師出土陶

器（7 -Hci)、北魏516年の河南・俵師出土陶器（文献147)、521年の河北・封氏墓出土ガラ

ス器（文献51）、北周の侠西・城陽出土ガラス器（文献31）や隋代の湖北・武漢出土姿器

{7 - Uai)にある。城陽例は器表に切子を飾る。

　主流となるのは、東晋に登場した丈の高い高台付杯Ⅳ類Ａと、高さが口径の半分かそれをや

部
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や超える高台付杯IV類Ｂで、共伴する場合も多い。ともに例が多く代表的なものをあげる。Ⅳ

類Ａは銅器か、南斉の福建・閏侯例（文献68）などにある。陶・測器だと、劉宋435年の広

東・新興出土甕器(7-Abi・Ab12)、462年の福建・政和出土甕器(7 -Bb2)、南斉496年の

江西・青江山出土盗器(7 -Ec3)、北魏508年の大同・元淑墓出土滑石製品(7 -Hb2)、524

年の洛陽出土測器（文献391)など。金属器では、梁548年の江蘇・鎮江出土銅器（文献127)、

隋608年の西安一李静訓墓出土銀器（文献５）がⅣ類Ｂ。河南・洛陽の白馬寺近くで出土した

北魏の黒軸陶は、杯Ⅳ類Ｂで、大小の黄粕斑文を各２列めぐらすことから、ガラス器の倣製と

みている（文献25）。他にⅣ類Ｂは、南斉493年の山東・臨捌測器（文献121)、南斉の広西・

恭城出土測器{7 -Ga2)、北魏516年の宣武帝景陵出土着陶（文献165)、524年の洛陽出土陶

器( 7 - I ci)、梁532年頃の南京出土陶器（文献346)、536年の南京・蒼象墓出土陶器（7－

J c3）、553年の河北一元良墓出土姿器（文献182)、隋597年の太原・解律徹墓出土測器（文献

399)などがある。劉宋430年の江西・翰県出土銅器（7 -AC4)は鉢とするが、口径約8c・の

小型品。口縁に段がつくのは中国では例かない。日本や韓国の例からすると、蓋杯の身か蓋、

撮みを欠いたとすれば高台付杯Ⅳ類ＡかＢの蓋。後考をまつ。

　一方、６世紀中頃になると、高さか口径に近い例も出現する（以下、IV類Ｃ）。古いのは、

553年の河北・元良墓出土姿器（文献182)で、北斉567年の太原・庫秋業墓出土陶器(7 -M

ｃｌ）、北周569年の寧夏・李賢墓出土ガラス器（7 -Na2)、576年の咸陽・王徳衡出土姿器

(7-Oai)、隋590年の河南・安陽出土測器（文献224)、595年の山西・梅渕夫婦墓出土測器

(7 -Rbi)、607年の安徽・毫県出土測器（文献91）、608年の西安一李静訓出土玉器やガラス

器（文献５）など。李賢墓例は器表に小円板を飾る。劉宋462年の福建・政和出土銅器（7－

Bb3)は、高さが口径の半分程だが、体部がやや内弩気味で直に開くのか特色（以下、Ｖ類Ａ）。

初出例である。類例は、南斉493年の山東・臨裔出土測器（7 -Da2)など。北魏516年の宣武

帝景陵出土盗器( 7 - I 32)、東魏544年の山東・賀思伯墓出土甕器（文献514)、北斉後期の山

西・太原出土陶器（7 -Mb2)は口縁で外反する（以下、VI類Ａ）。南朝晩期頃と推定する貴

州・平唄出土銅器(7 -Pa2)は、体部下半に稜があるようである（以下、稜杯Ｉ類）。稜が

下腰にあり、高台も小さく高目なのか特徴。これには宝珠形撮みの笠形蓋と托Ⅲ類が伴う。

Ｖ・Ⅵ類ともに類例はそれ程多くなく、稜杯は貴州例以外知らない。

　碗のうち高台付碗は、東晋に登場した浅目のＩ類Ｃとやや深目のⅣ類Ａが存続する。Ｉ類Ｃ

は劉宋～南斉の福建・政和出土測器(7 - Be?)で、以後はすたれる。Ⅳ類Ａは盛行。測器や

陶器で、金属器の例は知らない。代表例をあげると、劉宋435年の広東・新興出土測器（7－

Aa5)、462年の福建・政和例（文献358)、南斉493年の山東・臨踊出土測器（7 －Ｄａ４）、497

年の江西例(7 - E a?)、南斉とみる福建出土測器(7 -Ec6)や江西・恭城例（7－Ｇａ６）、

北魏516年の宣武帝景陵例（文献166)、524年の洛陽・孟津例( 7 - I C6)、東魏537年の河北・

高雅夫婦墓例(7 -Kas)、北斉547年の河北・磁県例（文献94）、565年の河北・呉橋例（文献

351)、562年の山西・庫秋廻洛墓例(7 -Mb4)、北斉後期の山西・太原例（文献384)、隋582

年映西・李和墓出土陶器（文献,306)など。南斉の福建例は托Ｕ類上にのっていた。６世紀の

河北・封氏一族墓出土測器（文献51）は托か下盤を伴う。北斉562年の山西・庫秋廻洛墓例

（7 －Mb5）、隋595年山西・扮陽例(7 - Rb4)は体部が立って深目となる（以下、Ⅳ類Ｂ）。

57



３　三国時代から隋代における変遷

　高台付碗の新器形は、体部が外傾し、口縁でわずかに外反する深目のもの（以下、VI類）と、

輪花形のもの（以下、花碗）とがある。Ⅵ類の初出は劉宋441年の福建・福州出土姿器で、宝

珠形撮をもつ笠形の蓋が伴う〔文献481)。劉宋～南斉の福建・政和出土測器（7－Ｂｃ８）、南

斉493年の山東・臨湘出土姿器（7－Ｄａ５）、南斉の湖南・長沙出土陶器（7－Eb8）、1C|586年

の安徽一合肥出土姿器(7-Qb5)もほぽ同巧。概して浅目であるのか特徽（以下、Ⅵ類Ａ）。

政和例はこの時期としては珍しく擬高台でない。花碗は、南朝晩期～隋とみる広東・遂渓出土

銀器(7 -Pb3)。高台の小さいのが特徴（以下、花碗１類）。それぞれ、唐代に盛行する稜碗

や花碗の先行例である。遂渓例は、口縁内面に刻んだ文字から、ササン朝ペルシャ産と知れる。

　丸底碗は、深目のＩ類が北魏524年の洛陽出土陶器（文献391)、北周566・588年の河北・崔

昂夫婦墓出土銅器く文献320)にある。口縁でわずかに反る深目のもの（以下、ll類）が北魏

前半期の山西・大同出土銀器（文献398)にある。高足杯Ⅲ類の杯部と類似し、人物文様も共

通する点がある。東ローマ帝国あたりの産であろう。初出例。浅目の11類は隋610年の広東・

留関出土陶器（7 -Ta4)だが、稀な例。南北朝からはII類より浅いもの（以下、IV類）や、

体部が外傾して盤に近くなったもの〔以下、Ｖ類〕が登場する。IV類の初現は|E1582年の河

北・景県出土銅器(7 -Qaz)。Ｖ類は北周の金属器で、明器のため小さい。小盤Ⅵ類Ａに似

るか、これより深いので碗とした（以下、Ｖ類Ａ）。569年の寧夏・李賢墓出土銀器（7 －Ｏａ３）、

576年の咸陽・王徳衡墓出土銅器（文献23）、578年の咸陽一若于雲墓出土銀器〔文献23〕など

で、北斉一北周に限られる。隋608年の西安・李静訓出土銀器（文献5）、610年の広東・翻関

出土陶器（文献67）、隋代の広東一封開出土銅器（7 －Ｔｃ５）は、体部がやや立ち気味となる

（以下、Ｖ類Ｂ）。隋代の広西・壮族自治区出土銅器（７－Ｖ５）も同巧。封開例はなかに銅ｔ

（匙）が入っていた。隋代の湖南・長沙出土銅器（文献215)も同巧。

　平底碗は、三国時代からの佃類が北斉550年の河北・茄茄公主墓出土陶器（文献348}、南斉

末～梁初の四川・綿陽1B土陶器（7－Ｇａ５）や北魏516年の宣武帝景陵出土陶器( 7 - 1 b5)に

残る。隋代の江西・壮族自治区出土測器(7 -V､）は体部が内司気味に立ち上がった小さな

平底（以下、Ｖ類）。

　鉢は、西晋代からの平底鉢Ⅲ類の系統が、南斉末～梁初の四川・綿陽出土陶器C7 -Gb?)、

北魏516年の宣武帝景陵出土陶器( 7 - I a?)、北周576年の咸陽・王徳衡出土銅製明器（7－

034)、丸底鉢Ｉ類が隋608年の西安・李静訓出土銀器（文献５）に残る。高台付鉢は、ｎ類Ｄ

の系譜をひく劉宋435年の広東・新興出土甕器（7 －Ａａ６）や北魏508年の大同・元淑出土陶器

（7－Hb5）がある。後にはつづかない。劉宋462年の福建・政和出土姿器(7 -Bb9)、南斉

末～梁初の四川・綿陽出土陶器（文献176)、隋の浙江・衝県出土姿器( 7 - Ue3)は、高台付

碗IV類Ａを大きくしたもの（以下、IV類）。高台付鉢の新器形は、610年の寧夏・史射勿墓出土

姿器（7 －Ｔａ６）。体部が丸味をもって立ち上がったのち外反する深目のもの（以下、Ｖ類）。

　鉢でも特殊な丸底鉢Ⅳ類Ａは、北魏前半期の山西・大同出土ガラス器（文献398)に残る。

この器表には切り子を飾る。同じくIV類Ｂは南朝晩期～隋代の広東・遂渓出土鍍金器（7－P

bl）につづく。口径・高さとも8c・で、器表に唐草文などを飾る。伴出した花碗Ｉ類からみて、

これもササン朝ペルシャや西域のものと推測される。

鉄鉢形・Ｚ鉄鉢形は、後漢中期に出現したｌ類か存続する。北魏481年の河北・定県石函出

認
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土ガラス器（7 －Ｃａ７）。南斉の江西・恭城出土姿器（7－Ｇａ８）、隋595年の安陽・張君墓出土

姿器（文献57）は深目となる（以下、ｎ類）。隋代の甘粛・莫高窟第276窟の僧が手の上にのせ

るのは、鉄鉢形もII類の小型品かあるいは丸底碗か（第10図７）。

　孟は、南北朝になると深目となる（以下、Ⅲ類）。南斉497年の江西出土姿器（文献112)、同

じ頃の福建一閲侯出土測器政一EC9)。北魏521年の河北・封氏墓出土黒姿器（文献51）は丈

が高いだけでなく口縁の内弩が強くなる（以下、Ⅳ類Ａ）。類例は、隋586年の陳西・西安出土

姿器(7 -Qce)、608年の西安・李静訓出土姿器（文献５）など。蓋を伴うことか多い。北周

570年の太原・婁叡墓出土姿器（7 －Mb5）、隋代の湖北・武漢出土姿器（文献107)や湖南・

長沙出土陶器(7 - Ubs)は丈がより高くなったもの（以下、Ｖ類Ａ）。

舟楕円形の器で、環状把手をもつＩ類のミニチュア銀器が隋608年の西安・李静訓墓から出

土（文献５）。他の例は知らない。

魁魁は、後漢晩期からっづく11類Ａ・Ｂの銅器か北魏でも５世紀前半と推定する遼寧・錦州

（7－Cd8・Cd9）から出土。梁536年の南京・蕭象墓出土陶器（7－Jc9）はｎ類Ａ。以後は

一時、魁はすたれたようである。

盤・有脚盤（硯）・参・托大盤は多くないが、平板なＶ類Ａが主であり、円案の可能性が高

い。大部分か姿器か陶器だが、東魏544年の河北・李希宗例（文献93）は［］径48c・の銅器で、

上に銀製盤状高足杯、金悒斗IV類Ａ各１点と高台付の測杯Ⅳ類Ｂ５点をのせていた。陶・姿

器の大盤Ｖ類Ａは、北斉の567年の山西・庫秋業墓（7 - Mclo)や同年の山西・韓裔墓（文献

321)、隋615年の西安・劉世恭墓（文献210)から出土。北斉553年の河北・元良墓出土測器

（7 - Mail)や隋603年の河甫・安陽出土測器（文献224)は高台を伴う初出例（以下、大盤Ｖ

類Ｂ）。５世紀前半頃とみる甘粛・靖遠出土銀器（7 －Adlo）は、VI類Ａに高台をつけたVI類

Ｂの大盤。新種の大盤だが、中華にまでは及んでいないようである。

　中盤はＶ類ＡとⅥ類Ａが存続する。いずれも姿器か陶器。代表例をみると、Ｖ類Ａは南斉

493年の山東・臨溜出土測器(7 -Da7)。杯や碗が出土しており、その下盤であった可能性が

ある。Ⅳ類Ａは劉宋か南斉とみる福建・政和出土測器C7 -Bee)や南斉代とみる江西・恭城

出土姿器(7 - Ga4・Gag)。内面に蓮華文を飾っており、食器であろう。

　小盤もＶ類ＡとVI類Ａが存続する。いずれも姿器か陶器。代表例をみると、Ｖ類Ａは劉宋

455年の湖北・武漢出土姿器(7 - Ba4)や462年の福建・政和出土姿器(7 -Bbs)、梁532年

頃の南京出土陶器く7－Ja7）など。政和例は中央部が窪み、托として用いられたと推定でき

る。Ⅵ類Ａは南斉497年の江西出土例(7 -Ea5)、梁536年の南京・蕭良墓出土姿器（文献382)、

北斉567年の太原・庫独業墓出土姿器(7 -M・）、隋代の広西・壮族自治区出土姿器(7-V3)

など。南北朝に登場する新器形は、Ⅵ類Ａに高台がっくVI類Ｂ。北魏504年頃山西・大同出土

鍍金銀器（7－Ｈａ３）か標式。内面の人物像からササン朝ペルシャ壷と推測している。Ⅵ類Ｂ

は甕器が多いか、それらは金属器の影響を受けて出現した可能性か高い。代表例をあげる。初

現は劉宋441年頃の広東・曲江出土姿器（7 －Ab3）、梁502年の浙江・瑞安出土姿器（文献61）、

北魏516年の宣武帝景陵出土測器(7- Ia4)など

　有脚盤で底が中高のｌ類Ｂは、南北朝に入ると陶器や測器の例が多く、硯とみるのが通例。

三脚のほか五脚もある。北周566・588年の河北・崔昂夫婦墓出土銅器（文献320)は、［］縁が

痩
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直立するもの（以下、11類Ａ）。いずれも明器。硯かは疑問。北周578年の陳西・独弧蔵墓及び

若于雲墓出土陶器（文献23）は陸・海部を区別し、墨壷もつくる（以下、Ⅲ類）。明らかに硯

である。隋代には流滴状の脚を多数つけた硯や圏台に透かしを施した硯（文献515)が登場す

ることになる。

　参は、大盤と混同しているが、口縁端を切り欠いて蓋のかかりとしたもの。古い例は、劉宋

441年の福建・福州出土姿器（文献,481)。蓋の有無は不明だが、なかに５個の杯を入れており、

五盟盆と呼んでいる。類例は、北魏516年頃の宣武帝景陵出土陶器< 7 - I aiz)、北斉550年の

河北・茄茄公主墓出土陶器（7 －Nb7）など。

　托は、南北朝からは承けの高くなったものが主流を占める。小盤Ⅵ類Ｂの内面に比較的低い

承けをつけたもの（以下、II類Ａ）が多い。ｎ類Ａの古い例は、南斉497年の江西出土姿器

(7 -Ea2・Ea4)や南斉とみる福建・閑侯出土甕器（7 －Ｅｃ６）。同巧品は、北魏508年の大

同・元淑墓出土玉器（7 －Hb2）。北魏516年の宣武帝景陵出土姿器( 7 - I as)や梁532年頃の

南京出土陶器{ 7 - J a4)は承けが托口縁よりやや高くなる初出例（以下、ｎ類Ｂ）。以上の

いくつかには高台付杯Ⅳ類Ａなどがのっていた。南朝晩期と推定する貴州・平垠出土銅器

(7 - p aa}は、口縁が水平に外接する托で、高台もやや高目となる（以下、Ⅲ類）。これには

稜杯かのっていた。

　なお、盤と杯とを一体につくったものを托と報告している場合があるか、燈の可能性か高い

ことから除外した。

釧一洗　罰は前漢以来それ程変化しない深刻Ｉ類が隋608年の西安・李静訓出土銅器（文献５）

にある。陶器には深刻１類(7-1 aio)と浅刻Ｉ類が若干ある。

　洗は、６世紀になると、浅洗Ｕ類の系譜をひくが、体部外傾気味のものか登場してくる。北

魏522 ・ 524 ・ 532年の洛陽出土陶器(7 - I bii、文献78 ・ 322 ・ 391 ・ 415)。同巧の銅器は、日

本の奈良国立博物館品（文献50）にあり、いずれも高台はまだ低目である（以下、IU類Ａ）。

奈良国立博物館品には銅水瓶を伴ったらしい。洛陽諸例も陶製の反口瓶Ｖ類(S - I bi・ IC3)、

日本でいう王子形水瓶が出土しており、一組であった可能性かある。北斉562年や北周576年の

銅器（7 -Mb9･ Ｏａ６）、北周566・588年の河北・崔昂夫婦墓出土銅器（文献320)、521～589年

の河北一封氏一族墓出土銅器（文献51）、隋595年の安陽・張君墓出土姿器（文献57）はⅢ類Ａ

の系譜をひくが、やや深目で高い高台がつく（以下、Ⅲ類Ｂ）。これらの諸例も伴出した銅製

の反口瓶Ｖ類く8-Mbi・Oai)と一越になろう。明器もある。

　深洗は、Ｉ類Ｃが劉宋435年頃の広東・新興出土銅器（7 －Ａａ７）に残る。他に北周566・

588年の河北・崔昂夫婦墓出土銅器（文献,320)や南朝の貴州・平垠出土銅器(7 -Pas)があ

る。後者も６世紀後半頃になろう。三脚がつくのが特色（以下、Ⅲ類）。蛙と似るか、底か平

らで、後者には双魚文を飾ることから洗とみる。深洗は南北朝からはすたれ、隋・唐代には途

絶する。深洗Ⅲ類は浅洗II類と伴出した例はなく、それぞれか単独に用いられたと推刮する。

童・高足香食・豆盆は円筒形のもの（以下、Ⅲ類Ａ）が北斉562年の山西・庫秋廻洛墓出土

銅器（7 －Mb7）にある。陶器や甕器か６世紀初～隋代まで存続する。扁平なのか主で、化粧

用白粉などをいれた粉盆とみる人が多い。丈の高い例(M- Ic9)もある。他に鼓形をした盆

（以下、Ⅳ類）が隋610年の西安・姫威墓出土甕器（文献293)にある。同類は595年の河南・張
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君墓出土甕器（文献57）にもある。果盆は方形のものが劉宋424年の山東出土陶器（文献87）、

円形のものか梁536年の南京出土盗器（文献382)まで残る。

　高足香盆と呼ぶのは、やや小型の高足杯に蓋を伴うものである。北周の絵画資料（第９図４）

でみると、柄香鎧を持つ王侯の前後に、これを捧げもつ僧らがいることによる。隋代の莫高窟

第278窟壁画（文献44）にも僧が手の上にのせる。出土品は北斉562年の山西・庫秋廻洛墓出土

銅器（7 －Mb8）や565年の河北・呉橋出土銅器（文献351)。前者は総高lO.Scn、口径5.6 cm、

後者は総高9c・、口径5c・。蓋は山形状で撮みが宝珠形、脚が太いのが特徴である（以下、11

類）。なお柄香建は、521～589年頃の河北・封氏一族墓出土銅器（文献51）が初出である。

　豆は口径15cm前後の小形豆と、口径30cm前後かそれ以上の大型豆とかある。姿器か陶器。盤

の体部がほぼ直に立ち上がるＩ類と、内命気味に立ち上がるＵ類がある。小形豆工類は、南斉

493年の山東・臨溜例（7 -Dae)、北斉553年の河北・元良墓例（7 -Mae)、573年の山東・

崔博墓例（文献228)など。盤は浅いのが特徴（以下、Ｉ類Ａ）。隋607年の安徽・毫県例（文

献91）や隋代の湖南・長沙例（7 －Ｔａ７）は、盤は深目が特徴（以下、Ｉ類Ｂ）。小形豆ｎ類

は隋605～618年の湖北・武漢例(7 -Ua4)。隋代の河北・邪窯からは小形豆Ｉ類Ｂと!I類

（文献367)が出土。１類とｎ類では用いられ方に幾分の差異かあったのか大型豆はＩ類のみ。

Ｉ類Ａは589年の河南・宋君墓例（文献79）、603年の河南・安陽例（文献224)、I類Ｂは隋595

年の山西・梅渕夫婦墓例(7 -Rb?)など。宋君墓例は姿杯IV類Ｂを８個のせた器台だが、隋

584年の山東・徐敏行墓壁画（第10図１）では、椅座する女主人の前に、果物をのせた大型豆

を置いている。

　　　ｂ　貯蔵具・注器（付図８）

扁壷・瓶扁壷は北斉573年の河南・苗梓墓出土姿器（文献308)。前漢晩期に登場するＵ類に

似て下肥れだが丈が高い（以下、Ⅵ類）。隋代の河北・邪窯出土姿器(8 -Uc4)は、西晋代

のIV類に似るが、肩の張りは弱くなる（以下、Ｖ類）。唐代になると、中国北辺部のみの出土

となる。

　瓶は反［］瓶が主流を占める。劉宋450年の江西出土姿器（8 - Aci)や劉宋～南斉の福建・

政和出土姿器（8－Ｂｃｌ）は、後漢中期のエ類の系譜をひこうが、球胴で、口縁端が水平にの

びる点が異なる（以下、II類）。北魏529年の甘粛・張家川出土銅器（文献322)は前漢中期の

Ⅱ類の系譜をひくが、口録か広がり端部で水平にのびる。姿器や陶器は例が多く、古いものは

北魏５世紀代の山西・大同例（文献398)や南斉499年の湖南・長沙例（8－Ebl）で、北斉

565年の河北・呉橋例（文献351)あたりまで存続する。まだ肩の張りが強くなく、丈もやや低

い（以下、ｍ類Ａ）。北魏415年の河北・定県石函出土銀器（文献74）は、舎利容器で小型だが、

Ⅲ類Ａの初現例になろう。北a1522年の洛陽出土陶器（8－lb2）や北斉550年の河北・茄茄公

主墓出土陶器（文献348)は、肩が張り、丈も高くなる初現例（以下、Ⅲ類Ｂ）。562年の山

西・庫飲廻洛墓出土鍍金銅器〔８一Mb3)は口縁を欠くか、反口瓶Ⅲ類Ｂと推測する。北斉後

期の山西・太原出土陶器（文献384)、北周566・588年の河北・崔昂夫婦墓出土ミニチュア銅器

（文献320)もほは同巧。521～589年頃の河北一封氏一族墓出土ミニチュア銅器（文献51）は、

肩が強く張るが短胴で、日本でいう蕉形水瓶にあたる。類は細長くて口縁端が水平にのび、高
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い八字形高台がつくのも特徴（以下、Ⅳ類）。北朝に比定している河北・邪窯出土甕器（8－

Oei)や隋代の河北・邪窯出土盗器（8 -UC3)もⅣ類。北魏６世紀初の河南・龍門石窟の古

陽洞では菩薩がⅣ類らしきものを手のしている（文献46）。

　反口瓶は、日本で王子形水瓶と呼んでいる、長卵形の胴部に細長い頚をもつ新器形が６世紀

に登場する。古いのは、北魏522年の洛陽出土陶器（8－lbl）で、胴部が下肥れでないのか

特徴である（以下、Ｖ類Ａ）。銅器は北斉562年の山西・庫独廻洛墓例（8 -Mbi)や北周

566・588年の河北・崔昂夫婦墓例（文献320）で、前者には宝珠形撮みの笠形合わせ蓋を伴う。

蓋の内面には脱落を防いだり、なかの香水を散水するためにも用いられたらしい２枚の長い板

がつく。測器や陶器の例があり、隋の河北・邪窯出土測器（8－Ｕｃｌ）につづく。下肥れのも

の（以下、Ｖ類Ｂ）もほぼ併存する。Ｖ類Ｂの銅器は、北魏528年の洛陽・元郡墓例（文献78）、

東魏544年の河北・李希宗墓例（文献93）、北周576年の城陽・王徳衡墓例（8 -Oai)、521～

589年の河北・封氏墓例（文献51）。王徳衡墓例は笠形の栓がつき、元部墓例や封氏墓例は頭部

に突線をタガ状にめぐらす。姿器や陶器もあり、古いものは北魏524年の洛陽・孟津墓出土陶

器(8 - I ca)。

　以上のＶ類は、既述したように浅洗Ⅲ類と伴出し、一轍で用いられた可能性が高い。敦煌の

莫高窟第276窟の隋代の壁画（第10図６）をみると、菩薩が手にもつ瓶は、笠形蓋を伴う反口瓶

Ｖ類Ｂのようであり、薬水の入っていたことが知れる。ただし、北斉の山東・臨胸出土画像石

（第９図６）には、反口瓶Ｖ類Ａらしきものに花を挿し込んでおり、花瓶としても用いられたこ

とか知れる。北周579年の西安・安伽墓壁画（第９図６）でもＶ類らしきものに花を挿している。

　直口瓶の系譜をひくものは、北斉562年の庫秋廻洛墓出土鍍金銅器（8 -Mb2)。口縁がやや

外反気味であるのは西晋までの例と異なり、しかも片口状になっている点は特異。注器かもし

れないが、日本の藤井有鄙館所蔵銅器（文献50）は口縁に片口と、有孔の双耳をもち、唐代の

双耳の例からも、投壷の可能性か高いと考える。

　盤口瓶は、ゆるやかに外反した口縁が端部で直に立ち上がるもので、これも新器形。肩が張

り、底にむかって急にすぽまるもの（以下、Ｉ類）と、すぼまりか弱いもの（以下、Ｕ類）と

がある。Ｉ類は、初現が東魏542年の山東・房悦墓出土測器（文献,474)で、隋597年の太原・

解律徹墓出土陶器( 8 - S 32)につづく。Ｕ類Ａは、初現が東魏544年の河北・李希宗墓出土

鍍金銀器（文献93）で、隋592年の西安出土陶器(8 -Ra2)につづく。李希宗例は、宝珠形

撮みの、内被せの笠形の蓋が伴う。小型品。片［］をもつ金製鐙斗IV類Ａ、銀製盤状高足杯など

とともに、円案上に置かれていたもので、中に酒の入っていた可能性を示す。盤口瓶は、細々

ながら晩唐や北宋にも残る。

壷一細類壷・妨　細頻壷は、口縁の外反するＩ類Ａが北魏５世紀代の山西・大同出土陶器（文

献:39S)に残る。北斉565年の河北・呉橋出土銅器（文献351)はＵ類でも頻の短いもの（以下、

Ｕ類Ｃ）。似たものは、隋605年の河北一定県出土銀器（文献411）にある。盤口のⅢ類は、劉

宋447年の浙江・黄岩出土測器（文献213)や南斉～梁の浙江・瑞安出土盗器（8 -GC2)で、

胴は長目だが、口縁端の立ち上がりか弱い（以下、Ⅲ類Ｃ）。Fft586年の安徽・合肥出土姿器

(8-Qbi)、615年の西安一白鹿原出土姿器（文献210）は、胴長で、口縁端の立ち上がりもよ

り強くなる（以下、Ⅲ類Ｄ）。Ⅲ類は以後途絶える。

醍
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　細類壷の新器形は、胴が下肥れになる、いわゆる玉壷春式。初現は、四川一綿陽出土姿器

（8 - Ae2)。盤口であるが、まだ類が太目なのが特徴（以下、IV類Ａ）。年代は東晋早期とみ

るが、伴出した有柄注壷はⅢ類Ｂ、托はＵ類Ａであり、５世紀後半になろう。ほぽ同形は南斉

の広西・恭城出土甕器(8 -Gai)や北斉562年の太原・庫秋廻洛墓出土粗陶（文献221)。後

者はガラス器の模倣とされ、宝珠形撮みの、内被せの笠形蓋が伴う。521～589年頃の河北一封

氏一族墓出土銅器（文献51）もほぼ同巧。F1595年の河北・崔大圏出土陶器(8-Rci)は類

が細くなる（以下、IV類Ｂ）。 610年の西安・姫威墓出土陶器(8 -Tbi)や隋代の河北・邪窯

出土姿器(8 - Uc2)もほぼ同巧。

　球胴壷は、古調のｎ類Ｂが北魏486年頃の寧夏・固原出土銅製明器(8 -Cc2)に唯一残る

が、以後は途絶える。盤口のⅢ類も残る。南斉～梁の浙江・瑞安出土姿器(8-Gc3)は、東

晋代に比して、口縁の立ち上がりか高くなる（以下、Ⅲ類Ｂ）。北斉570年の太原・婁叡墓出土

姿器（文献:347)では、［］縁の立ち上がりかさらに強くなるく以下、Ⅲ類Ｃ）。Ⅲ類は極めて少

ない。唐代には球胴壷はすたれる。

　長胴壷は、あまり変化しないｎ類Ａが北魏485年頃の寧夏・固原出土陶器（文献20）や同じ

頃の山西・大同出土陶器（文献398)、528年の洛陽出土陶器（文献78）、北斉547年の河北・尭

趙夫婦墓出土姿器(8 -Las)、隋591年の安陽出土陶器（文献224)などにある。盤口のＩ類

Ａは劉宋455年の湖北・武漢出土姿器(8 - Ba2)、南斉の福建出土姿器(8 -Ec2)、北周576

年の咸陽一王徳衡墓出土甕器（8 -Oaz)などにある。とくに胴長のⅢ類Ｂは、南斉の江西・

恭城出土姿器(8 -Ga4)、北周576年の険西・独弧蔵墓出土姿器（8 ~0b2)につづく。隋代

の湖南・長沙出土姿器｛文献215)は胴だけでなく、頭も長くなる（以下、Ⅲ類Ｃ）。Ⅲ類Ｃは

初唐に残る。

　妨は、下肥れ11類系統のものが、唯一北魏486年頃の寧夏・固原出土銅製明器（8－Cc3）

にあるか、以後は途絶える。

唾壷東晋代に登場したＵ類Ｂが６世紀前半まで残る。銅器は北魏６世紀前半と推定する洛陽

出土例(8 - J bs)などで、口縁を下に折り曲げた漏斗状の落とし蓋を伴う。姿器や陶器は多

く、劉宋435年の広東・新興出土例（8 -Aa3)以降、梁536年の南京・蕭象墓出土例（文献

382)に及ぶ。北M1576年の咸陽・王徳衡墓出土銅器（8 －Ｏａ３）や隋代の湖北・武漢出土姿器

（8 －Ｕａ５）も１類Ｂ。梁502年の浙江・瑞安出土甕器{8 -Gds)は頚の長い例（以下、ｎ類

Ｃ）。６世紀中頃になると盤口の立ち上がりか強く、顛も長目となる（以下、Ⅲ類）。梁548年

の江蘇・鯖江出土銅器（文献127)、北斉567年の山西・庫政業墓出土銅器（8 -Mb4)、北周

566・588年の河北・崔昂夫婦墓出土銅器（文献320)。盗器では北周578年の陳西・独弧蔵例

（8－Ob3）から、隋586年の西安例（8 -QC2)や595年の山西・梅渕夫婦墓例〔8 -Rb3〕に

及ぶ。落とし蓋に宝珠形撮みをつけるのが通例となる。

繊・豊・場すべて姿器か陶器である。謐は短胴纒Ｉ類が、北魏５世紀の山西・大同例（文献

398)、南斉～梁の浙江・瑞安出土例(8 -Gee)にあるが、次第にすたれる。瑞安例は肩に蓮

弁をめぐらす初現例でもある。６世紀後半に入ると、やや長目の球胴で、肩に４個の環状把手

をもつものが登場する。北周565・583年の映西・王士良墓出土姿器（8－Od4）や隋607年の

安徽一毫県出土姿器（文献91）などで、直口になる（以下、Ｖ類Ａ）。北周578年の険西・独弧

Ｇ
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蔵墓例（文献23）や隋代の湖南・長沙例（文献215)は口緑が盤口のもの（以下、Ｖ類Ｂ）。

　長胴破は、最大径が胴中位あたりにあるＵ類が南斉の福建・圖侯例（文献99）、隋597年の太

原・斟律徹墓例（文献,399)などにある。６世紀に入ると、肩に４個の環状把手をつけた長卵

形のものが登場する。初現は、東11538年の山東・崔混王墓例（8－Kb5）。顎は短い直口で、

内被せの笠形蓋が伴う（以下、Ｖ類Ａ）。同類は隋590年の河南・安陽例(8 - S b3)、615年の

西安・劉世恭墓例（文献210)、隋代の河北・邪窯出土姿器（8 -UC7)など。隋605～618年の

湖北・武漢出土甕器（文献107)は盤口〔以下、Ｖ類Ｂ〕。

　爰は劉宋435年の広東・新興例（文献383)、南斉493年の山東・臨溜例(8 - Das)、北斉553

年の太原・賀抜昌墓例（文献,472)、隋595年の河北・崔大岡墓例（文献198)や610年の西安・

姫威墓例（文献:293)など。

　大口謐は南斉の江西・恭城例（文献98）、梁502年の浙江・瑞安例（文献61）などかある。南

北朝晩期～隋の広東・遂渓からは大口の陶器（S－pb3）が出土。これには盤状の蓋（盤Ｖ類）

が伴う。珍しい例である。

　埋は北魏481年の河北一定県出土ガラス器（8 －Ｃａｌ）。寺院の、おそらく塔基壇中の石函内

から出土したものである。球胴に小さな口をもつもの（以下、lj類）。瓶と呼んでいるか、そ

ぐわないので堀とした。北18529年の甘粛一張家川出土陶器（文献322)、北斉547年の河北・尭

趙夫婦墓出土軸陶(8 -La4)や隋608年の西安・李静訓墓出土ガラス器（文献５）は、肩の

張った長胴に小さな口をもつ（以下、Ⅲ類Ａ）。前者二者は、両肩下に環状把手をもつ。隋592

年の西安出土陶器（文献２）は肩の張りが弱い（以下、Ⅲ類Ｂ）。隋608年の西安・李静訓墓出

土ガラス器（文献５）は、口緑が袋状の特異なもので、体部が下肥れ（以下、Ⅳ類）。

塊壷　錐壷は、例が少なく、北周576年の咸陽一王徳衡墓出土銅器(8 - Oae)、|E1608年の西

安・李静訓墓出土銅器（文献５）がある程度。ともに明器。王徳衡墓例は曲折する柄が高く、

先端を龍頭形につくるく以下、Ｖ類）。類例は610年の湖南・道氏墓出土姿器｛文献337)。李静

lll墓例は前漢代のＩ類の復古品とも思われるものだが、把手か中実で長く、しかも蝶番で折り

たたむよう工夫したもの、先端も宝珠形にするく以下、Ⅵ類）。

有柄壷・有柄注壷有柄壷は、盤口の壷や瓶に長い環状把手をつけたもの。いずれも姿器か陶

器。初現は北魏508年の大同・元淑墓例（文献375)のようで、胴長だがまだ太目（以下、Ⅲ類

Ｂ）。516年の洛陽・宣武帝景陵例（文献166)は胴が細長くなる（以下、Ⅲ類Ｃ）。把手の上端

は龍頭につくる。東魏537年の河北・高雅夫婦墓例（8 －Ｋａ４）や北斉547年の河北・尭趙夫婦

墓例(8 -Lae)などもほぼ同巧。隋595年の山西・梅渕夫婦墓例(8 -Rb4)は体部が長卵形

く以下、Ⅲ類Ｄ）。隋608年の西安・李静訓墓ｌ土姿器には有柄壷Ⅲ類Ｂを２個連結したものも

出土している（文献５）。双胴だが、口顛は１個（以下、双柄壷Ｉ類）。

　有柄注壷は盤口のⅢ類が盛行する。いずれも姿器か陶器、東晋晩期に登場したⅢ類Ｂは、劉

宋435年の広東・新興例（８ －Ａａ､）や447年の浙江・黄岩例（８－Ａ伺に残る。後者は把手

の上端を龍頭につくる。南斉493年の山東・臨溜例（８－ｌａ､）は胴長となる（以下、Ｉ類Ｃ）。

同巧品は北魏516年の河南・宣武帝景陵例( 8 - I ae)、北斉567年の太原・庫秋業墓例（文献

471)、北斉570年の太原・婁叡墓例（文献347)、隋605～618年の湖北・武漢例（8 -Uae)な

どがある。
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11 南北朝～隋

　片口をもつ有柄注壷は北周567年の寧夏・李賢夫婦墓出土鍍金銀器( 8 - Nas)。胴は下肥れ

だが痩身で、脚は高く中程に太い突帯をめぐらすのが特徴（以下、Ⅳ類Ｃ）。ワイン用だろう。

器表を飾る人物像などからササン朝ペルシャ産とみている。IV類は唐代に入ると盛行する。

　以上の他に特殊なものとして、二重口緑耀が、南斉頃の江西・恭城出土姿器（文献98）、倉

が北魏532年の洛陽・孟津出土陶器（文献415)、北斉553年の山西・賀抜昌墓出土陶器（文献

472)、隋610年の西安・姫威墓出土陶器（文献293)や615年の西安・劉世恭墓出土陶器（文献

210)に残る。

　　　　ｃ　煮沸具（付図８）

鍋鍋は、口縁下がくぴれるｌ類Ｂが南朝中・晩期の江西出土盗器（文献165)、これに環状把

手をつけたＵ類Ｃが南朝中・晩期の貴州・平垠出土銅器く8 - Pa4)、そして口縁端に方形把

手をつけたⅢ類Ｂが南斉～梁間の四川・綿陽出土銅器（8－Gb7）にある。いずれも中国南半

部での地域色を示す。Ⅲ類は唐代になると新たな展開をみせる。

釜・甑・鍍　釜・甑は若干の明器かある程度で、実態が不明。北魏486年頃の寧夏・固原出土

銅器（8 - CC5)も明器で、銅竃に釜・甑を置く。釜は球胴釜Ｕ類のようで、甑はＵ類Ｄ。北

周576年の咸陽一王徳衡幕出土銅製明器（8 －Ｏａ４）は球胴釜ｎ類Ｂ。甑は底に大孔１個を穿

ったもの（以下、Ｖ類）。529年の甘粛・張家川出土銅器｛文献322)も明器で、ほぼ同巧。

　麹は中国北辺部の地域色。前・北燕からのIV類は、北魏５世紀末とみる山西・大同出土銅

器C8 -Ce4)や北魏晩期とみる内蒙古出土金属器（文献490)に残る。北斉567年の太原・庫

秋業墓出土銅器（8 -MC7)や北周569年の寧夏・李賢夫婦墓出土銅器(8 - Oas)は、後漢代

のⅢ類の系譜をひくが、提梁のもあり、高台もやや大きくなる（以下、Ｖ類）。北周576年の咸

陽一王徳衡墓出土銅器（文献23）は、高台にかえて三脚を付す特異例。鎧は、隋代の例は知

らないが、唐代の提梁峰につながるようである。

樵斗　鐙斗は銅器か多い。西晋代からのＵ類は、北魏５世紀前半頃の遼寧・錦州例（文献139)、

北燕からのⅢ類Ａは北魏485年頃とみる寧夏・固原例(8-Cc5)に残る。北周578・582年の

武帝孝陵例（8－Oc5）は、以前の例と異なって、把手の基部を口録に接してつけたもの（以

下、Ⅲ類Ｂ）。錐斗の主流となるのは、口縁に片口を、把手と直角につけたもので、口縁か二

段、把手は中実の長いもので、基部近くで曲折、頭部を宝珠形につくるのか基本（以下、IV類

Ａ）。初現は、劉宋431年の江西・大余出土例（文献135)のようである。図示できるのは南斉

～梁間の四川・綿陽例(8-Gb8)や南朝中・晩期頃の貴州平唄出土器C8 -Pas)だが、隋

608年の西安・李静訓墓例（文献５）まで各時代の銅器がある。なお、北魏486年頃の寧夏・固

原出土銅器（8－Ｃｃ７）は、把手の基部と口縁の間に補強材をいれたもの（以下、Ⅳ類Ｂ）。

Ｕ類Ｂと共通し、中国北半部の地域色を示す。

　片口をもつ倦斗IV類の盛行は、錐斗Ⅱ・Ⅲ類と億壷の衰退と表裏をなし、鍋と注器の機能

を兼ね備えた工夫と考えられよう。

　　　ｄ　雑器（付図８）

髪斗腱斗はいずれも銅器である。北魏479年銘の銅器（文献41）は、蝶番で透かし彫りのあ
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る蓋をつけ、しかも把手を差し込んで固定するスタンドが伴う初出例である。把手からすると、

古式のＩ類のようである。だか、類例に乏しい。北周569年の寧夏一李賢夫婦墓例（8－Ｎａ７）

や565・583年の西安・王士良夫婦墓例{S -Ode)は、把手の頭を宝珠形につくるのか特徴

（以下、IV類）。

仙北周576年の咸陽・王徳衡墓出土銅製明器（8 －Ｏａ７）は、Ｕ類Ａに近いが平底である。五

脚で、五個の環耳がつくのも新しい特徴である（以下、Ⅲ類Ａ）。隋595年の安陽・張君墓出土

甕器（文献57）も、この系統をひくが、三脚で三環耳である（以下、Ⅲ類Ｂ）。他方、南北朝

に入ると、口径が10～20c。と比較的小型で、深目のものが登場する。碗状を呈するもの（以下、

IV類Ａ）、体部がほぽ直立するもの（以下、IV類Ｂ）、鼎を模したもの（以下、Ｖ類）などかあ

る。多くは盗器。下盤を伴うのか基本で、櫨と下盤を共造りにしたものもある。IV類Ａの初出

は、劉宋435年の広東・新興例（8－Ａａ５･Aa6)で、畿分か変化しなから隋代の湖南・長沙例

〔8 - Ubs)に及ぶ。Ⅳ類Ｂは梁～南斉の福建・政和例く8 -BC7)や南斉の広西・恭城例

(8 - Ca9)。Ｖ類は、隋608年の西安・季静訓出土銀器（文献５）だが、測器は北斉550年の河

北・茄姦公主墓例（文献348)が古く、隋595年の河南・張君墓例（文献57）もある。Ⅲ類Ａは

日本の正倉院の白石製火舎につながる。IV・Ｖ類も薫慧として用いられた可能性がある。

燈豆燈はＩ類の系統が、５世紀前半の遼寧・錦州出土銅器（8－Cd8）にあるか、脚下半を

雁足につくる点は漢の復古か（以下、Ｉ類Ｃ）。１類は以後途絶える。Ⅲ類Ａの系譜をひくも

のか、北魏524年の洛陽・孟津出土陶器(8 - I cs)にある。油皿は深く杯状になる。脚が細

く、下盤も平板である（以下、Ｉ類Ｂ）。東魏537年の河北・高雅夫婦墓出土銅器（8－Ｋａ６）

はⅢ類Ｂの脚を低くしたもの（以下、Ⅲ類Ｃ）。劉宋～南斉の福建・政和出土盗器（8－Ｂｃ８）

も脚が低く、杯状となる。南朝ではこの種の姿燈が多い。北斉570年の山西・婁叡墓出土姿器

（8 -Nbs)は、高足杯と下盤とを共造りにしたようなもの（以下、Ｉ類Ｄ）。北魏516年の河

南・仮師出土姿器（文献147)は、遣燈Ⅳ類と共通し、この遺と台とも共造りにしたようであ

る（以下、IV類）。隋代の湖南・長沙出土姿器(8-Ub9)はⅣ類を低くし、脚中央に太い突

帯をめぐらした新型式（以下、Ｖ類Ａ）。Ｖ類は唐代に盛行する。

　－燈は、低目の新器形が登場する。北斉562年の山西・庫秋廻洛墓出土銅器（8 －Mb3）。高

台の高い燈台に、体部が丸味をもつやや深目の鳶燈をおく（以下、Ｉ類Ａ）。出土時には銅瓶

を燈羞上においていた。PS595年の山西・梅渕夫婦墓出土測器<8 -Rb5)は、燈台の中空柱

が高くなったもの（以下、Ⅲ類Ｂ）。伴出した他の１例は、丈の特に高いもので、中空柱に蝋

燭を差し込んだと推定されている鳶（以下、蝋燭燈割と、燈台とを別造りにしたもの。586

年の西安出土姿器(8 -Qc6)もほぽ同巧。蝋燭を立てている姿器は、|fg595年の河南・張盛

墓（文献57）から出土している。燈台の中空柱が高いⅣ類の系譜をひくものは、燈蓋が半球状

の杯形になる（以下、Ⅳ類）。古いのは北魏522年の洛陽出土ｌ器（8－lb7）で、528年の洛

陽・元部墓出土測器（文献78）もほぽ同巧。北斉570年の山西・婁叡墓出土盗器（文献;347)は

蓮弁などを飾るもの。北斉567年の山西・庫秋業墓出土盗器（文献471)も高いものだが、燈－

は体部が外傾して反る新器形〔以下、Ｖ類〕。

　なお、F≪586年の安徽・合肥墓出土盗器（文献89）は、杯IV類Ａだが、壁血に置き、単独で

燈－として使用していたことが明かである。
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　ｉ　初・盛唐

　ａ　供膳具・水器附図９）

初・盛唐

飲器高足杯は新器形が登場する。８世紀中頃に埋納された西安・何家村（長安城興化坊）埋

蔵坑出土鍍金銀・銀器、同じ頃の西安・沙壌村（長安城春明門付近）出土鍍金銀・銀器が代表

例である。北魏５世紀後半に出現した｜類の系譜をひき、杯は細身だが丸底で、脚も高くなる

ものく以下、Ⅵ類）と、口縁が外反して伸びる皿状の身に、高足がつくもの（以下、Ⅶ類）と

がある。

　新器形のVI類は、何家村例{9-Ti)や沙壌村例（9 -Uai)で、脚に太目の突帯、杯の口

縁下に細い突帯をもつVI類の典型例である。（以下、VI類Ｃ）。741年の河南・慶山寺塔地宮出

土鍍金銀器(9 -Sai)もほぼ同巧。何家村・沙披村例は、狩猟文を飾り、７世紀後半とする

見解がある（文献16・488)。日本の奈良・興福寺出土例からみて、Ⅵ類Ｃはすでに720年頃に

存在したことは確かであり、７世紀後半に遡る可能性は十分にある。金属器以外だと、初唐頃

の広東・英徳出土粗陶（9 －Ａａｌ）や、早期の湖南・長沙出土陶器く9－DbI）が古い例であ

る。前者は脚や杯部に突帯がなく（以下、Ⅵ類Ａ）、後者は脚に太い突帯があるが、口縁下に

突帯がない（以下、Ⅵ類Ｂ）。Ⅵ類Ｂは、則天武后期、すなわち７世紀末～８世紀初の河南・

常義出土三彩（9－Lbl）まで残る。VI類は８世紀後半以後の確かな例がない。630年の映

西一李寿壁画墓（第11図１）の女人か手にするのはⅥ類であろうが、Ａ～Ｃ種のいずれかは確

定できない。他に米国・フリアー美術館蔵銀器〔9 -Wdi)は、VI類Ｃに似るが、口緑端を花

弁状につくる（以下、Ⅵ類Ｄ）。中国での確実な出土例はないか、中一晩唐に盛行する高足杯

Ⅷ・IX類の祖型になる可能性があるので敢えて取り上げた。Ⅵ類Ｄの年代は、脚の中程に太い

突帯があり、狩猟文も飾ることから、８世紀中頃までに納まると考えている（文献488)。

　新器形のⅦ類の一つは、初唐とみる安徽一郎渓出土銀器（９一Nci)で、杯の腰に稜がある

（以下、Ⅶ類Ｂ）。後述の何家村出土の把手付杯Ⅶ類Ｂに似ており、初唐でも新しく７世紀末頃

になるのではと推測する。８世紀中頃の西安・沙披村出土鍍金銀器は、杯を輪花状につくる。

脚一杯ともに突帯がない浅目のⅦ類C (9-Ua3･Ua4)と、脚に太い突帯をもつ深目のⅦ類

D C9 - Uas)である。ほぼ同時期の西安・韓森泰出土鍍金銀器（9 -Va2)は、杯の腰に稜

があるVU類Ｅ。日本の奈良・興福寺出土品から見て、Ⅶ類Ｅは720年頃に存在したことが確か

である。金属器以外では、初唐の河北・邪窯出土姿器(9 - Dcz)がある。Ⅶ類Ｃに似るが、

杯身は輪花ではなく、円形（以下、Ⅶ類Ａ）。同類は、中唐とみる河北・邪窯出土姿器（11－

Eei)にあるか、これを除くと、８世紀後半以降の確実な例はない。Ⅵ・Ⅶ類はササン朝ペル

シヤなどからの影響と見ている（文献95・488・501）。

　高足杯は他に、杯部が内弩気味のIV類Ｂの系譜をひくものか667年の映西・段伯陽出土姿器

（文献29S)、杯部が口録でわずかに外反する浅目のＶ類Ｃが、初唐の河北・鄙窯出土姿器（文

献:367)にあるか、ともに以後にはつづかない。前者は、蓮弁や円・方文を半浮彫にしており、
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ガラス器の模倣と推測する（以下、!V類Ｃ）。

　把手付杯も新器形になる。697年の西安・姚元陵墓出土銀器{9 - La2)は、体部が反り、

下腰に稜がつく細身のもの（以下、VI類Ａ）。８世紀中頃に埋納された西安・何家村出土金器

（９－Ｔ２）や沙植村出土銀器（文献302)もほぽ同巧。他の沙植村出土銀器( 9 - Ua2)は浅目

で口録か開くもの（以下、Ⅵ類Ｂ）。Ⅵ類は、中唐とみる河北・邪窯出土姿器(Il-Ee2)に

Ⅵ類Ａがあるのを除くと、８世紀後半以降の確実な例がない。８世紀中頃の何家村出土金器

(9 - T3)は八稜形であるのか特徴〔以下、Ⅶ類Ａ〕。各面に中国官人風の人物像などを半立

体的にあらわす。７世紀の伝世品とする見解もある（文献16・501)。後述する高台付杯Ⅶ類の

存在から、８世紀初に存在したことはほぼ確かといえる。唐草文を線表現する西安・韓森泰出

土鍍金銀器（9 - Vai)は８世紀中頃。何家村出土銀器（９－Ｔ４）は、やや浅目で八花形につ

くる（以下、Ⅶ類Ｂ）。以後の、Ⅶ類の確実な例はない。Ⅶ類はササン朝ペルシャなどからの

影響とみている（文献95・501)。

　金属器以外の新器形は、684年の湖北・李徽墓出土三彩( 9 - J a2)や、７世紀末～８世紀

中頃とみる西安出土交胎陶器く文献２〕。前者は杯が筒状だが、口縁で反るもの（以下、IV類）、

後者は腰が丸味をもち、口録で反る杯に把手をつけたもの（以下、Ｖ類）。741年の河南・慶山

寺塔地宮の壁画く第12図４）には、僧がＶ類らしきものを手に持っている。Ⅳ・Ｖ類ともに以

後にはつづかない。

　把手付壷形杯は、遼寧・李家営子出土銀器である（9 -Hai)。壷形だが、口縁が外反する

ものである（以下、Ⅲ類）。年代は、決め手に欠けるが、618～683年に比定する人もいる（文

献16）。類品は８世紀中頃以前とみる西安・興化坊出土銀器（文献499)にもある。西域のング

ド人壁画（文献421)も同類で、把手をつかんで飲もうとする様子がうかがえる。中唐ではす

たれる。

　楕円長杯は、上述の遼寧・李家営子から出土した銀器（文献95）がある。以後の例はない。

曲長杯は、格好の出土例はないが、中唐では盛行しており、初・盛唐にも用いられた可能性は

ある。日本・白鶴美術館蔵鍍金銀器(9 - H b 2)は、唐７世紀後半に比定している。典型的

な八曲長杯（以下、Ⅱ類Ａ）であり、日本の正倉院例とも類似する。角杯は684年の湖北・李

徽墓出土三彩C 9 - J ai)がある。630年の浹西・李寿墓壁画（第11図２）では右手に角杯、

左手に提梁綴をもつ。８世紀中頃に埋納された西安・何家村出土例は瑞瑠製角杯である（文献

310)。ただし、以後の例はない。耳杯は、８世紀中頃に埋納された西安・何家村出土銀器（文

献16）がある。口縁が反るものである（以下、IV類）。耳杯は極めて稀で、以後の出土は知ら

ない。

杯・碗・鉢杯は、金属製品が少ないが、708年の河南・李文寂夫婦墓出土鉛製明器（9－N

b2）はその一つ。高台付杯Ⅳ類のうちでも、高さか口径を超える究極の一品である（以下、IV

類Ｄ）。同墓では浅い高台付杯Ⅲ類の鉛製明器(9 -Nb3)も出土している。高台付杯Ⅲ類は、

初唐の湖南・長沙出土姿器（９－Ｄｂ４）、７世紀末～８世紀初の河南・掌県出土三彩（文献435)、

やや高目の高台付杯IV類Ｂは初唐初頃の広東・英徳出土軸陶（文献64）、高さが口径に近くな

ったⅣ類Ｃは則天武后期７世紀末～８世紀初の河南・掌義出土例(9 -Lb3)まで残る。７世

紀中頃の湖南・長沙出土姿器（9－Db3）、652・654年の四川・再仁才墓例（9 -Eai)や上述

認
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の零義出土の他の例（文献235)は、IV類Ｄに似て、口縁が外反するもの（以下、IV類Ｅ）。

741年の河南・慶山寺塔地宮出土姿器（9－Sa2）は、口縁か外反するが、丈が低い（以下、

IV類Ｆ）。既述したように、７世紀後半～８世紀前半の壁画（第II図８、文献56・385)をみる

と、盤上に杯Ⅲ類やIV類らしきものをのせて運んでおり、飲器と推測できる。体部がやや内湾

気味に開く高台付杯Ｖ類は、638年の湖北・楊氏墓出土姿器（9 - Ca5)にあるが、浅目であ

る（以下、Ｖ類Ｂ）。666年の寧夏・史鉄棒墓出土陶器〔9 -Fb2)や724年の西安・于隠一族

墓出土陶器（文献424)のように、さらに浅いもの（以下、Ｖ類Ｃ）もある。後者は燈－とし

ている。741年の広東・張九齢墓出土種陶(9 -Rc6上）は高台付碗Ⅵ類Ｃの小型品（以下、

高台付杯Ⅵ類Ｃ）。 708年の映西・章洵墓出土銀器（文献259)は、既述した把手付杯Ⅵ類Ａの

把手のないもの（以下、Ⅶ類）。763年の湖南・鄭府君墓では、体部が直線的に開く浅目の高台

付の姿器（9 -Wb2)も出土している（以下、Ⅷ類）。この系統は中唐につづく。718年の河

南・李刑墓出土滑石器〔9－Pbl〕や733年の西安一章美美墓出土三彩(9-Qb2)は、後述

する稜碗Ⅲ類と同形だが、小型なので杯とした（以下、稜杯Ⅲ類）。

　他に、新器形としては、668年の西安一季爽墓出土ガラス花形杯（文献291)、669・670年の

寧夏・詞耽夫婦墓ガラス花形杯（9－Ｇａｌ）がある。浅目の六花形で平底（以下、花形杯Ｉ類）。

684年の湖北・李徽墓出土三彩（9－Ja3）は方形の花形杯（以下、花形杯ｎ類）。西安西郊出

土鍍金銀器(9 -F・）は高台付の八花形。韓偉編年第一期(618年～683年）。碗と呼んでい

るか、小形であり、杯に含める（以下、花形杯Ⅲ類）。

　平底杯はⅢ類が684年の湖北・李徽墓出土陶器(9- Ja4)、丸底杯はIV類が697年西安・姚

元放墓出土銅器(9 -La5)や741年の河南・慶山寺塔地宮出土鍍金銀器(9 - Sas)に残る。

丸・平底杯の新器形は、体部が丸みをもって立上ったのち外反するもの（以下、Ⅶ類Ａ）。丸

底では８世紀中頃の西安・何家村銀器（文献16）、平底では７世紀～8世紀中頃の西安出土銅器

（9 －Mb6）や江蘇・鎮江出土銅器（9 -Wea)がある。陶・測器だと、体都の外傾が強い

（以下、Ⅶ類Ｂ）。丸底は731年の河南・鄭夫人墓例(9 -Qas)、平底は741年の広東一張九齢

墓例(9 -Rc3)。

　碗のうち、丸底碗はやや深目のIV類が前期の湖南・長沙出土銅器（文献296)、浅目のＶ類Ｂ

が625年の浙江・衝州出土銅器(9 -Bbs)に残る。長沙例は器表に多数の沈線、衝州例は口

縁近くに２本の沈線をめぐらせる。長沙例は、口径16.7～18.5c・、高さ7.5～8.5c・の３点があり、

入子になっていた可能性かあり、銅匙も伴出。新器形は、８世紀中頃の西安・何家村出土銀器

（文献16）で、口緑か丸味をもって立ち上がったのちわずかに外反（以下、Ⅶ類）。体部に三葉

文を飾る特殊品。韓偉（文献16）は、第一期く618～683年）に比定（以下、韓偉編年と略す）。

　平底碗は、口縁がわずかに外反する浅目のものか登場する。741年の河南・慶山寺塔地宮出

土姿器（9－Sa6）などである。姿器のＶ類が、620年の洛陽・裴氏墓から出土している

(9-Ba4)。

　高台付碗は、体部が丸味をもってほぼ直に立ち上がるⅣ類が初唐に残るが、以後はすたれる。

いずれも測器で、638年の湖北一楊氏墓例（9 －Ｃａ７）がほぼ最終資科。新器形は８世紀中頃

の西安・何家村出土銀器（９－Ｔ８）で、浅い平底碗に高台をつけたもの（以下、Ｉ類Ｄ）。口

縁内唇が肥厚するのも特徴。韓偉編年では第一期(618～683年）。体部が外傾して口縁で外反

卯
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するⅥ類は、初唐の湖南・長沙出土姿器く9－Db8）や661年の広東・許夫人墓出土姿器

( 9 - Ec6)で、浅目だが、外傾が強くなる。（以下、Ⅵ類B) 696年の西安・温思昧墓出土姿

器（9－Kb5）は、さらに浅目になる（以下、Ⅵ類Ｂ）。741年の広東・張九齢墓出土粕陶

(9 - Rc6中）もほは同巧。

　高台付碗の新しい金属器の一群は、８世紀中頃に埋納された西安・何家村出土品。Ⅵ類に近

いが体部が立ち気味で、［］縁の反りも強い（以下、Ⅶ類）。Ａ～Ｃの３種がある。Ⅶ類Ａは金

器（９－Ｔ９）と鍍金銀器く9 －Tll）で、体部が外傾気味で、反りも弱い。後者には新式であ

る外被せの輪状撮みの笠形蓋が伴う。Ⅵ類Ｂは鍍金銀器（9 －Tlo）で、体部が立ち、口縁の

外反も強い。小型であり、杯とすべきか。VI類Ｃは鍍金銀器（9 －T12）で、Ⅵ類Ｂより深く、

輪状撮みの笠形蓋が伴う。これらのうち、Ⅵ類Ａの金器〔9 -Ts)とⅥ類Ｂの鍍金銀器

（9 -Tio)は、体部に蓮弁などを表し、韓偉編年では第一期(618～683年）。ただし、発器で

みると、741年の河南・慶山寺塔地宮出土姿器（9－Sa7）はⅦ類Ａ、750年の河南・鄭丿秀墓出

土姿器(9 -V4・Ｖ５）は・類Ｂで、何家村例はいずれも８世紀中頃とみていいであろう。Ⅶ

類の典型例は以後にない。姿器では、口縁端まで直線的に開くものく以下、Ⅷ類）がある。

750年の河南・鄭璃墓例（文献9）、756年の河南・賓承家墓例（9 -Wb4)などのように８世

紀中頃に多い。

　高台付碗の他の新器形は、体部の腰に稜がある稜碗と花形の花碗。後者は少量の金属器が南

北朝晩期頃には登場しているが、一時的で、出土例が多くなるのは７世紀後半～８世紀初あた

りからである。稜碗の金属器は、732年の西安出土鍍金銅器（文献24）と８世紀中頃の西安・

沙披村出土銀器（9 －Ｕａ７）。732年の西安例は、円形で口縁の反りが強い（以下、稜碗Ⅲ類）。

類例は741年の広東・張九齢墓出土滑石器(9-RC5)。沙被村例は口録か強く反り、しかも花

形でもある（以下、稜碗IV類）。円形の稜碗で古いのは７世紀末～８世紀初の河南・翠義出土

姿器で２種かある。１例（9 -Ma7)は口縁の反りがやや弱いもの（以下、稜碗Ⅱ類）、他の

１例（9 －Ｍａ８）はＵ類の丈を高くしたもの（以下、稜碗Ｉ類）。706年の険西・永泰公主墓出

土三彩（文献,300)はｎ類のようである。718年の西安出土姿器（文献31）や738年の河南・王

仁波墓出土姿器（9－Rb4）はＩ類に似るが浅目のもの（以下、稜碗Ｖ類）。以後は、中唐と

見る河北・邪窯出土姿器(11-Ees)に稜碗Ⅲ類がある程度。

　花碗は、南北朝晩期～隋のＩ類Ａの系譜をひくものか、８世紀中頃の西安・沙披村出土銀器

（9 －Ｕａ６）にある。花弁が口録に及んでいない点や脚がほぽ直である点が異なる（以下、花

碗ｎ類）。年代は韓偉編年第一期(618～683年）である。伝洛陽出土銀器（文献263)はＩ類か

らｎ類への過渡的要素をもち、７世紀に比定している。他に、丈が高い高台付花碗（以下、花

碗Ⅲ類）が盛唐の河南・伊川出土三彩（文献126)にある。外面全体を粟粒文で飾るのも特徴。

　鉢は、古式の平底鉢Ⅲ類の系統か666年の寧夏・史鉄棒墓出土陶器（9－Fb7）、隋代に登場

した高台付IV類が初唐の河北・邪窯出土姿器（文献367)に残る。主流は高台を省略した銅器

（以下、平底鉢Ｖ類Ｂ）。 709年の河南・李延禎墓例（文献116)や同年の河南一李嗣本墓例

{9-Pas)、733年の西安・卓美美墓例(9 - Qbs)、738年の李景由墓例（9－Ｒａ７）などであ

る。古いのは早期の安徽・繁昌出土姿器〔文献205)で、やや浅目である（以下、Ｖ類Ａ）。中

唐にもつづく。

刀
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　鉢の新器形は、体部が外傾したのち外反する深目の高台付。664年の映西・鄭仁泰墓出土測

器（9－Ｆａ４）は花弁らしきものを表現（以下、Ⅵ類Ａ）、675年の恭陵哀皇后墓出土測器

( 9 - I 34)は体節に段をつけるもの（以下、Ⅵ類Ｂ）。741年の広東・張九齢墓出土軸陶

(9 -Rc6下）は、高台付碗Ⅵ類Ｃを大きくしたもの（以下、VI類Ｃ）。641年の江西・興安出

土銅器(9 -Cc9)、709年の河南・李禎延出土銅器（9－Ob3）や同年の河南・李嗣本墓出土

銅器{9 -Pa4)は、丸底風の浅いもの。浅洗Ⅳ類に似るがやや小型で、［］縁が直であること

から浅い鉢とした（以下、VI類）。

　飲器らしい特殊な小型の丸底鉢IV類Ｂは、初唐頃の広東・英徳出土和陶器（9 -Aa2)に残

るか、以後は途絶える。

鉄鉢形・孟鉄鉢形は、金属器の好例かないか、黒軸陶器が参考となる。７世紀末～８世紀初

の西安出土例（文献２）や741年の河南・慶山寺塔地宮出土例( 9 - S 39)は底がやや尖り気

味（以下、Ⅲ類）。765年の洛陽・神会墓出土例（9 －Ｗｃ６）は尖底なのが特徴（以下、IV類）。

　孟は６世紀以来のIV類Ａが盛行する。高台の付くものはないようである。 673年の遼寧・左

才夫婦墓出土銅器(9 -Gcs)が典型だが、甕器では655年の寧夏自治区・史道洛墓例（9－

Eb8)や689年の山西・崔撃墓例( 9 - J b5)などのように深目で蓋を伴うもの、678年の寧

夏・史遺洛墓出土例(9 - 1 bs)のように平底のものなどバラエティに富む。河南・鄭州出土

三彩（９一ｖd6）はIV類Ａの系譜をひくが、底が尖り気味となる（以下、Ⅳ類Ｂ）。盛唐とす

るが、鉄鉢形との比較から、８世紀中頃になろう。隋代に登場する特に深目のＶ類Ａは、初唐

の湖南・長沙出土測器(9 -Dbi､）。708年の河南・李文寂夫婦墓出土鉛製明器（9－Nb6）は

内弩が強いもの（以下、Ｖ類Ｂ）。Ｖ類は以後途絶える。

魁魁は738年の河南・李景由墓出土銀器(9 -Ras)。把手はほぼ水平で、把頭を二又につく

る（以下、Ⅲ類）。ほぼ同巧の金器（９一T14)が８世紀中頃の西安・何家村から出土。三脚が

つく（以下、Ⅳ類）。鍋と考えている。食べ物をいれた魁を、直接火で温めることもしたと理

解する。IV類の測器は、733年の西安一章美美墓例(9 - Qbe)などにあるか、８世紀後半か

らはすたれる。

盤・托・参大盤は、Ｖ類Ａ（円案）の出土例が見当たらなくなる。 671年頃の福建・泉州出

土測器（文献118)、7世紀末～８世紀初頭の河南・零義出土三彩（9 －Ｍａ９）は、VI類だが、

高台がつき、盤もやや深目となる（以下、Ⅵ類Ｃ）。上に小盤と杯、あるいは７個の杯をのせ

ている。706年の映西・諮徳太子墓壁画（第11図11）では、女人が大きな盤に果物か菓子らし

きものを盛っており、大盤が食器であったことも示す。以後の例はない。

　大盤の新器形は、三脚を伴うもので、脚下端が勾状に反り上がるのが特徴。744年の遼寧・

韓貞墓出土銅器（文献82）が初現のようである。口縁が外折し、やや深目なのか特徴（以下、

三脚円盤）。同墓ではほぼ同巧の中盤も出土。金属器以外でみると、728年の河南・零義出土三

彩（文献275）が古い。この上には高台付の自彊杯IV類Ａらしきものを９個のせており、器台

としても使用されたことがわかる。報告では飲荼器とみている。天宝年間(742～755年）の西

安・韓森秦（慶徳宮）出土鍍金銀器（文献16・294・501)や西安・八府庄（大明宮東苑付近）

出土鍍金銀器（9－Ub8）は、浅い花形で、口緑か外折して水平にのぴるのが特徴（以下、三

脚花盤）。このうち韓森秦例は八花形で、花弁端が尖る稜花形（以下、三脚花盤Ⅲ類Ａ）。内底

カ
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に鳳凰に似た鸞鳥を飾る。河北・寛城出土鍍金銀器（9－ｖb7）もほは同巧だが、六稜花形で、

内底に日本の正倉院例と似た大角鹿を飾る。年代も前二者と近いと推測する。八府庄例は、六

花形で、花弁端か円形く以下、三脚花盤ll類Ｂ）。以後は三脚を伴わない花盤が主となる。な

お、630年の映西・李寿墓壁画〔第11図４〕や706年の険西・健徳太子墓壁画（第11図９）には、

女人か比較的大きな花盤らしきものを両手に奉げ持っている。

　中盤はＶ類Ａが初唐頃の広東・英徳出土粕陶（9 - Aa3)に残る。666年の寧夏・史鉄棒出

土鉛器（文献29）や669・670年の寧夏一河耽夫婦墓出土鉛器(9 -Ga2)は、明器だが、Ｖ

類のおそらく中盤と推測される。山西・祖仁墓出土三彩〔文献60〕は、横長で、両端を花形

につくる特殊品（以下、花形長盤１類）。初唐とするか、伴出した瓶から、７世紀末～８世紀

初と推測する。三脚円盤は、上述した744年の遼寧・韓貞墓出土銅器（文献82）がある。745

年の西安・宋氏墓（文献54）では三脚円盤と三脚花盤の鉛製明器を伴出。741年の河南・慶

山寺塔地宮出土三彩( 9 - Saio)もほぽ同巧の三脚円盤。三脚盤は以後の例がなさそうであ

る。

　小盤は、古式のⅥ類Ａが、661年の広東・許夫人墓出土姿器(9 -Ec3)や741年の広東・張

九齢墓出土陶器(9 -Rc2)に残る。高台付のⅥ類Ｂの系統をひくのは、遼寧・散漢旗出土鍍

金銀器（9 -Ha3)だが、高台はやや高く八字状になる（以下、Ⅵ類Ｃ）。内底に虎らしき動

物を飾る。ササン朝ペルシャの影響をうけたもので、年代は618～683年に比定している（文献

16など）。652・654年の四川一再仁才墓出土姿器(9 - Ea4)はそのⅥ類Ｃを模したものであ

ろう。新器形は、体部か丸味をもって立ち上がる738年年の河南・王仁波墓出土甕器（9－R

bl）である（以下、Ⅶ類Ａ）。盛唐早期とみる河南・鄭州出土姿器（９ －Ｏｃ２）、７世紀末～８

世紀初の河庸・輦義出土発器（９－Ｌｂ､）や708年の河南・李文寂夫婦墓出土鉛製明器く9－

Nb4)や750年の河南・都鳥夫婦墓出土銅器(9 - Vc5)は口縁のやや外反する（以下、Ⅶ類

B) 741年の河南一慶山寺地宮出土三彩(9 -Sa3・Sa､）は体部が開き気味（以下、Ⅶ類Ｃ）。

金属製品の新器形は、脚かない平底の花形の盤（以下、花盤）。664年の険西・鄭仁泰墓出土銅

器（文献312)や寧夏・史鉄棒出土銅製明器（9－Fb5）が初出のようである。ともに口縁は

直立するのが特徴で、前者は六稜花形（以下、花盤Ｉ類Ａ）、後者は六花形（以下、花盤工類

Ｂ）。後者と同類は708年の河南・李文寂夫婦墓出土鉛製明器(9 -Nbs)。Ｉ類の鉛製明器は

742年頃の西安出土例（文献272)にもある。８世紀中頃に埋納された西安・何家村では八花形

銀器（９－Ｔ５・Ｔ６）や桃形銀器などがあり、内底に鳳凰や熊などを飾る。体部が外傾したの

ち、口縁で短く外折するのが特徴（以下、花盤Ｉ類）。三脚円盤は７世紀末～８世紀初の西安

出土交胎軸陶（文献２）がある。

　托は好例がない。７世紀後半～８世紀前半の壁画（第11図8、文献56・385)をみると、杯Ⅳ

類らしきものを下盤にのせて運ぶ様子がうかがえる。中盤Ｖ類Ａや小盤VI類Ａなどかそれにあ

たるのかもしれない。

　審らしきものは、630年の挾西・李寿墓壁画や668年の西安・李爽墓壁画（第11図４）にある。

７・８世紀とみる杯Ⅳ類Ｄをいれた滑石製品（文献48）があるか、類例は乏しい。

洗・銅　洗と呼んでいるものは、いずれも浅洗で、多くは銅器。北魏５世紀のｌ類の系譜をひ

くが、口録は外反程度のものもある。古いのは673年の遼寧・左才夫婦墓出土銅器(9 - Gc7)、

？
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７世紀末～８世紀初の河南・掌県出土三彩(9 -Lbio)で、口縁の外反は強くない（以下、

IV類Ａ）。主流は、694年の河南・李守一墓出土銅器( 9 - J C7)、718年の河南・李爾墓出土銅

器（9－Pb6）、733年の西安・章美美墓出土銅器（９一Qb7)や738年の河南一李景由墓出土

銅器（9－Pa4・Raio)、744年の遼寧・韓貞墓出土銅器(9 - Scie)や盛唐とする河南・俵師

出土銅器〔文献181)などで、口縁かやや上向きに外折する（以下、Ⅳ類Ｂ）。731年の河南・

鄭夫人幕出土銅器（９－Ｑａ８）、８世紀中頃の西安・何家村出土金器（文献16・310)は、体部

が外傾したのち外反する（以下、Ⅳ類Ｄ）。708年の河南・李文寂夫婦墓出土鉛製明器（9－N

b8）はIV類Ｂに大きな高台をつけたもの（以下、IV類Ｃ）。これらのうちIV類Ｄは以後もつづ

く。なお、開元～天宝年間(713～755)とみる敦煌・莫高窟第130窟の壁画（第12図２・３）

に、反口瓶Ｖ類をのせたⅣ類らしきものがあり、Ⅳ類が瓶とセットで、洗として用いられたこ

とを推測させる。同じ頃の莫高窟壁画の剃髪図（文献14）では瓶Ⅳ類かＶ類と、形状は異なる

が高台付洗らしきものが傍らに置かれている。ただし、出土例では、瓶と洗とが伴出した確実

な例がなく、礼器としての意識は薄れたのではないかと考える。

　側は陶器か姿器。浅銅はＩ類の系統か619年の遼寧一朝陽出土陶器（文献:432)、深釦１類

の系統か675年の恭陵哀皇后墓出土ｉ器（9－la7）、684年の湖北・李徽墓出土陶器（文献365}

などにある。以後はほとんど副葬しなくなるようで、実態か明らかではない。

匝　匝は後漢以降に途絶えていた。唐に復活するが、漢代のような礼器ではなく、酒や水を

一時的に取って注ぐ、いわゆる日本の片［］の機能を果したと推測する。初・盛唐では８世紀中

頃の西安・何家村出土鍍金銀器（9 －T15）か唯一のようである。碗Ⅶ類Ｃに注口をつけたも

の（以下、碗形匝）。中唐にもつづく。

童・高足香童・豆盆は銀器（一部は鍍金）が多く、バラエティに富む。円筒形のｍ類Ａは

741年の河南・慶山寺塔地宮出土例（９－Ｓ副や８世紀中頃の西安・何家村出土例（9 －T13）

に残る。後者の一部には薬用の琥珀・珊瑚・金屑などを入れていた。前者では香壇と推定する

濾が出土しており、盆は香食であった可能性かある。Ⅲ類Ａに似るが、上下面が盛り上がるⅢ

類Ｂは718年の西安出土例（文献31）から731年の河南・鄭夫人墓出土例（9 -Qa4)や８世紀

中頃の西安・何家村例（文献16）、貝形のＶ類はⅢ類と共伴する例が多く、718年の西安出土例

（文献31）から738年の河南・李景由墓例（文献132)、花形のⅥ類Ａは同じく李景由墓例（文献

132)で、それぞれ中唐にもっづく。

　高足香盆は765年の洛陽・僧神会墓出土銅器（9 -WC5)と同巧の江西・瑞昌唐墓出土鍍金

銅器（文献395)。撮みか相輪状になる、日本のいわゆる塔婉（以下、高足香盆Ⅲ類）。ともに

類似した柄香舘（10－Ｗｃ３）が出土しており、これとセットになる。710～712年の四川・広元

千仏崖彫像（第12図１）では、官人が柄香値と高足香食をもつ。柄香蛙の出土例は、唐では初

唐の河南・長沙墓出土銅器（文献296)が古い例。高足香盆は、以後の確実な例はない。

　豆は口径が15c・前後の小形豆か明器と、口径20cmを越える大形豆とかある。後者は675年の

河南・哀皇后墓出土姿器(9 - I ae)で口縁が外反（以下、Ⅲ類）。前者は体部がほぽ直に立

ち上がるＩ類が664年の陳西・鄭仁泰墓出土鍍金銅器（文献312)にある。エ・Ｕ類の鍍金銅製

明器か666年の寧夏・史鉄棒墓（9－Fb9）や669・670年の詞耽夫婦墓(9 -Gae)、Ｉ類の鉛

製明器が708年の河南・李文寂夫婦墓〔9 -Nb7〕から出土。豆は以後の出土を知らない。

回
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　　　ｂ　貯蔵具・注器（付図10）

鶏冠壷・瓶扁壷は中唐の例があるか、北辺鄙を除くとほとんどすたれてしまう。８世紀中頃

の西安・何家村出土銀器(10-Ti)は、皮嚢（水袋）を起源とした、一般に鶏冠壷と呼ばれ

ているもの。盛唐の西安出土測器（文献170)もあるが、これも北辺部が主で、遼代(916～

1125)に盛行する。

　瓶は反口瓶が主流である。出土金属器の例は少ない。その一つは741年の河南・慶山寺塔地

宮出土鍍銀器く10-Sai)。下肥れの反口瓶Ｖ類（いわゆる王子形水瓶）Ｂの系譜をひくが、

下肥れの度合いか強く、脚もやや高く八字状になるのが特徴である（以下、Ｖ類Ｃ）。測器で

みると、初唐の河北・琉璃河出土三彩(10- Ddi)や山西・祖仁墓出土陶器（文献60）、675年

の恭陵哀皇后墓出土姿器（文献273)は古式のＶ類Ａ。前二者も初唐でも７世紀末近くで、祖

仁墓は次述するように８世紀初にかかる可能性がある。肩が張った短胴のⅣ類（いわゆる蕉形

水瓶）はいずれも三彩や姿器など。684年の湖北・李徽墓出土三彩(10-Jai)は、隋代のⅣ

類とほぼ同巧。643年の遼寧・朝陽出土姿器(10-Dai)や630年の院西・李寿墓壁画（第11図

３）で女人か捧げ持つのはIV類に近い。７世紀末～８世紀初の読西・翠県出土三彩く10-Kci)

は球胴に近く、脚もさらに高い（以下、Ⅵ類Ａ）。上述した祖仁墓の三彩（文献60）や江蘇・

揚州出土三彩（文献318)は頚・脚がより長くなる（以下、VI類Ｂ）。741年の河南・慶山寺塔

地宮出土彩絵陶(10-Sa2)はVI類Ａの系譜をひくのであろうが、下肥れ気味である（以下、

Ⅵ類Ｃ）。

　直口瓶の系統は718年の西安出土軸陶（文献328)がある。類の両側に円筒をつけたもので、

五代の絵画資料（文献14）からみて投壷である。741年の河南・慶山寺塔地宮出土ガラス器

ClO-Sai)は特殊で、舎利用か〔以下、Ｕ類〕。

　浄瓶は新種で、肩にも口を設けたもの。古いのは738年の河南・王仁波墓出土軸陶（文献274)

で、反口瓶Ｖ類Ａに口を付けたもの（以下、１類）。脚はやや高めで、八字状。陶器のため蓋

を共造にしている。765年の洛陽・僧神会墓出土銅器(10-Wci)は銅下半が直線的となり、

脚も低い（以下、ｎ類）。蓋は別造りで、撮みは円筒形。日本一韓国では撮みか多面体の古式

例があるが、中国では明かではない。

壷一細顎壷細鱗壷はいわゆる玉壷春式のIV類Ｂが657年の挾西・張士貴夫婦墓出土測器（文

献96）や７世紀末頃の河北・琉璃河出土精一(10-DC2)などにつづく。新器形は球胴で、頻

の長い反口のもの｛以下、Ｖ類｝。671年頃の福建・泉州出土測器ClO-Gbi)、708年の西安出

土陶器ao-oai)など。

　球胴壷は、756年の河南・賓承家墓出土陶器（文献９）のように反口・長類のもの（以下、

Ⅳ類）があるが、稀な例。長胴壷は測器や陶器は多いが、金属器はない。代表例をあげる。古

くからあまり変化しないII類Ａが620年の洛陽・裴氏墓出土測器（文献97）、7世紀末～８世紀

初の河南・翠義出土姿器（文献235)など。後者には内被せの笠形蓋が伴う。７世紀末～８世

紀初の西安出土彩絵陶器(10-Mbi)は、ｎ類だが、相輪状の撮みをもった蓋と鼓形器台を伴

う（以下、１類Ｂ）。塔式礒と一般に呼ばれるもので、以後盛行する。738年の河南・李景由出

土陶器〔10-Rai〕、750年の河南・鄭誘夫婦墓出土陶器(10-Vci)などである。盤口のⅢ類
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は、胴が特に長いⅢ類Ｂが625年の浙江・衝州出土盗器(10-Bbi)や694年の江蘇・伍松超墓

出土陶器（10－Ｋａ２）、頻が長いⅢ類Ｃが638年の湖北・楊氏墓出土測器(10-Cai)、641年の

広西・興安出土測器（文献;529)に残る。Ⅲ類は中国南半部での地域色かもしれない。

唾壷金属器は708年の映西・皐洵墓出土銀器〔文献259)。同巧品は655年の寧夏・史道洛墓出

土姿器〔10- Eb3)、7世紀末～８世紀初の河南・掌県出土姿器(10-Lbs)や三彩(10-Mas)

で、隋代より盤［］上端の開きがやや大きくなる（以下、Ⅳ類）。 742年の西安出土姿器(10-S

bl）は口縁は開くが、顛の細い変種（以下、Ｖ類）。

嬉・提梁纏・豊・垠短胴耀で金属器は、孟に似る短類のIV類がある。早期の湖南・長沙出土

銅器ClO-Cbs)で、扁平で丸底なのが特徴（以下、IV類Ｅ）。極めて稀な例で、以後には続

かない。球胴のＵ類系統が671年頃の福建・泉州出土甕器（文献118）や738年の河南・王仁波

墓出土盗器（文献274)などにある。四耳付きのＶ類Ａは664年の挾西・鄭仁泰墓出土粕陶（文

献;312)や７世紀末～８世紀初の江蘇・徐州出土測器(10- Lc4)が最終例。

　長胴耀は、最大径が胴中位あたりにあるＵ類が、643年の遼寧一朝陽出土陶器（文献432)や

７世紀末近くの河北・琉璃河出土陶器（文献,448)にある程度だが、四耳付きのＶ類は初唐の

河南・常義出土姿器（10－Ａｃ３）、673年の遼寧・左才夫婦墓出土測器（文献478)、684年の湖

北・李徽墓出土陶器（文献365)などかある。

　爰の金属器は、738年の河南・李景由墓出土銅器(10- Ra3)。外被せの宝珠形撮み笠形蓋を

伴う。同類は８世紀中頃の西安・沙披村出土銀器（文献302)で、撮みの座金は花形。同じ頃

の西安・何家村出土銀器（文献16・310)は同類と思われるか、小形品で薬石を入れていたよ

うである。金属器以外だと、641年の遼寧・朝陽出土陶器(lO-Daa)、684年の湖北・李徽墓

出土陶器（文献365)、709年の河南一李延禎墓出土陶器ClO-Ob3)、756年の河南・賓承家墓

出土姿器（文献９）などかある。

　提梁耀は、肩の張った銀器が８世紀中頃の西安・何家村から出土（文献16）。同巧品は732年

の西安出土銅器（文献24）。何家村では球測に近くなった銀器(10-T2・T3）も出土。うち１

点は外被せの輪状撮み付き笠形蓋が伴う。ともに高台かある。731年の河南・鄭夫人墓出土銅

器<10-Qa3)は平底。同巧の銅器は福建・浦常からも出土(lO-Pd2)。前者は鰹と呼んで

おり、火にかけた可能性もある。既述した北周の鏝Ｖ類とも類似しており、その伝統か残っ

たのかも知れない。630年の陳西・李寿墓壁画（第11図２）では、女人が提梁礒をさげ、もう

一方の手に角杯をもっており、耀に酒の入っていた可能性も示す。他に円筒状の提梁耀か741

年の河南・慶山寺塔地宮出土銅器(10-Sa4)にある。

　垠は金属器かない。肩の張ったⅢ類Ａが667年の険西・段伯陽墓出土測器（文献298)、肩の

張りか弱いⅢ類Ｂが689年の山西・崔祭墓出土陶器（文献,364}、718年の河南・李洵墓出土陶

器(iO-Wd2)、袋状口縁のIV類が673年の遼寧・左才夫婦墓出土姿器(10-GC2)にある。

鑑壷・三脚纏　錐壷は673年の遼寧・左才夫婦墓出土銅製明器(10- Gc3)が唯一例。前漢代

Ｉ類の復古品のような古調を示すか、北周のＶ類に似て、注口が立ち上がらず、ほぽ水平な点

が新味（以下、VI類）。以後は途絶する。

　三脚耀は、短胴耀に三脚をつけたもの。718年の西安出土鍍金銀器（文献31）が初出のよう

である。頻がやや長目で、球胴（以下、１類）。総高5.3CIの超小型品。類似した小型品は８世

乃
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紀中頃の西安・何家村出土銀器（文献16・310)にあり、薬石用と推定している。ともに宝珠

形撮みの笠形蓋を伴う。 744年の遼寧・韓貞墓出土三彩（文献82）は、総高約18an。球胴だが、

短頻（以下、ｎ類Ａ）。Ｉ類は前漢の鐙尊と類似し、温めることにも用いたと推測する。ｕ類

も同様であろう。中唐にもつづく。

有柄壷・有柄注壷・注壷・水注有柄壷は金属器かない。盤口の壷Ⅲ類に長い環状把手１個を

つけた姿器が668年の西安・李爽墓から出土（文献291)。最終例である。新器形は双柄だか単

胴（以下、双柄壷Ｕ類）で、７世紀末～８世紀初の河南・常義出土三彩(10-Ma2)、706年の

河南・宋祐墓出土三彩{10- Nai)、738年の河南・王仁波墓出土姿器（10－Pb2）などがある。

類例は、中・晩唐にはないようだが、北宋にはある。

　有柄注壷は金属器がある。口録を片口にしたⅣ類の銀器が内蒙古（文献,437)と遼寧・散漢

旗(10-Ha2)から出土。北周のⅣ類Ａに比して、ともに球胴に近い点が異なる（以下、IV類

Ｄ）。内蒙古例は７世紀後半と推定しており、遼寧例も近いと考える。708年の河南・李文寂夫

婦篇出土鉛製明器(10-Nb2)もほぽ同巧。７世紀末～８世紀初と推定する河北・蔚県出土翻

陶〔10-MC4〕は肩が張る（以下、IV類Ｅ）。蓋は鳳凰形である。類例は706年の険西・永泰公

主墓壁画〔第ll図７〕で女人が手にするが、器形はIV類Ｃに近い。741年の河南・慶山寺塔地

宮出土銅器(10- Sas)は、下肥れが強い（以下、IV類Ｆ）。胴下半に飾る人面からインドあ

たりからの招来品とみている。

　反口・長頚の長胴壷の肩に注口をつけた有柄注壷Ｖ・Ⅵ類は、確実には８世紀に入った出土

例が出てくｌ。706年の河南・宋祐墓出土銅器(10-Naz)は注口か短いか、なで肩で、胴も

やや短目（以下、Ｖ類Ａ）。761年の河北・史忠明墓出土甕器(10-Wb2)も注［］は短いが、胴

長で肩が張る（以下、VI類Ａ）。

　注壷は、長胴壷の口録を片口にしたIV類の姿器が、668年の西安・李爽墓（文献291)から出

土している程度。

　水注としたのは、短胴鍍に注口をつけた三彩（文献24）。これも類例は少ない。

　以上の他に特殊なものとして、二重口縁鍍が684年の湖北・李徽出土姿器（文献365)に残る

が、以後は途絶える。

　　　　ｃ　煮沸具（付図10）

鍋・提梁鍋・三脚鍋鍋は口縁下がくびれるｎ類が684年の湖北・李徽墓出土鉄器(10- Ja4)

に残る。口縁か長く、胴も長手になって、日本でいう釜に近いものとなる（以下、Ｕ類Ｄ）。

738年の河南・李景由墓出土銀器２点は、小型であり、碗とする。だが、西晋までの鍋工類と

形が類似することから鍋とみる。１点（10－Ｒａ４）は深目のエ類Ｄに近いか、他の１点（文献

132)は体部が外傾する浅目のもの（以下、Ｉ類Ｅ）。釜とともに類例が少なく、実態は不明。

　提梁鍋は新器種。731年の河南・鄭夫人墓出土銅器（10－Ｑａ４）は、深目の半球状で、外に

梁をつけるもの（以下、Ｉ類）。８世紀中頃の西安・何家村出土銀器のは、口縁が外反する浅

目の鍋である。うち１点（10－T4）は、口縁の外反が弱いもの（以下、Ⅲ類）。他の１点

（10－T5）は口縁か二段になるもの（以下、IV類）。ともに薬石を調合（練丹）するためのも

のと推定している。
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　三脚鋼は、三国時代まであったＩ類の系譜をひき、口縁がわずかに外反するものか８世紀中

頃の西安・沙被村出土銀器（文献302)にあるようだが、詳細不明。主体になるのは、口縁の

内側に環状ないし方形の耳をつけるものだが、三国時代まであった三脚鍋Ｉ類と異なって、口

縁は強く外反し、脚も長い（以下、Ⅲ類Ａ）。744年の遼寧・韓府君夫婦墓出土鉄器(10- Sc3)

や、ほぽ同じ頃と推定する河南一鄭州出土鉄器(10- Vd4)。姿器だと初唐の湖南・長沙墓出

土明器(10-Db4)がある。同墓からは口縁か二段になった姿器（文献101)も出土（以下、

IV類Ａ）。また、それに注口をつけた姿器(lO-Dbs)も出土している（以下、IV類Ｂ）。

釜・甑出土例は、706年の院西・永泰公主墓出土徊陶（文献;300)ぐらいである。釜は鍔付の

球胴１類Ｂで、甑をはめ込む。甑は、筒状Ⅲ類の陶器か684年の湖北・李徽夫婦M (10- Jaa)

から、底に大孔１個を穿ったＶ類の甕器が652・654年の四川・再仁才墓（文献223)から出土。

墓への副葬例が少なく、実態はつかめない。

樵斗　錐斗は、古いＵ類の系統をひく、630年の洛陽・裴氏墓出土鉄器(10-BC4・Ｂｃ５）が

ある。深目で把手か龍頭でないのは鉄器のためか。注口付のⅥ類Ａも673年の遼寧・左才夫婦

墓出土銅器(10- Gc4)や、８世紀中頃の西安・何家村出土銀器（文献310)にある。後者は

薬を温めるものと推定。唐代に入っての新式は、ｎ類の系譜をひくが、把手の対面に板状の尾

翼をつけたもの。尾翼には環をつけたものかある。把手と環に梁をつけ吊ったのであろうか。

７世紀末頃と推定する河北・琉璃河出土鉄器（10－Dd5）や７世紀末～８世紀中頃の江蘇・鎮

江出土銅器(10-We4)は注口のないもの（以下、Ｖ類Ａ）。738年の河南・李景由出土銅器

〔lO-Ras)は注口のあるもの（以下、Ｖ類Ｂ）。後者の類例は福建・浦城出土銅器（文献131)。

744年の遼寧・韓府君夫婦墓出土鉄器（10－Sc2）は、口縁がほぼ直なもの（以下、Ⅵ類）。倦

斗は、以後は途絶える。

　　　ｄ　雑器（付図10）

價斗708年の河南・李文寂夫婦墓出土鉛製明器（10一Nb4)があり、把手の頭を宝珠形につ

くるⅢ類。墓への副葬例が少ないため、実態は明らかでない。

繍三脚付の域Ⅳ類Ａは初唐の湖南・長沙出土甕器(lO-Dbe)や671年頃の福建・泉州出土

姿器〔10-Gb6〕などかあり、IV類Ｂは641年の広西・興安出土姿器（文献,529)などかある。

８世紀初と推定する河南・鄭州出土姿器{10- Pa?)も三脚付だが、器は盤状であり、値の下

盤になろう。

　煌の新器形は、北周に登場したｍ類Ａの系譜をひき、これに蓋を加えたもの。741年の河

南一慶山寺塔地宮出土鍍銀器(lO-Sae)は、天井部が盛り上がった、ハート形透しの蓋を伴

う（以下、Ｉ類Ｃ）。胴部は無文で、六脚なのも特色。８世紀中頃の西安・何家村出土銀器

（10－T6）は三葉文透しの蓋と、身及び中間材の三段構成〔以下、Ⅲ類Ｄ〕。胴部は沈線をめ

ぐらせ、口縁は中間材をうけるために直に立ち上げている。五脚。これは薫短とする。

燈盛行するのは隋代に出現した豆形Ｖ類。高足盤（豆）とも呼んでいるが、後述する874年

頃の法門寺出土例からみて燈である。ただし、これがいわゆる金山寺形香櫨の祖型になると考

える。金属器はない。689年の山西・崔撃墓出土姿器(10-Jbs)が古い例。体部は浅目で口

縁が外折し、脚部は中程に太い突帯をもつが、丸底風のもの（以下、VI類Ｂ）。盛唐早期とす
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４唐～五代・十国時代における変遷

る河南一郎州出土三彩（10－Oc5）も同類。709年の河南・李嗣本墓出土三彩（10－Pa6）は、

脚が八字状で、突帯もない（以下、Ｖ類Ｃ）。 738年の河南・王仁波墓出土姿器（10－Rb6）も

同類。中唐にもつづく。671年頃の福建・泉州出土姿器（10－Gb5）は豆燈Ⅲ類の系譜をひく

が、油皿が浅い（以下、Ⅲ類Ｅ）。708年の映西・永泰公主墓出土姿器（文献300)も同類だか、

皿の脚が特に長く、しかも多数の突帯をめぐらす（以下、Ⅲ類Ｆ）。初唐の広東・曲江出土陶

器（10－Ａｂ４）は燈台の脚が特に長くなった新器形（以下、Ⅳ類）。蓋と台を別造りにした蘆

燈の好例は知らない。

　他に蝋燭燈IIが、706年の河南・宋祐墓出土銅器(lO-Nas)にある。初唐の河南・長沙出

土姿器（10－Db7）や７世紀末～８世紀初の河南・輦県出土三彩（10－Lb5）も同類。 706年

の険西・永泰公主墓壁画（文献300)や同年の聾徳太子墓壁画（第11図9・11）には、蝋燭を

さした盤状のものを捧げもつ女人の姿がある。

　なお、杯や碗の一部が燈として用いられていることは、既に触れた通りである。ほぼ同形だ

が、763年の湖南・鄭府君墓出土姿器（10－Wb5）は、内耳１個をもち、蓋燈とみている（以

下、蓋燈VI類）。

ii　中・晩唐～五代・十国時代

　　　ａ　食膳具・水器（付図ll）

飲器高足杯は、Ⅶ類Ａの系統か中唐とみる河南・邪窯出土姿器(11-Eei)に残るか、稀な

例。中・晩唐では杯部が縦長の花形になる（以下、Ⅷ・IX類）。種類は口縁が外反するもの、

IX類は口縁がほぽ直なもので、ともに脚は太く低目である。●類は江蘇・丹徒出土銀器の２点

（文献;342)。1点は、腰に稜があるもの（以下、Ⅷ類Ａ）、他の１点は杯部に遼がなくやや浅目

のもの（以下、Ⅷ類Ｂ）。丹徒出土品の年代は、原報告（文献342)では盛唐晩期としたか、韓

偉（文献16）は第四期(821～907年）とした。●類Ａは稜碗や高足杯Ⅵ類Ｄの影響がうかがえ、

古調であるが、類例か少なく断定できない。後述する他の伴出品からみて、大きくは９世紀後

半としておく。

　Ⅸ類は、銀器の例が多い。850年頃の映西・背陰村出土例（文献307)や901年の江蘇・水丘

墓出土例（文献16）などだが、以後の確実な例はない。

　他に、901年の江蘇一水丘墓出土銀器(ll-Ncs)は杯身が半球状のもの。高足杯とするが、

口縁外端には蓋受けの段があり、香値か盆の可能性が強い。晩期の江蘇・鎮江出土姿器（11－

OaOは豆とする。口径10.4cm、高さ10.8c・であり、高足杯かもしれない。Ｖ類としては、杯か

浅目で開き気味（以下、Ｖ類Ｄ）。Ｖ類Ｄは北宋にも続くが、例は少ない。

　角杯はなく、把手付杯も中唐とみる河南・邪窯出土姿器ai-Ee2)にVI類Ａの系統か唯一

ある程度だが、曲長杯は盛行する。典型的な曲長杯ｎ類Ａは、850年頃の映西・背陰村出土銀

器で、小さな高台がつく（文献307）。I類に類似した鍍金銀器は晩期の浙江・長興出土例（文

献343)。900年の浙江・銭寛墓出土姿器Ol-Nbi)は高い脚がつく（以下、ｎ類Ｂ）。同類の

銀器は877年銘の伝西安・北郡山出土例（文献500)や江蘇・鎮江唐墓出土例（文献.489)など

かある。824年の河南一斉国太夫人墓出土金器(U-Da2)は、四花形の楕円杯で、大きい高
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11 中・晩唐～五代・十国時代

台がっく（以下、花形長杯）。これには、後述するように、花形長盤II類Ａが托として用いら

れた可能性かある。花形長杯の出土例は多く、840・842年の河南・崔防夫婦墓出土銀器（ｎ－

ＧＩ）や姿器Cn-G2)、845年の河南・李存墓出土玉器(11- I 2)、850年頃の西安出土銀器

(11-Kbi)、晩唐の福建直門出土銀器(n-ob2)などだが、10世紀以降はすたれるようであ

る。

杯・碗・鉢杯は、高台付Ⅲ類の系譜をひく玉器（Ｕ－Ｄａｌ）が824年の河南・斉国太夫人墓

から出土。大差ないものは、五代923年の河北・王処直墓出土姿器(11-QC2)や十11962年の

南京・李環陵出土ｌ器ai-sc2)などにある。中唐の広東・英徳出土軸陶（ｎ－Ed3）や五

代923年の河北・王処直墓出土姿器(n-Qci)は高台付杯Ⅳ類Ａ。中・晩期の西安・青龍寺

出土盗器(11-Fai)はIV類Ｂ。847年の河南・穆鯨墓出土姿器(11-Jai)は、８世紀中頃

のIV類Ｆより口縁が反る（以下、高台付杯IV類Ｇ）。五代955～960年の洛陽出土姿器(11-S

bl）は、体部がやや内湾気味で、口縁が外折する（以下、Ⅳ類Ｈ）。856年の河北・劉府君墓出

土甕器(11-Lai)は高台付杯Ｖ類Ｃ。口縁が外反する浅目の高台付杯Ⅵ類Ｃは、900年の浙

江一銭寛墓出土姿器Cll-Nbz)や、五代909年の洛陽・高継嶋墓出土銀器（11－Ｑａ３）で、

南北朝後半のものより浅目となる（以下、Ⅵ類Ｂ）。８世紀中頃に登場したⅧ類は、778年の河

南・鄭洵夫婦墓出土姿器(11-Aai)につづく。丸底杯は晩唐～五代の江蘇・無銘出土銅器

（11－Pe4）。浅目で、体部が外傾する（以上、Ｖ類）。

　他に、花形杯が９世紀末頃と推測できる浙江・淳安宿蔵銀器（文献S30)にある。平底だが、

Ｕ類よりやや深目（以下、花形杯Ⅲ類Ａ）。十国939年の浙江・康陵出土姿器(n - R ai)は、

輪花状で、高台はやや高目（以下、花形杯Ⅲ類Ｂ）。

　碗のうち、平底碗は深目のＩ類系統が、９世紀とみる浙江・淳安宿蔵銀器（文献530)にあ

る。体部に龍目文のある特異なもの。同巧品は、877年と推測できる伝西安・北郡山出土銀器

（文献.500)。平底碗で、体部が外傾するのは842・843年の河南一李郁夫婦墓出土姿器（11－Ｈ

ａｊや晩期の浙江・長興出土銀器（文献,343)。ともに浅目である（以下、Ⅷ類）。丸・平底碗

の例はきわめて少ない。

　高台付碗は、８世紀中頃に登場したＩ類Ｄの系統か、824年の河南一斉国太夫人墓出土銀器

（11－Ｄａ４）に残る。Ｉ類Ｄに比して体部がやや開く（以下、Ｉ類Ｅ）。内面に綬帯文を施す点

は特異。814年の河南・鄭紹方墓出土姿器（文献132)もほは同巧。881・882年の河南・李抒墓

出土姿器(Il-Na4)や五代後期の洛陽出土姿器（11－Sb4）は高台がやや小さくなる（以下、

Ｉ類Ｆ）。Ⅵ類Ｂは850年頃の険西・背陰村出土鍍金銀器（11－Ｋａ３）。体部に蓮弁などを飾る。

外底に「宣徽酒坊宇宇号」の刻銘かある。飲酒用か。この系統の姿器は多く、778年の河南・

鄭洵墓例(Il-Aa2)、847年の河南一穆鯨墓例(11 - J a4)、晩唐の広東・和平出土姿器〔文

献195〕までそれ程大きくは変わらない。８世紀中頃に登場したⅦ類の典型は以後にはつづか

ないが、797年の河南・鄭州出土姿器(11 - Bc3)は口縁か外接し、切類の変化と推測する

（以下、Ⅶ類Ｃ）。類例は十国943～946年の南京・李昇陵出土姿器（ｎ－Rb5）など。姿器では

体部が直に開くⅧ類が、中唐晩期の西安・青龍寺遺跡（11－Ｆａ３）、五代末頃の河南・翠義

（文献235)などから出土。北宋にもつづく。

　高台付の稜碗はⅢ類の系統が中唐とみる河南・邪窯出土姿器(ll-Eee)にあるか、稀な例

？
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で、以後すたれる。高台付の花碗は、850年頃の険西・背陰村出土鍍金銀器く文献307）がある。

詳細は不明だが、口緑が反り、体部が外傾するようである。これと同類と推測されるのは、晩

期の福建一厦門出土鍍金銀器（11－Ob3）。高台を欠失するが、浅目のもの（以下、高台付花

碗IV類Ａ）。測器の例は多い。829年の河南・章河墓出土甕器(ll-Dcs)は花碗Ⅳ類Ａ。874

年の映西・法門寺出土測器（文献19・21・370)は、やや深目で、底がすぼまる。この点は、

９世紀中～10世紀初の江蘇・鎮江出土測器(ll-Oa-i)や、五代909年の洛陽・高継燎墓出土

甕器（11－Qa5・Qae)が似ている（以下、高台付花碗IV類Ｂ）。北宋にもつづく。

　鉢は８世紀前半に盛行した平底鉢Ｖ類が残る。840・842年の河南・崔防夫婦墓出土銅器

（11－G5）で、丈がやや高くなる（以下、Ｖ類Ｃ）。十国918年の四川・王建墓出土銀器〔文献

１〕も同巧。以後は途絶えるようである。中唐早期の河南・鄭州出土姿器く11－Bd､）は、体

部が丸昧をもってほぽ直に立ち上がる深目の高台付（以下、Ｖ類Ａ）。842 ・843年の河南・李

郁夫婦墓出土姿器Ul-Hae)も同類だが、やや小型で、口縁がわずかに外反〔以下、Ｖ類Ｂ〕。

以後の確実な例はない。

　鉢の新器形は、上述したＶ類Ｂの系譜をひく、９世紀後半と推定する江蘇・丹徒出土鍍金銀

器（Ｕ－Ｍａ３）。花形鉢で、体部がほぽ直に立ち上がったのち口縁で外反する（以下、花形鉢１

類Ａ）。高台も八字状で高いのか特徴。丹徒では蓮の葉を伏せたような銀製の蓮葉蓋(11-M2)

が出土しており、口径からみて組み合うのは花形鉢しかない。五代923年の河北・王処直墓壁

画（第12図11）には、山形の蓋をした大型の花形鉢を運ぶ女人が描かれている。なお、630年の

映西・李寿墓壁画く第11図５〕にも蓮葉蓋らしきものを被せた円形鉢を捧げもつ様がうかがえ

る。五代の浙江・東清出土姿器(Il-Sd7)は花形鉢を小さく、深くしたもの（以下、花形鉢

Ｉ類Ｂ）。五代932年の福建・王審知夫婦墓出土測器(ll-Qdv)は、体部がほぼ直立する深目

のもの（以下、花形鉢Ｕ類Ａ）。十国939年の浙江・康陵出土姿器(Il-Ra5)はやや浅目（以

下、花形鉢II類Ｂ）。花形鉢ｎ類Ａは、北宋に盛行し、五代の絵画資料（文献14）から有柄注

壷Ⅷ類を温める器であったことがわかる。王審知夫婦墓からも、注壷の破片か出土している。

鉄鉢形・孟　鉄鉢形は、尖底のⅣ類が中唐の河北・石家庄出土黒和陶く11-E a?)にある。

874年の映西・法門寺出土金器（文献19・21・370)は口径9.4CIの小型品だが、形はⅣ類に似る。

ただし小さな平底（以下、Ｖ類）。五代・十国時代の例は知らない。

　孟は、IV・Ｖ類の系譜をひくものか残り、胴が下肥れ（以下、Ⅵ類）も登場する。金属器は

ない。Ｖ類ＢとVI類は820年の江蘇・口府君墓出土測器（11－Cd6・Cd7）。Ⅵ類は846年の江

蘇・張夫人墓出土測器（11－Ｈｂ７）が最終のようだが、Ｖ類Ｂは９世紀中～10世紀初の江蘇・

鎮江出土測器（11－Qa5）、十国939年の浙江・康陵出土測器(11-R a?)まで残る。孟は北宋

にはすたれるようである。

托・盤托は、窪んだ内底と口縁と境に突帯をめぐらす新器形（以下、Ⅳ類）が登場する。金

属器はないが、840・842年の河南・崔防夫婦墓出土測器ai-G3)や847年の河南一穆鯨墓出

土姿器(U- Jai)など。後者には高台付杯Ⅳ類Ｇがのる。874年の険西・法門寺出土ガラス

器（文献19・21・370)も同類で、ガラス製の高台付杯あるいは碗が組み合う。このガラス器

を飲茶器とする見解もある（文献247・373)。法門寺では茶を保管していた金属製の箱や抹茶

にするための茶礦が出土しており、上述のガラス器や高台付甕碗Ⅳ類Ｇが飲茶用であった可能

即
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性はある。茶厦と思われるものは、中唐の河北一石家庄出土石器（文献120)や842・843年の

河南・李郁墓出土姿器（文献181）があり、８、９世紀には飲茶の風習がかなり広まっていた

ことを示す。十国939年の浙江・康陵出土測器（11一Ｒａ２）は高台・承け台とも高い新型式

（以下、Ｖ類）。

　花形托も新器形。後述する824年の河南・斉国太夫人墓出土鍍金銀器(Il-Da3)は、菱花

の花形長盤ｎ類Ａだが、底中央を楕円形に窪ませて擬高台としており、このくはみが花形長杯

の承けになった可能性もある。花形托の主流は、内底を深く窪ませ、口縁との境に突帯をめぐ

らせた高台付のもの。銀器が多い。９世紀後半と推定する江蘇・丹徒出土例（文献342)は、

高台が高い（以下、花形托Ｉ類Ａ）。これらは高足杯Ⅷ類Ａ・Ｂと組む可能性がある。850年頃

の陳西・背陰村出土例{11-Ka*)や860年の西安出土例（11－Ｌｃ３）は、丹徒出土例と似るが、

高台が低い（以下、花形托Ｉ類Ｂ）。後者には「茶庫（中略）拓子」の刻名があり、飲茶用の

托であったことか知れる。伴出した杯・碗は不明だが、托の承け台は径約８㎝で、杯ではなく、

碗が飲茶器であったことにある。花形托Ｉ類Ｂの姿器は856年の河南・劉府君墓出土例（11－

Lai)がある。これには高台付杯Ｖ類Ｃをのせていた。五代955～960年の洛陽出土甕器（ｎ－

Sb3)は、花形托でも［］縁に切り込みをいれただけの退化型式で、杯・碗受けの突帯を窪んだ

内底と口縁の境でなく、底隅にっくる新器形（以下、花形托Ｕ類）。これには高台付杯IV類Ｈ

が組み合う。北宋では花形托１類が展開する。

　なお、五代923年の河北・王処直墓壁画（第12図11）には、花形托上に杯か碗をのせて運ぶ

様が描かれている。

　盤のうち、大盤は三脚花盤Ｕ類Ｂの系譜をひくが三脚のない796年頃の遼寧・喀喇沁旗出土

銀器（ｎ－Bb5・Bbs)、798～802年の西安・坑底村出土金花銀器（文献16）がある。花弁と

花弁の境が明瞭でなくなる。また内底に虎や獅子などを飾るが小さく、周囲に牡丹文などを配

するようになる（以下、花盤ｎ類ｃ）。大盤では以後の例がない。

　中盤の新器形は、788年頃の西安・西北工業大学舎蔵出土鍍金銀器(Il-Ba2)。丸底の浅い

器で、外縁が外反する（以下、Ⅷ類）。極めて稀な例。850年頃の険西・背陰村出土鍍金銀器

Cll-Kas)や866年頃の院西・藍田出土鍍金銀器（文献16）は、口録か直立する（以下、IX類）。

口径は前者か23.6c・、後者は25.8cmと大きい。原報告では、これに組み合うみかないため盤と

したが、韓偉（文献16）は蓋とみる。決め手がなく、両方の可能性をもたせておく。

　主流は花形である。881・882年の河南・李抒夫婦墓出土鍍金銀器（11－Ｎａ７）は、大きな平

底で、体部が直に立ったのち外反する新器形（以下、花盤Ｖ類）であり、伴出した唯一の銀器

である唾壷の下盤の可能性が強い。824年の河南一斉国太夫人墓出土銀器(11-Das)は、四

花形の長盤（以下、花形長盤ｕ類Ａ）。850年頃の陳西・背陰村出土銀器（文献,307)はｎ類Ａ

でも平底。９世紀後半と推定する江蘇・丹徒出土銀器（文献342)も同類だが、高い高台がっ

く（以下、花形長盤II類Ｂ）。他の丹徒出土銀器ai-M2)は、菱花形の長盤で、高目の高台

がつく（以下、花形長盤Ⅲ類Ａ）。877年頃と推測される伝西安・北却山出土銀器（文献500)

は高台かさらに高く、端も外反（以下、花形長盤Ⅲ類Ｂ）。900年の浙江・銭寛墓出土姿器

（ｎ一Nb3)もⅢ類Ｂ。したがって、丹徒出土花形長盤ｎ類Ｂ・Ⅲ類Ａは850年から877年の間

になろう。Ⅲ類は以後の例を知らない。

8j
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　小盤は788年頃の西安・西北工業大学舎蔵出土銀器(11- Bai)がⅦ類Ｃ。五代早期の浙

江・呉随口墓出土銅器（文献323)もこの系統のようである。前者の内底には、対葉文で囲っ

たなかに双魚を飾る。874年の陳西・法門寺出土品には、口緑が外折するイスラム産の高台付

ガラス盤（文献19・21・370}が出土している。十国939年の浙江・康陵出土測器(n-Ra3)

はその系譜をひくものか（以下、Ⅷ類）。小形の花盤は銀器が多い。 850年頃の映西・背陰村出

土鍍金銀器(Il-Ka2)は、体都が直線的に開いたのちわずかに反るもので、高台がつく。花

弁と花弁の境がはっきりしない。高台も低目（以下、花盤IV類Ａ）。高台のっかない銀器も伴

出。874年の映西・法門寺出土銀器（文献19・21・370)も同巧だが、ここでは底に螺旋状の台

をつけた特殊品も出土。９世紀後半と推定する江蘇・丹徒出土銀器（文献342)は花盤Ⅳ類で

も高台か高い（以下、Ⅳ類Ｂ）。前蜀918年の王建墓出土金銀胎漆（文献１）も同類。

　他に、874年頃の映西・法門寺出土品（文献19・21・370)には、花盤ｎ類Ａ系統のものに支

脚をつけ、蓮葉を伏せた形の蓋く以下、蓮葉蓋）を伴う鍍金銀器がある。咸通九年(868)銘。

通高27.9c・、盤径16.1c・で、飲茶に用いる塩をいれた塩台とみている。五代早期の浙江・呉随

口墓出土銀器〔文献323〕は、花盤ｎ類Ｃの系譜をひく。伝世品か。稀な例で、以後は途絶え

る。845年の河南・李存墓出土玉器ai-13)のように、長方形の花盤（以下、花形方盤Ｉ類）

や十国939年の浙江・康陵出土姿器(Il-Ra4)のような正方形の花盤（以下、花形方盤ｎ類）

もある。ともに北宋にはつづかないようである。

洗・銅・匝　蛸は、浅鍋のＩ類の系統が900年の浙江・銭寛墓出土姿器（文献335)や五代

909年の河南・高継塘墓出土姿器(ll-Qas)に残る程度。北宋の壁画には厨房の床に銅らし

きものか描かれており、この時期にも実際に用いられたことかわかるが、墓への副葬は稀で、

実態は不明。

　洗は、８世紀中頃に出現した浅洗Ⅳ類Ｄが788年頃の西安・西北工業大学舎蔵出土鍍金銀器

（11－Ｂａ７）、847年の河南・穆鯨墓出土銅器Cll-Ja?)や850年の映西・何溢基墓出土銅器

(11-Jb≪)や五代早期の浙江・呉随口墓出土姿器く文献323）につづく。他の西北工業大学宿

蔵出土鍍金銀器Cll-Ba6)も類似するが、平底（以下、Ⅳ類Ｅ）。 866年頃の映西・藍田出土

鍍金銀器(ll-Mbe)も平底だが、四花形。体部が外傾したのち反る（以下、花形洗Ｉ類）。

９世紀後半と推定する江蘇・丹徒出土銀器(11-Ma?)も平底の花形洗。六花形で、体部が立

ち気味（以下、花形洗Ｕ類）。これらは北宋にはつづかないようである。

　なお、784年頃の映西・法門寺出土鍍金銀器（文献19・21・370)は、口縁が外反する四花形

の大形品である。径約46crl、高さ14.5c・。高台と両環耳がつく。盆と呼んでいるか、洗かもし

れない。後考をまつ。

　匝は、８世紀中頃に登場した碗形匝が845年の河南・李存墓出土銅器(11- Is)、858年の

河南・李帰厚墓出土銅器（Ｕ一Lb4)にあり、北宋にもっづく。901年の江蘇・水丘墓出土銀

器Cll-Nce)は碗形匝でも花形。

食・豆豆の良好例はない。盆は初・盛唐と同様に鍍金銀器が多く、バラエティに富む。円筒

形のⅢ類Ａは十国939年の浙江・康陵出土姿器〔ll-Ras)に残る。Ⅲ類Ｂの系統も少なく、

９世紀後半と推定する江蘇・丹徒出土鍍金銀器（文献342)や十国933年の江蘇・新海連出土測

器（文献286)は高台付となる（以下、Ｉ類Ｃ）。以下では銀器（ほとんどは鍍金）のみを取り

認
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上げる。貝形のＶ類は778年の河南一鄭洵夫婦墓出土例（文献181)が最終例のようである。新

器形は814年の河南・鄭紹方墓出土例（文献132)や858年の河南・李帰厚墓出土例（文献９）

のように隅丸方形のもの（以下、Ⅶ類Ａ）、847年の河南・穆鯨墓出土例（文献９）のように

楕円形のもの（以下、Ⅶ類Ｂ）。ともに以後にはつづかない。８世紀中頃に登場した花形のIV

類は、866年頃の陳西・藍田出土例（文献16）があり、五代早期の浙江・呉随口墓出土例（文

献323)をへて、北宋の典型的な菊花形の盆につづく。

　この時期の新しい特色は、花形などの盆に高台がつく点である。花形の系統〔以下、VI類Ｂ〕

は、中唐の西安出土例(ll-Eca)、842・843年の河南一李郁夫婦墓出土例(11-Has)などで、

北宋にもつづく。四菱花形（以下、Ⅷ類）や蝶形（以下、IX類）は上述の丹徒出土例（11一Ｍ

ａ４・Mas)が初出か。

　　　　ｂ　貯蔵具・注器（付図12）

扁壷・鶏冠壷・瓶扁壷は824年の河南・斉国太夫人墓出土銅器（文献492)がある。破砕して

いるため不明な点があるか、隋代にもみられたⅥ類の系統のようである。796年頃の内蒙古・

喀喇漢旗出土銅器(12- Bbi)は双魚形の特異なもの（以下、・類）。北方の遼では鶏冠壷も

っづくが、中華にはみられない。

　瓶は、有柄注壷が主流を占めるためか、出土例が少なく、金属製品もごく僅かである。反［］

瓶の系統は、下肥れのＶ類Ｃか中唐とする西安出土陶器（文献24）にあるか、頚部がやや太い。

球胴のⅥ類の系統は877年頃と推測できる伝西安・北匂山出土金器（文献500)にある。脚は

高いか、太いのが特徴（以下、Ⅵ類Ｄ）。肩に草花を飾るのは時代的特徴である。874年の映

西・法門寺出土鍍金銀函の刻画（第12図８）には、女人が台付きの下盤にのせた肩の張ったF

類系統の瓶を捧げもっている。この瓶には花を挿している。中唐あるいは晩唐とみる敦煌・莫

高窟の蔵経洞壁画（第12図６）では、座した僧の背後の樹に、肩の張った瓶Ⅳ類らしきものを

袋状のものに入れて吊げている。頭陀袋も吊げたおり、僧の持物で、瓶は水筒として用いられ

たことが知れる。

　直口瓶の系統では、口縁下に有孔双耳をもつ投壷が五代の絵画資料（文献14）に残る。直［］

瓶は新器形が登場する。類はとくに細長く、やや肩の張った体部を八稜形につくるのが特徴

（以下、直口瓶Ⅲ類）。871年の西安出土粕陶（文献298)や874年の映西・法門寺出土秘色盗器

（文献19・21・370）。他の類例は知らない。五代923年の河北・王処直墓壁画（文献.433)には、

女人か肩の張った直口瓶を手にするか、胴の面取りはない。なお、盤［］瓶ｎ類Ａは、846・879

年の浹西一白敬宗夫婦墓出土陶器C12-Mci)に残る。唐末～五代の内蒙古出土姿器(12-P

dl）は、肩の張りが強い（以下、II類Ｂ）。この系統は北宋にも残る。

　浄瓶は、中唐の河北・石家庄出土銅器（文献120)がある。 765年の僧・神会墓出±11類とほ

ぼ同巧。この系統は北宋にもっづく。晩唐頃の敦煌・莫高窟の蔵経洞出土紙画高僧図（第12図

７）には、座禅する僧の傍らに浄瓶らしきものを置いている。

壷・細頭壷細類壷は、短頭のII類Ｃの系譜をひくものが、858年の河南・李帰厚墓出土姿器

(12-Lb4)にある。小型品。体部を花形につくるのが特徽（以下、花形小壷）。いわゆる玉壷

春式のⅣ類は、院西・法門寺出土ガラス器（文献19・21・370)があるが、これは５世紀に遡

沼



４ 唐～五代・十国時代における変遷

るらしいことは既に触れた。Ⅳ類の出土例を知らないが、北宋では新たな展開をみる。他に、

肩か張って口縁が外反する大型品（以下、Ⅵ類）が中唐前期の江蘇・趙氏墓出土軸陶（12－Ｃ

ａｌ）、9世紀中～10世紀初の江蘇一鎮江出土陶器(12-Oa2)十国941・952年の浙江・呉越王墓

出土測器(12- Sai)にある。

　短・長胴壷類は出土例が少なく、金属器も稀。877年頃と推定する伝西安・北却山出土鍍金

銀器（文献500)は、球胴で、高い高台をつける。頚は太いが長目で、［］縁を波状にするのが

特異（以下、球胴壷Ⅵ類）。他に類例を知らない。塔形の長胴壷ｎ類Ｂは多く、778年の河南・

鄭洵夫婦墓出土陶器(12-Aa2)、836・854年の山西・高徽夫婦墓出土陶器(12-Kci)、晩唐の

映西・朧県出土陶器（12･Oci)などがあるか、五代以降は途絶える。

唾壷唾壷は、盤口ではなく、口縁か直線的に開くようになる（以下、Ｖ類）。814年の河南・

鄭紹方墓出土姿器(12-CC2)、845年の河南・李存墓出土姿器(12-11)、858年の河南・李帰

厚墓出土甕器（12－Lbl）、9世紀中～10世紀初の江蘇・鎮江出土姿器（12－Ｏａ３）、9世紀末

頃の西安・新筑出土鍍金銀器（12－Md3）は、いずれも体部が下肥れと古調（以下、Ｖ類Ａ）。

901年の江蘇・水丘墓出土銀器（文献16）、五代932年の福建・王審知夫婦墓出土甕器（12－Q

dl）、十国939年の浙江・康陵出土姿器a2-Rai)はいずれも球胴となる（以下、Ｖ類Ｂ）。北

宋の出土例は知らない。

纏・豊・垠綴は、金属器がなく、陶器や測器などである。短胴纒は、出土例が少なく、肩が

張るエ類の系統が中・晩期の山西・大同出土三彩（文献457)や晩期の広東・和平出土測器

(12- Pa4)、球胴Ｕ類の系統か十H909年の河南・高継燎墓出土甕器(12-Qa4・Qa5)にある

程度。むしろ後述する三脚鏝が主となる。長胴捺は、最大径が胴中位あたりのＵ類が778年の

河南・鄭洵夫婦墓出土盗器（12－Ａａ４）、9世紀中～10世紀初の江蘇・鎮江出土姿器(12-Oa6)

にある。十国939年の浙江・康陵出土甕器(12-Ra3)は体部を花形につくり、北宋への過渡

となる。

　爰は自名の金属器がある。９世紀後半と推定する江蘇・丹徒出土銀器（文献342)。肩が張る

長胴で、外被せの宝珠形撮み付き蓋が伴う。金属器以外の例は多く、代表例をあげると、778

年の河南・鄭洵墓出土陶器(12-Aa3)、845年の河南・李存墓出土測器(12- I 4)、晩唐の福

建・厦門出土盗器(12-Ob8)、五代～北宋初の河南・掌義出土陶器(12- T4）などかある。

　場は、肩張りが弱いⅢ類Ｂが784年の洛陽墓出土陶器(12-Aci)にあるが、類は細くなる

（以下、Ⅲ類Ｃ）。袋状口録のⅣ類は881 ・882年の河南・李抒夫婦墓出土測器C12-Na2)に残

る。ともに北宋にもっづく。

注壷・有柄注壷・水注注壷は、口縁を片口にしたⅣ類が、中一晩唐の山西・大同出土陶器

(12-Efi)に残る。中国北半部の地域色か。836・854年の山西・高徽夫婦墓出土陶器(12-K

ｃ２）は反［］瓶Ｖ類を片口にしたもの（以下、Ｖ類）。ともに北宋にはつづかない。盤口の壷に

注口をつけたものは874年頃の険西・法門寺出土鍍金銀器（文献19・21・370)。球胴で、有節

の高い脚をもち、口縁近くまでの曲がった注［］をもつ（以下、Ⅶ類）。胴部に三鈷金剛杵を飾

っており闘伽瓶と呼んでいる。日本でいう浄明寺形水瓶の源流になる。

　有柄注壷は、出土例が多く、バラエティに富む。口縁を片口にしたIV類は、晩唐～五代の河

北・臨城出土盗器(Il-Pb3)で稀な例。胴は下肥れのⅣ類Ｆ。784年の洛陽墓出土銅鏡（第

涙
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12図５）には球胴のIV類Ｄらしきものか表されている。

　なで肩で短胴気味の有柄注壷Ｖ類は、９世紀中～10世紀初の江蘇・鎮江出土姿器(12- Oa4)

にあるが、球胴になる（以下、Ｖ類Ｂ）。十国941・952年の浙江一文穆王墓出土姿器(12-S

a2）は、球胴で、注口が長い（以下、Ｖ類Ｃ）。例は少ない。

　長胴で肩の張った長胴壷に注口をつけたⅥ類は、中唐前期の険西・青龍寺遺跡出土粕陶

〔12-Cb3)、840・842年の河南・崔防夫婦墓出土姿器(12-G 3)、856年の河南・劉府君墓出

土・器(12-Laz)などかVI類Ａ。元和三年(808)銘のあるVI類Ａの甕器（文献311)には、

「茶社瓶」の墨書もあり、この手の有柄注壷が茶用であったことが知れる。韓偉編年第四期

く821～907年）の隣西一咸陽出土金器(12- Lea)、は類が太く直立気味（以下、Ⅵ類Ｂ）。９

世紀後半と推定する江蘇・丹徒出土銀器（文献342)はVI類Ｂと、注口が口縁近くまで長い、

しかも前方に曲がったⅥ類C (12-Mas)とかある。後者とほぼ同巧なのは、877年頃の伝西

安・北却山出土鍍金銀器く文献,500)、901年の江蘇・水丘墓出土銀器（文献16）で、Ⅵ類Ａの

咸陽例の蓋と似るが、天井部を半球状に大きく盛り一上げた蓋が伴う。咸通十三年(872)銘の

西安出土銅器（文献16）も同類で、これには「宣徽酒坊」の刻名があり、酒器の可能性を示す。

VI類Ｂの系統は、晩唐の湖南・長沙窯出土甕壷(12- Pcz)や五代909年の河南・高継媚出土

鉛器(12-Qa2)に残る。Ⅵ類Ｃは北宋に続く。826年の江蘇・殷府君墓出土姿器(12-Dbi)

や847年の河南・穆昿墓出土姿器(12-Ja2)は、胴が下肥れで、やや短胴（以下、Ⅶ類Ａ）。

殷府君墓出土の他の甕器(12-Db2>や９世紀中～10世紀初の江蘇・鎮江出土盗器（12－Ｏａ５）

は、下肥れだが長胴（以下、Ⅶ類Ｂ）。前者は胴部を花形につくる。

　五代に入ると新しい有柄注壷になる。五代後期の洛陽出土盗器(12 - S b3)や、十国939年

の浙江・康陵出土姿器a2-Ra2)で、扁球胴で、長く曲がった注口を付ける（以下、Ⅷ類Ａ）。

五代909年の陳西・高継蜘墓出土姿器(12-Qa3)は、注口が短いか、口縁近くに水平につけた

もの（以下、Ⅷ類Ｂ）。Ⅷ類は北宋に盛行する。また、Ⅷ類Ａは、既述したように北宋の壁画

（文献14）をみると花形鉢II類内に置いており、Ⅷ類のなかの液体を保温したと推測できる。

Ⅷ類を置いた机上には、杯あるいは碗と托の２組以外には菓子を盛った盤だけで、酒でなく飲

茶とみるのが妥当と考える。

　水注は、短胴壷に注口をつけたものか中唐頃の西安出土三彩（文献257）にある。

三脚縫・三脚壷三脚娠は、中唐とする河北・邪窯出土甕器（12－Ｅｅｌ）がII類Ａ。814年の

河南・鄭紹方墓出土姿器（12一Ccs)や、中唐の江蘇・揚州出土三彩〔12- Eb5〕は肩がやや

張り、丈も低目（以下、Ｕ類Ｂ）。総高9.5cm。850年頃の院西・背陰村出土鍍金銀器(12-Ka3)

は総高5.3c・の小型品だが、肩が張り、しかも長胴化する（以下、Ⅲ類）。836・854年の山西・

高徴夫婦墓出土盗器(12-KC4)は、胴部の脚と脚の間を縦方向に窪ませた花形（以下、IV類）。

総高8 en。これをうけたのが901年の江蘇一水丘墓出土鍍金銀器（12－ Ncio)で、胴部には脚

から上方に鰭状の突起をつける（以下、Ｖ類）。総高14.4cm。9世紀中～10世紀初の江蘇・鎮江

出土姿器C12-Oa9)もＶ類。総高4.5c・。五代以降はすたれるようである。小型の高徴夫婦例

は粉盆とみている。

　三脚壷は９世紀後半と推定する江蘇・丹徒出土銀器(12-Mae)。顛が長い点は前漢の錐尊

に似るが、小型品である。
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５ 卜結

　　　　ｃ　煮沸具（付図12）

鍋・三脚鍋・提梁鍋・有柄鍋鍋は、口縁が外反する浅い半球状のエ類Ｅが、９世紀後半と推

定する江蘇・丹徒出土銀器（文献:342)にある程度。

　三脚鍋は、内耳をもつⅢ類Ａが多く、797年の河南・劉府君夫婦墓出土鉄器(12- Bc3)、

845年の河南・李存墓出土鉄器(12- Jae)、晩期の広東・和平出土鉄器(12-Pa5・Pae)、

868年の河北・張氏墓出土陶器(12- Lde)などがある。840・842年の河南一崔防夫婦墓出土

鉄器（12－G7）は同類ながらも環耳がない（以下、II類Ｂ）。皿類Ａの系統は北宋にもつづく。

　提梁鍋は824年の河南一斉国太夫人幕出土銀器〔12-Da4・Ｄａ５〕、ともに８世紀中頃のＩ類

やⅢ類と大差ない。９世紀後半と推定する江蘇・丹徒出土銀器（文献342)もほぼ同巧のⅢ類。

十国918年の四川・王建墓出土銅器a2-Qb6)は浅い〔以下、IV類〕。

　有柄鍋は、盛唐まで存続した倦斗の三脚を省略したもの。長い把手と、これと直角位置に注

口をつける。824年の河南・斉国太夫人墓出土銀器(12-Das)や840・842年の河南李存墓出

土鉄器(12-G 5)。北宋にもっづく。

釜漢代からあまり変化しない鉄釜系統の長胴釜Ⅲ類が784年の河南・洛陽墓出土陶器U2－

Acs)にある程度。五代～北宋も、釜・甑などは墓に副葬しないようで、実態はつかめない。

　　　　ｄ　雑器（付図12）

賀斗778年の河甫・鄭洵墓出土小型銅器(12-Aa6)や784年の河南・洛陽墓出土銅器（文献

283)。ともに皿都の口縁と柄の基部との間に横広の補強板をつくり出す（以下、IV類）。わず

かな明器をのぞくと隋代以降の髪斗はなく、Ⅳ類が初唐あるいは隋にまで遡る可能性はある。

畑中唐の河北・那窯出土姿器a2-Ee6)はIV類Ｂ。778年の河南・鄭洵墓出土銅器(12-

A a?)や864年の河北・張氏墓出土陶器く12- Ld7)はIV類Ａの系譜をひく。前者は高い三脚、

後者は低目の五脚。ともに小さく、薫鎧として使用された可能性が高い。この系統は北宋にも

つづく。874年の険西・法門寺出土鍍金銅器（文献19・21・370)のうち１点はⅢ類く薫燈）の

系譜をひくが、蓋は火焔状の透かし〔以下、Ⅲ類Ｅ〕、他の鍍金銀器は口縁が折れる外被せ蓋

を伴う（以下、Ⅲ類Ｆ）。ともに五脚で五環耳。

　耀の新器形は９世紀後半と推定する江蘇・丹徒出土銀器(12-Ma?)で、口縁が二段に折れ

下がる値皿と、これを受ける大きな透かしが入った台、天井か高く盛り上がった宝珠形撮みの

蓋からなる（以下、Ｖ類）。蓋には唐草文風の透かしがあり、薫蛙である。同類は874年頃の険

西・法門寺地宮出土銀器（文献19・21・370)にある。風墟とするが、同巧品（文献370)は法

門寺地宮中室中央にも据えており、薫櫨とすべきである。十国918年の四川・王建墓出土鍍金

銅器(12-Qb7)や933年の江蘇・新海連出土鉄器（文献286)もこれを継承する。

　燈豆燈はＶ類Ｃが778年の河南・鄭洵墓出土姿器（12－Ａａ８）にある。晩唐や五代・十国

時代の例は知らないか、この系統は北宋に入って新たな展開をみる。－燈Ⅵ類も中唐後期～五

代の湖南・長沙窯出土姿器(12-FC8)にあるか、以後は不明。

　　蝋燭燈I】は、中唐後期～五代の湖南・長沙窯出土姿器(12-Fca･PC7)や、十国918年の

四川・王建墓出土mm (12-Qb8)にある。バラエティがある。

部



５ 小結　一古代中国における食生活等の変遷とその画期－

５　小結

戦国晩期戦国晩期は、殷周銅器の終末を告げる一方で、漢代以降に展開するいわば日常的な

銅器の母胎を形成した一大一期であった。供膳具では董・敦あるいは有蓋豆、注器では酒用

の盃などが終わる。煮沸具の噺・扇は中期でもやや遅れた時期には消失した。把手付杯Ｉ類、

食べ物などを盛った深捌Ｉ類、煮沸具の茎はやや早く戟国中期頃に登場しているが、戦国晩

期には新たに碗や高台付鉢、瓶、盃に替わる鮑壷、鍋類、鍔付きの釜それに蝋燭用と推定さ

れる針付きの豆燈や薫値などか登場してくる。碗一鉢・瓶などの出土例が極めて少なく、銅器

でないものも含む点は、先駆的状況といえる。

　なお、撲（箸）、叉（フォーク）、七（匙）、長手の勺（杓子）は戦国早期には出現しており、

短い勺（散蓮華）も秦代には登場している。検は食べ物を挟みとるもの、七は五穀を食すも

の、短い勺は菱・粥用とみる説が有力である。

前漢・新代前漢一新代は、それでもなお残っていた殷周銅器の伝統か消失し、日常的な銅器

類が次第に定着した時期である。このなかでの画期は、以下にみるように後漢晩期にある。古

制を伝えるものでは、碗の祖型とされる篁が前漢早期、楕円形の鉢である舟は前漢中期、貯

蔵具の哉は前122年頃、長胴壷Ｉ類は前漢晩期、煮沸具の鏝は前漢晩期頃、無蓋鼎は前122年

頃、水器の鑑や浴俐、浴用の可能性が高い超大型の大盤Ⅲ類も前122～113年までに終わる。

高足杯Ｉ類、有蓋鼎、妨、提梁壷・筒などは、前漢晩期には激減する。「沃盟の礼」に用い

た匝は新代に途絶え、大盤Ｉ類Ａ・Ｂも前漢晩期には数が極めて少なくなる。大盤ｎ・Ⅳ類

も前漢代までに終る。扁壷は形をかえながら細々と以後も残るか、俵形壷は前漢中期までにす

たれる。

　新しい器種・器形は以下の如くである。飲器は、中国南半部で把手付杯Ｉ類が盛行するが、

新たに前漢晩期から把手付杯１類が加わる。出土例は多くなく、新器種の高台付杯Ｉ・Ⅱ類が

これを補ったと推測する。新代に登場する高台付杯II類は、前漢晩期に登場する「酒偏」の

小型品。両者か一組とすると、高台付杯Ｕ類は飲酒用、酒鋼は酒を壷などから一時的にうけ

たもので、高台付杯Ⅱ類の出現も前漢晩期と推測する。碗のうち、新代に登場する浅目の丸底

碗11類は、後の事例によると勺（散蓮華）を伴出し、菱・粥用の可能性がある。穀類を食す容

器は古くは篁であったか、前漢晩期から類例を増す高台付碗I・II類以外にそれにあたる容

器は見当たらない。出土例は少なく、個々人の銘々器にまでなっていたとは言い難い。耳杯は、

形を変えながらも前漢以降も存続し、後漢には鶏骨が残る例もあることから、飲器だけでなく、

小盤としても利用されたとわかる。小・中盤はまだ数が極めて少ない。前漢代の特徴は、大盤

Ｉ類Ａ・Ｂの多さである。既述した沃盟の礼器以外に、値の下盤などにも利用されているが、

食べ物を盛る器としても用いられたと推測する。中盤Ｖ類は杯・碗を承ける下盤であり、そう

した風習が前漢晩期までには生まれていたことが知れる。前漢晩期に登場する魁は、絵画資料

から、把手をつかんで箇・箸でなかの食べ物を食べたもの。主人に食べさせる様だが、自分で

食べることもあったであろう。後漢から盛行する。既に触れたように、陶製の蓋付き大口緩に

は「飯」の墨書かあることから、新代にはおひつがあり、以後も存続したこと、漢代の中盤Ｉ
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５ 小結

類Ｂで、口径27c・程のものは、墨書から一時的にせよ飯を盛ったことも知れる。なお、前漢に

は撲、七、長・短両種の勺の出土例が増加し、食べ物を挟むための、Ｕ字状にまげた笑や肉を

剌すための大型の叉も加わる。

　瓶は、戦国晩期からの蒜頭瓶がB(122年頃まで残るか、前漢中期には反口瓶Ｉ類、晩期から

直口瓶が登場する。直口瓶には矢柄らしきものか残るものかあり、矢を投げて遊ぶ風流の一端

か知れる。また、反口瓶は後の事柄から、花瓶として用いられた可能性もある。ただし、そう

した用途だけではない。これも後の事例だが、洗の上に反口瓶をのせた例がある。洗は前漢晩

期頃に登場する。浅洗Ｉ・ｕ類と深洗Ｉ・ｎ類が一躯で、浅洗は手足を洗った水をうけ、その

汚水を深洗にいれて棄てたと推測できる。前漢晩期の湖南・長沙出土例からすると、浅洗に注

ぐ水の容器は球胴壷だが、洗の出現と期を一にして直口瓶や細頻壷Ⅲ類が出現していることは

注目してよい。これは、匝と大盤Ｉ類Ａ・Ｂや超大型の丸・平底鉢を用いた「沃盟の礼」に替

わって、官人の加冠や婚礼「士冠礼」「士婚礼」などに用いられた礼器の具体像を示すものと

いえる。

　煮沸具では、釜・甑は出土例が増加し、普及したことが知れる。釜では鍔付きのｎ類が主流

である。長胴釜ｎ類と球胴釜II類を伴出する例があることからすると、蒸す物による使い分け

かあったとも推測される。そして、釜甑で蒸した食物を盛ったり、調理・炊事にも用いた盆が

新登場し、銅も浅銅と深銅と備えるようになる。中国南半部では釜・鍋兼用の茎なども盛行

する。釜とともに鍋エ～Ⅲ類や片手鍋も前漢から多くなる。これは鼎の衰退と表裏一体で、竃

の完備によって、必ずしも三脚が必要でなくなったことによる。温・注酒器の盃の伝統をひ

く勉壷は三脚器として残る。前漢初からは、新たに饒尊と「温酒樽」が登場する。前者は葵

類、後者は酒を温めるもの。既述のように、絵画資料では宴席に共用器１対として描かれてお

り、接待などに特別に用いられたと推測する。

　油・蝋燭用の燈、香を焚く薫櫨も前漢では出土例が著しく増加し、バラエティに富む。新し

くはアイロンの樹斗も前漢晩期に出現し、以後に定着する。

後漢後漢は、前漢晩期に登場した新器形・器種が定着した時期で、鉄鉢形や唾壷などが新登

場するが、後漢代での小画期はない。飲器は、中国南半部では把手付杯Ｉ類が存続する。高足

杯Ｉもわずかに残り、新たに丸底の把手付杯Ⅲ類が登場するか、出土例は少ない。高台付杯Ⅱ

類か主で、それを平底杯Ⅲ類が補ったのであろう。耳杯は11類に変化するが、飲器として、ま

た小盤としても機能した。碗は浅目の平底碗Ⅱ類が登場し、後の事例から、羞や粥用の食器と

して用いられたらしい。高台付碗はＩ・Ｕ類が変化しながら存在し、出土例もやや増加する。

飯器と推定する。中・小盤は、杯や碗おそらく主に杯の下盤となったＶ類が盛行する。Ⅵ類は

浅い半球状の盤で、その数がやや増加することは、取り皿として意識されてきたことを示そう。

後漢晩期の絵画資料では、主人の前に置かれた盤には食べ物がのり、筏がそえられており、様

子が知れる。大盤はＩ類Ｂが後漢で終わる。新登場のＶ類は、食器類をのせた円案（お盆）で

ある。方案は前漢にあるが、円案は後漢に入って登場するようである。豆は後漢ですたれる。

盆はエ類が前漢晩期頃までに、11類も後漢晩期までには終焉を告げる。後者には果実の核など

か残る。化粧用の血とは性格を異にし、食べ物をいれる容器としての盆の終焉と推測する。後

漢晩期に新しく登場する鉄鉢形は、以後長く存続する。その用途については、仏教的色彩を考

認
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えるのか通例で、隋代の絵画資料でも僧が小型の鉄鉢形らしきものを手にする。底が丸底風で

あることからすると鍋的であるか、食物を盛ったり、ときに飯器として多様な機能を果たした

ものと推測される。これに似て内命の度合いが強い孟は、後漢に出土例が増え、水孟と呼ばれ

ることが多い。三国時代のミニチュア例では勺（散蓮華）を伴ったものがあるが、実際にどの

ように使われたのかは明かでない。今後の課題としておく。

　前漢晩期頃から盛行した直［］瓶は、後漢では出土例が少ないが、反口の細漸壷Ｉ類Ｃや盤口

のⅢ類Ａがある。洗は、深洗Ｉ・１類と、これとセットになる浅洗Ｉ・ｎ類が備わってくる。

手足を洗う礼器はなお存続したと判断できる。

　壷類は、前漢代にはバラエティかあったか、後漢にはシンプルとなる。長胴壷はＵ類だけか

あり、以後も存続する。短胴壷は下肥れのII類やこれに提梁をつけたものが主に中国南半部に

残る程度で、それも後漢晩期にはほは終わり。儀器（明器）化する。後漢晩期に登場した埋も

Ｉ類も後漢晩期で終焉する。貯蔵用の壷は、三国時代には新しいもの（盤口のⅢ類）にかわっ

てしまう。

　煮沸具は、鍋１～Ⅲ類、鍔付きの球・長胴釜Ｕ類、それに鉄製の長胴釜Ⅲ類が盛行する。把

手付鍋は後漢晩期、鼎の遺制である特異な三脚鍋、それに三脚釜もほぼ後漢晩期までに終わる。

釜・甑とセットであった盆は後漢早期には消失し、銅がその機能を兼ねるようになる。後漢

に新登場するのは、三脚一把手付の鍋である饒斗。以降は鍋の代表的な位置を占める。宴会

用の億壷・温酒樽は後漢晩期でほは終わる。

　雑器としては、後漢中期から、定型的な唾壷工類や虎子が出現・普及し、生活様式に一つの

画期を示す。

三国時代～東晋三国時代は漢代の遺制が途絶えた時期で、新しくは短胴繰IV類や櫨Ｕ類が出

現した程度で、過渡期といえる。西晋や東晋では、以下のように、杯・碗・鉢・壷類などか一

新され、西方からの新しい波及の予後がある。漢代に比して銅器の出土数は激しく減少する。

古墳へ副葬されなくなったり、明器となったりしたためで、陶器や姿器などで補って復元せざ

るを得ない。

　飲器は、高足杯１類や把手付杯１・ｎ類が三国時代にわずかにある程度。耳杯は舟状に両端

か反るⅢ類にかわる。きわめて出土例は少なく、儀式的なものになったと推測する。舟状であ

るのは、飲器専用で、小盤を兼用することはなくなったことを示す。陶・姿器では、杯・碗・

鉢は相似た器形で寸法の異なる平底で浅目のⅢ類が三国時代から束晋初頃まで展開する。西晋

末～東晋初に高台付で浅目の杯・碗Ⅲ類に変わる。平底杯Ⅲ類は新代に出現しており、これを

もとに碗・鉢とのセットか完成され、飲食用の主体になったと推測される。鉢はそれ程変化が

ないか、西晋末～東晋初には高台付の浅目の杯・碗Ⅲ類に変わり、さらに東晋晩期には高台付

の高目の杯・碗Ⅳ類Ａが登場し、南北朝の先駆となる。高台付杯Ｉ類には銅器（北燕415年の

馮素沸墓例）があり、これには托Ｉ類が伴う。専用托の始まりである。馮素沸墓では、この時

代ではごく稀な小型提梁壷が出土し、これで酒を温めて高台付杯Ⅲ類で飲んだと推定している。

銅器には古調が残り、口縁か外反する高台付碗II類は三国時代には終わる。平底碗Ｕ類らしき

銅器は三国時代にあり、銅勺（散蓮華）を伴出。高台付鉢11類は東晋にも細々と存続する。特

異な小型の丸底鉢Ⅳ類Ａはガラス器で、これを模した可能性かある甕器の小平底の鉢IV類は、

即
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西・東晋代の限定晶である。後者は蓋を伴い、食器かもしれない。魁も存続する。三国時代か

らは、菓子などを盛り分ける果盆が登場し、食卓か華やかとなった。この時期の特徴は大盤が

見当たらず、小盤Ｖ・VI類Ａの出土例が増加する点である。Ｖ類は主に下盤、VI類Ａは主に取

り皿としての役割が固定されてきたと推測する。中盤では有脚盤Ｉ類が西・東晋に限って存続

する。硯・墟とする見方があるか、底が平坦でやや深目のものがあったり、蓋を伴うものもあ

り、盤の可能性が高い（Ｉ類Ａ）。これが韓半島の百済などで盛行する三足器の祖型になった

のであろう。

　瓶や細類壷の出土例は少ない。洗は深洗が三国時代頃までですたれるが、浅洗Ｕ類は銅器が

かなり出土している。南北朝後半には浅洗の新器形と瓶とか共伴しており、礼器の伝統はつづ

いたと推測する。壷は盗器だが、球胴・長胴とも盤口の頂類が西晋に出現して盛行する。銅器

は確認できていない。孟に似て短頭の短胴峰IV類も三国時代～東晋に盛行する。水や酒をいれ

た容器かもしれない。

　温・注酒器である錐壷は三国以降にも極わずかに残るか、それも小型・儀器化する。かわっ

て注壷や有柄注壷が登場し、以後盛行する。後の事例からみても、これらに酒用が含まれてい

たとみて誤りはない。大きく二系統がある。肩に筒状の注口をつける注壷Ⅲ類と、片口にする

注壷IV類がともに西晋晩期頃に限って存在する。これらに把手をつけた有柄注壷Ⅲ類Ａ・Ｂと

IV類Ａ・Ｂは東晋に入って出現し、以後にも展開する。いずれも三脚はつかない。架（五徳）

や温水をいれる容器も見当たらないことから、酒は温めなくなったのかもしれない。これらの

うちIV類は数はまだ少ないものの、新彊・遼寧から出土しており、西方からの新しい影響を示

す。後に触れるように、ワイン用と推測できる。

　鍋・釜・甑は、墓への副葬することがほとんどなくなり、実態はほとんど不明。唯一、健斗

は形をＵ・Ⅲ類に変化させながらも存続する。悒斗に注口をつけたIV類も三国時代から登場

し、煮沸具の代表のようになる。中国北半蔀では伝統的が鍍Ｕ・Ⅳ類が存続し、北朝にも残

る。三国時代から登場する、内蛙を伴わない円壇II類Ａ・Ｂは、主に鐙斗とセッＨこなる。盗

器では倦斗を円煌II類上においたものかあり、慧に炭火をいれ、鏡斗を温めたと知れる。

　アイロンの髪斗は、ｎ・Ⅲ類が盛行。燈は古式の豆燈Ｉ類ＢやⅣ類、邁燈Ｉ類Ｂやｕ類が残

り、蝋燭用Ｉ類も東晋晩期頃まで存続する。唾壷はｎ類Ａ・Ｂが盛行、虎子も虎型のｕ類が盛

行し、それぞれ生活に定着したことを示す。

南北朝時代～隋南北朝時代前半の５世紀代は、西方から高足杯ｎ・Ⅲ類や曲長杯、大盤lv類

Ｂなどが及ぶとともに、高台付杯IV類と碗IV類及び托のセット、反口瓶I】・Ｉ類など登場して

くる。西方からの器物は鍍金銅器を主とするが、出土例は多くなく、中国縁辺部や北朝域に限

られる。南北朝後半の６世紀前半は、これらが発展・定着し、加えて以下のように新しい器

種・器形が生まれた画期、隋代は唐代への過渡期といえる。隋代かその直前頃には、新器形の

稜杯・花碗が中国縁辺鄙で登場し、他は細嶺壷Ⅳ類と豆燈Ｖ類Ａが出現した程度である。飲器

では、高足杯ｎ～Ｖ類が南北朝前半の５世紀後半にも出現して、一部は隋代に継承される。ほ

ぽ同じ頃に、曲長杯、盤状高足杯、把手付壷形杯、片口の有柄注壷IV類Ｃも登場する。銀器も

あるか多くは鍍金銅器で、ササン朝ペルシャの影響とみている。有柄注壷Ⅳ類と高足杯は、既

述した北周の絵画資料から組み合い、ワイン用と推定される。他の飲器もワイン用の可能性が

卯
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ある。

　高台付杯IV類は、５世紀末頃にⅣ類Ｂ、６世紀中頃にIV類Ｃと順次高いものか登場するか、

低目のⅣ類ＡそしてⅣ類Ｂも以後に存続し、一基の墓で２・３種伴出する場合も少なくない。

これと対をなす高台付碗Ⅳ類は大きな変化かない。高台付碗IV類が飯用、高台付杯IV類が飲用

とみてよいであろう。高台付杯には体部が外傾するＶ・Ⅵ類もこの時代に存続する。杯の多様

さからみると、酒ばかりでなく、飲茶などにも用いられた可能性があるか、決め手はない。高

台付杯IV類Ａらしきものを５個いれた測器の奏が劉宋441年の福州墓から出土。奏の初出例で、

以後、例が多くなる。これを茶用とみる人もいるか、速断できない。高台付碗には、口縁が外

反するVI類もある。蓋付の初出例でもある。魂あるいは粥用と推定する浅目の丸底碗Ⅳ・Ｖ類、

平底碗Ⅳ・Ｖ類もあるが、前者の隋代の例ではｔ（匙）を伴った例もあり、飯用にも使用され

たと推測される。鉢は、古い平底Ⅲ類や高台付ｎが残るが、新たに高台付lv・Ｖ類が登場する。

魁はII類Ａ・Ｂが６世紀中頃まで存続する。水をいれたと推測する孟は南北朝後期から深目の

Ⅲ類になるか、扁平な短胴鎌Ⅳ類はあまり変化せずに存続する。鉄鉢形は隋代に深目のＵ類に

変わる。

　大盤は、新彊ではVI類Ｂの銀器があるが、中華には及ばない。他は、円案のＶ類が存続する

程度で、高台付のＶ類Ｂが南北朝後期に出現する。中盤も好例はない。小盤は銘々皿のⅥ類が

存続。高台を伴うⅥ類Ｂは５世紀後半頃からである。ササン朝ペルシャ産の北魏504年の大同

出土鍍金銀器にうかがわれたように、西方からの影響があったのであろう。托は、承けが高い

Ｕ・Ⅲ類が、主に杯用として展開する。

　豆は、南北朝前半期から隋代にかけて、Ｉ・Ｕ類が再び登場する。大型のI・11類は、隋代

からで、杯・碗をのせた例が目立つ。食も再登場する。円筒形のⅢ類Ａや鼓形のⅣ類がある。

前者は化粧用の粉盆であろうが、後者は水器かもしれない。高足香盆は南北朝後期から登場す

る。この時期には柄香櫨も出土している。墓の被葬者は僧ではない。唐代の壁画資科からみて

も、官人が柄香焼を持つ例はあり、参詣や儀式などで使用した唱矢と推測する。

　漢代以来の妨や球胴壷ｎ類が486年頃の北魏墓から唯一出土しているが明器であり、以後は

途絶する。三国時代に登場した盤口の球・長胴壷ｍ類は形を変えなから存続するが、球胴壷Ⅲ

類と盤口の細類壷Ⅲ類は隋代頃に終わる。新種は、いわゆる玉壷春式の細顛壷Ⅳ類で、５世紀

後半に出現し、唐代につづく。埋はガラス器かその模倣品で、ｌ類が６世紀前半から、袋状口

縁のⅣ類が隋代に出現して、これも唐代につづく。短・長胴錬では直口で肩に四耳をもつＶ類

が南北朝後期に登場し、唐代に引き継がれる。

　瓶は、反口瓶Ｕ・Ⅲ類Ａが５世紀代、Ⅲ類Ｂの系譜をひくいわゆる蕉形水瓶のⅣ類が６世紀

後半、いわゆる王子形水瓶のＶ類Ａ・Ｂが６世紀前半に登場、盤口瓶I・I】類も６世紀前半に

登場し、盛期となる。６世紀前半には浅洗Ⅲ類Ａ、６世紀後半には浅洗Ⅲ類Ｂかあり、上記の

反口瓶IV・Ｖ類も同じ墓から出土していることからセットであり、手を洗う礼器といえる。こ

のことは唐代の絵画資料からも裏付けられる。なお、三脚付の深洗Ⅲ類が６世紀後半にあるか、

浅洗と組み合うものではない。特殊例である。

　鍋や釜・甑は若干の明器（鍔付き球胴釜II類）がある程度で実態は不明。錐斗はⅢ・IV類

か存続、北朝一隋では特有の麹が形を変えながらも存続（Ⅳ・Ｖ類）する。

男



５ 小結

　唾壷は、南北朝前半はＵ類だが、６世紀中頃からは口縁か広くなるⅢ類に変わる。ともに落

とし蓋を伴うようになるのは新しい要素の一つである。

　腿斗は新種のⅣ類が６世紀中頃に登場する。蛙は錐斗と組むII類が見当たらなくなる。倣の

新器形は５世紀前半から登場する三脚鍋様のIV類Ａ・Ｂ、鼎様のＶ類で、ともに下盤を伴う。

小型であり、香用の薫慧と推測する。Ｖ類は隋代ですたれる。正倉院の火舎につながる環耳付

の値Ⅲ類Ａは、６世紀後半が初現で、唐代につながる。これも香用の薫煌である。燈は豆燭・

鳶燈ともに丈の長いⅢ・IV類が南北朝後期に登場する。脚に太い突帯をもつ豆燈Ｖ類Ａは隋代

にはじまり、蝋燭を中空柱に差し込む蝋燭燈I】類も確実には隋代にはじまり、ともに唐で展開

する。

初・盛唐　この時代は、南北朝時代の後半に登場した器種・器形と隋代頃の新器形が展開する

一方で、ササン朝ペルシャなど西方からの新しい影響か再度及んだ時期である。西方からの影

響は、南北朝前半の５ｔ紀代より強く、容器の形状は大きく変化する。その代表は、花形の高

足杯、杯一碗・鉢、盤などで、７世紀代は鍍金銅器が主、８世紀に入ると銀器や鍍金銀器か主

となる。波及の時期は、高足杯の一部は初唐でも古くなる可能性かあるが、他は７世紀後半前

後と８世紀中頃に登場してくる。貯蔵具や煮沸具なども７世紀後半前後と８世紀中頃が画期で

ある。ただし、後でも触れるように、８世紀後半の良好例がないため、中唐への変遷は今ひと

つ明瞭にできない。今後に期待せざるをえない。

　飲器では、高足杯Ⅵ・Ⅶ類、把手付杯IV～Ⅶ類が新しく登場する。高足杯Ⅵ・Ⅶ類Ａは初唐

でも古く、７世紀後半～８世紀初にVI類Ｂ・ＣとⅦ類Ｂ、８世紀中頃にVI類ＤとⅦ類Ｄ・Ｅに

変化するようである。把手付杯IV・Ｖ類とその祖型と推測されるⅥ類Ａ、それにⅦ類Ａは７世

紀後半～８世紀初、Ⅵ・Ⅶ類Ｂは８世紀中頃。７世紀後半には、把手付壷形杯Ⅲ類、楕円長杯、

曲長杯もあり、前一者は８世紀中頃までだが、後二者は中一晩唐に展開する。耳杯は８世紀中

頃に新式のIV類があるか、極めて稀で、以後は途絶えたようである。

　杯・碗では、南北朝後期や隋代からの高台付杯IV～Ⅵ類、丸底碗Ｕ・Ⅳ類、平底碗Ｖ類、高

台付碗IV ・Ⅵ類が形を変えながら存続する。新器形の一群は花形の杯・碗や稜碗。花形杯Ｉ～

Ⅲ類、花碗Ｉ・Ｕ類が７世紀後半頃、花碗皿類が盛唐、稜杯Ⅲ類は８世紀前半。稜碗は深目の

ｎ～Ⅳ類Ａが７世紀末～８世紀前半で、８世紀中頃には浅目のＶ類が登場する。通常の円形の

ものでは、口縁か強く外反する高台付碗Ⅶ類は、輪状撮みの蓋が伴う初出例でもあるが、時期

が８世紀中頃前後に限られる。体部が直線的に開く高台付碗・杯Ⅷ類はｌ器のみだが８世紀中

頃から、口縁が外反する丸・平底杯Ⅶ類や丸・平底碗VI類がおそらく７世紀末頃から登場して

くる。鉢は７世紀中頃のやや早くに新式の高台付VL類が出現。平底鉢はＶ類Ａが初唐でも古く、

Ｖ類Ｂが８世紀初に出現し、中唐にも引き継がれる。鉄鉢形は８世紀初には底がやや尖り気味

のⅢ類、８世紀中頃には尖底のIV類に変化。孟は南北朝後期のIV類が存続するが、これに似た

短胴縫Ⅳ類は初唐でも早い時期に終わる。魁は、新式のⅢ・Ⅳ類が８世紀に出現するが、中唐

では途絶える。

　托では良好な例がない。盤では古式の中盤Ｖ類や小盤VI類Ａが７世紀後半～８世紀初頃まで

残る。唐代の絵画資料からすると、これらが托にも用いられた可能性がある。大盤Ⅵ類Ｃは多

数の杯をのせる器台として用いられる。盤の新器形は花形で、大・中盤は三脚付花盤Ｕ類Ａ・

認
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Ｂが８世紀中頃、中盤の長方形花盤Ｉ類が７世紀後半～８世紀初頃、小盤は花盤Ｉ類が７世紀

後半頃、Ⅲ類が８世紀中頃と盛行する。大一小盤では円形のⅥ類Ｃ、小・中盤ではⅦ類が８世

紀初頃から盛行するが、三脚付盤は盛唐で終わってしまうようである。円形の小盤Ⅵ類Ｃは、

７世紀中頃に登場し､銀器では内底に虎らしきを飾ることからササン朝ペルシャ産とみている。

　豆は７世紀代に若干の資料かあるか、以後は再び目立たなくなる。食は薬石などをいれた円

筒形のⅢ類Ａか残るか、化粧用の粉盆は８世紀に入ると、貝形Ｖ類、花形Ⅵ類などと多様にな

る。高足香盆は、８世紀中頃には蓋に相輪状の撮みがつくⅢ類、いわゆる塔銃に変わる。

　壷類は、いずれも姿器か陶器で、長胴Ｕ類Ａ、Ⅲ類Ｂ・Ｃが７世紀代に残る程度だが、Ｕ類

の系統は８世紀初から、蓋に相輪状の撮みをもつ蓋と器台がセットになった、いわゆる塔式繰

と呼んでいるｎ類Ｂが盛行し、以後にもつづく。細領壷は玉壷春式のlv類Ｂと反口のＶ類、埋

は隋からのlv類やｎ類Ａ・Ｂ、鑓も南北朝後期・隋からの球胴鐘】v類Ａや長胴鏝Ｖ類Ａなどか

存続する。兌には珍しくも銅器か数点あり、晩唐の銅器に「酒�」とあることから、特に酒貯

蔵用と意識されたことが窺える。

　瓶は、いわゆる蕉形水瓶形のIV類が７世紀末頃まで、王子形水瓶形のＶ類Ｃが８世紀中頃ま

で残る。新器形は球胴・長脚のⅥ類で、７世紀後半～８世紀初に登場。浄瓶も新器種で、８世

紀前半かＩ類、８世紀中頃にⅡ類に変化する。浄瓶は、僧侶の携帯品とするのか一般で、Ｕ類

も僧・神会の持物だが、Ｉ類を出土した墓の被葬者・王仁波は俗人である。ただし、王仁波は

仙境を好んだ節があり、その折りの携帯品かもしれない。瓶Ｖ類は、既述したように開元・天

宝年間(713～755)の敦煌・莫高窟の絵画資料（第12図２・３）では、浅洗Ⅳ類らしきものの

上において捧げ持つ参詣団があり、手を洗ったりあるいは剃髪に用いる儀式具であったことが

知れる。浅洗は７世紀後半頃から登場し、形を変えながらも中一晩唐につづく。墓の出土例を

みると、瓶IV・Ｖ類と伴出した確実な例はなく、礼器としての意識は薄れて、洗は手や顔を洗

う器、瓶は水をいれたり、時に花瓶としてそれぞれ単独に用いられたのではないかと推測する。

　有柄注壷は、口縁に片口をつけたIV類が形を変えながら盛行する。ワイン用であろう。柄か

ないⅣ類も出土数は少ないがある。新器形は頭が長い反口の長胴壷に注口と把手をつけた有柄

注壷Ｖ類ＡとⅥ類Ａで、前者は８世紀初から、後者は８世紀中頃から登場する。特に後者は、

中一晩唐の主流を占め、茶用を含むことも明かである。他に短胴薩に注口をつけた水注、有柄

壷II類、双柄壷Ｉ・ｎ類があり、以後も細々とつづく。碗形圏は８世紀中頃に登場するが、

前漢の礼器の復古ではなく、実用的な酒や水の注器、日本でいう片口とみるべきであろう。

　釜・甑は副葬品かほとんどなく、鍔付きの球胴釜Ⅱ類が存在していたことを知る程度であ

る。憩壷は、復古的なＩ類系統の明器か７世紀にあるが、以後は途絶える。錐斗は古式の

U・IV類が残るか、前者は明器、後者も小型で薬用。実用具としては新式のＶ類Ａ・Ｂが８世

紀前半に登場するが、以後は廃れる。この時代は、新式の提梁鍋I・Ⅲ・IV類、三脚鍋Ⅲ・IV

類が盛行する。多くは内耳をもち、以後にもっづく。提梁鏝は初・盛唐に限ってみられるか、

その一部は中国北半部に特徴的な鎧を継承した可能性がある。初唐の壁画では、提梁鍍を左

手、角杯を右手に持った例があり、提梁鍛が温酒器であったことを物語る。８世紀前半には三

脚纏も登場する。小型品の一部は薬石の容器らＬいか、前漢代の饒尊に似たものもあり、宴

会などで食物を温める器として用いられたとも考えられる。

昭
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　腿斗は明器として古式のⅢ類がある程度だが、実用具は存在したはずである。唾壷は、盤口

だが、口縁端か大きく開くⅣ類にかわる。煌は、古式のIV類Ａ・Ｂのほか正倉院の火舎ともつ

ながるⅢ類ｃ・Ｄがあり、以後にもつづく。燈は、南北朝後半の豆燈ｎ類、隋代の豆燈Ｖ類と

蝋燭用II類が形を変えなから存続する。蓋燈は、Ⅲ類がなく、８世紀中頃には１個の内耳をも

つⅥ類が登場し、以後にもつづく。

中・晩唐～五代・十国時代既に触れたように、８世紀後半の良好な資料か少ないため、盛唐

の諸器種・器形がいっまで残るのかは判然としない。中唐でも９世紀前半の諸資科は盛唐とは

大きく異なり、８世紀後半か画期になると予測できる。中唐と晩唐の境は、通説に従い835年

としたか、容器類で見ると850年頃が画期といえる。金属器は、中一晩唐では鍍金銀器か主と

なる。五代・十国時代は、晩唐から北宋への過渡期であり、薬用と推測する有柄注壷Ⅷ類とそ

の温器である花形鉢11類など北宋で展開する容器の出現かあった。

　飲器では、高足杯が遅くとも９世紀中頃に花形のⅧ・IX類にかわるが、例は少ない。把手付

杯や角杯は出上例がなく、曲長杯が主となる。典型的な長曲杯は10世紀初まであり、楕円長杯

を花形にした花形長杯は多く、９世紀前半から９世紀中頃まではあるが、ともに五代・十国時

代にはつづかない。高足杯種類Ａ・Ｂや花形長杯にも、後述するように托が伴うことは新要素

である。

　杯は、古式のⅣ類Ａが五代まで残り、他のⅣ類やⅥ類も形を変えなから存続し、以後にもつ

づく。花形杯は晩唐末から五代・十国時代に深目のⅢ類があるか、その上限は不明。姿器に限

られるが、体部が直線的に開く高台付杯・碗Ⅷ類は８世紀後半からあり、北宋にもつづく。碗

では、盛唐に登場した丸・平底碗Ⅶ類が、遅くとも９世紀中頃からは体部が強く外傾する・類

に変わる。高台付碗は、８世紀中頃に登場した浅目のＩ類Ｄの系譜をひくＩ類Ｅ・Ｆと、口縁

が強く外反・外祈するⅦ類Ｃが９世紀前半から五代・十国時代まで存続する。口縁が外反する

VI類も五代・十国時代にっづくが、VI類Ｂの銀器は「宣費酒坊」の刻銘があり、飲酒器らしい。

高台付の花碗は、盛唐に比して体部の外傾するIV類が９世紀後半頃にあり、北宋につづくが、

これも上限は不明。

　鉢は初・盛唐に登場した平底鉢Ｖ類が五代・十国時代まで形を変えながら残るか、以後はす

たれる。姿器に限られるが、古式の平底鉢Ⅲ類系統に高台をつけたＶ類が中・晩唐にある。鉢

の新器形は９世紀後半に登場する花形鉢Ｉ類で、蓮葉形の蓋を伴う。五代・十国時代に登場す

る花形鉢II類は薬用と推測する有柄注壷Ⅷ類の温器で、北宋に主流となる。鉄鉢形は尖底のIV

類か中唐、Ｖ類が９世紀後半にあるが、以後はすたれた可能性がある。孟は９世紀前半にⅥ・

Ⅷ類に変わるが、これも北宋には途絶えてしまう。

　托は、底を窪ませた特有なⅢ類が９世紀前半末頃、ほぼ同巧ながら花形にした花形托ｌ類が

９世紀後半に出現し、後者は五代・十国時代のII類をへて、北宋にも存続する。花形托Ｉ類に

は「茶庫（中略）拓子」の刻銘があり、寸法から杯でなく碗を飲茶器として用いたことか知れ

る。寸法の小さい托Ⅲ類や花形托は高台付杯IV類やⅧ類をのせたことも出土例からはわかるが、

これで何を飲んだかは、なお断定できない。専用托の盛行によって、中・小盤を托とすること

はなくなったと考える。

　茶道具は、後述する有柄注壷Ⅵ類が［薬杜瓶］で、薬をひいた喉は830年頃からあり、茶を

陶
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納めた箱は874年にある。「茶托」の存在と合わせて、９世紀前半には飲茶の風が盛行していた

ことが容器から画定できる。飲茶はすでに後漢末には始まっているが、唐代までの間にどのよ

うに普及したかは、なお今後追求すべき大きな課題といえる。

　盤は、大盤では盛唐の三脚付花盤Ｕ類Ａ・Ｂと異なって、三脚がつかず、文様も異なる花盤

Ｕ類Ｃが８世紀後半にあり、盛唐からの変遷が知れる。この系統は９世紀までっづかない。中

盤では、四花形の花形長盤II類Ａが９世紀前半からあり、９世紀後半～10世紀初には菱花形の

花形長盤ll類も加わるか、五代・十国時代には途絶える。小盤では、古式の花形盤１類Ａ・Ｃ

が晩唐や五代・十国時代に一部残るが、８世紀後半に花形盤IV類、９世紀中頃には花形方盤が

登場する。前者は北宋につづくが、後者は五代・十国時代ではすたれるようである。円形の

中・小盤Ⅶ類は９世紀前半にはすたれるが、９世紀後半にはイスラムからのガラス器が流入し

たことなどが注目される。粉食は、盛唐からの伝統が残るか、９世紀中頃から隅丸方形や楕円

形のⅦ類、９世紀後半には蝶形のⅧ類が登場する。花形は９世紀中頃から台付きのVI類Ｂが新

登場するが、台のないVI類Ａも存続し、やがて北宋を代表する菊花形の香食につながることに

なる。

　壷類は、球胴壷の新種であるⅥ類の金器が９世紀後半にあり、長胴壷のⅡ類Ｂが中一晩唐に

も盛行するか、五代・十国時代にはすたれたことを示し得る程度である。瓶は、古式の反口瓶

Ｖ・Ⅵ類が中・晩唐まで残るようだが、以後はすたれる。盤口瓶は晩唐にあり、北宋にも細々

と残る。新種は体部に面取りを施して八面体とした直口瓶11類が、９世紀後半から五代・十国

時代まである。堤はⅢ・Ⅳ類がそれぞれ８世紀後半と９世紀後半にあり、北宋にもっづく。鏝

はあまり変化しない長胴錬11類や聾が存続。洗は、盛唐からのIV類が９世紀中頃までで、まも

なく花形洗I・II類に変わるようである。

　片口の注壷と有柄注壷Ⅳ類は中唐にあるが、前者は９世紀中頃、後者は晩唐～五代ですたれ

る。盛唐に登場した有柄注壷Ｖ・Ⅵ類は五代・十国時代まである。主流はⅥ類で、９世紀中頃

に注口が短いⅥ類Ａから注口の長いIV類Ｃにかわり、後者か北宋につづく。808年のⅥ類Ａに

は「茶杜瓶」、872年のⅥ類Ｃには「宣徽酒坊」の刻名がある。Ⅵ類は茶用であり、酒用でもあ

ったことになる。新器形は晩唐874年頃の法門寺出土有柄注壷Ⅶ類、五代・十国時代の有柄注

壷Ⅷ類。前者は密教系法具で、いわゆる浄妙寺形水瓶の原型になる。後者は、既に触れたよう

に茶用と推定できるもので、北宋で盛行する。

　釜・甑は、副葬品がなく、実態をつかめない。饌斗は脚を省略した有柄鍋にかわる。有柄

鍋は824年が初出で、北宋にもつづくが、上限は不明。盛唐に登場した提業鍋Ⅲ類が９世紀前

半や後半、三脚鍋Ⅲ類は８世紀末～９世紀後半の資料かあり、ともに北宋にもっづく。三脚鏝

もII～Ⅳ類が９世紀初～10世紀初にあり、相似た三脚壷も９世紀後半にあるが、以後は途絶え

てしまう。

　硯斗は８世紀後半～新代のⅣ類が登場する。以後もつづいたはずだが、出土例はないようで

ある。唾壷は９世紀初に、それまでの盤口から漏斗状のＶ類にかわり、五代・十国時代には存

続するが、北宋の確実な出土例はなく、その後の状況は明かでない。短はいずれも薫短で、古

式のIV類が形を変えながら北宋にもっづく。Ⅲ類も９世紀後半にあるが、この時期には風懐と

も呼ぶ大型の慧（薫墟）Ｖ類が登場し、北宋にもつづく。燈では豆燈Ｖ類が８世紀後半にある。

巧
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晩唐や五代・十国時代の資料は不明だが、北宋では多様に展開し、いわゆる金山寺形香慧にな

ると推測する。蝋燭燈Ｈ類も五代・十国時代までは存続する。・燈はVI類が晩唐～五代にある

か、以後は出土資料がない。杯や碗がｉ燈として転用されたのであろう。

註

１）王振鐸（文献301)も同じ。ただし、円筒形かは断言できない、

２）桑山正進（文献43）によれば、扁壷は拉、稗は俵形のようである。

３）銅讐の編年は、陳文領博（文献261)が詳しい。

４）鏡尊の器形で、口縁端に方形把手をつけた陶製品は、前漢前期の広州漢墓（文献４）、新代の山

　　西・朔県（文献363)から出土Ｌている。

５）現在のような柱状の蝿燭でなく、餅状の塊をもちいたとする見方（文献43参照）があるが、後述す

　　るように、隋・唐代には柱状蝿燭があり、それが漢代に遡る可能性もある。

６）鰹の編年は文献200などにある。

７〕托Ｉ類は南北朝中・晩期（文献188)まで残る。

８）同類の険西・法門寺塔地宮出土ガラス器（文献370)は５世紀とみている。

９）河北・那窯出土甕器（文献367)には、隋代とみる有柄注壷IV類があるが、他に古い例はない。後

　　考をまつ。

10）西安市城建局の花形長盤（文献161は、詳細不明なから758～774年という。

％
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308河南省博物館1972「河南安陽北斉範梓墓発掘簡報」r文物』1972-1

309文物編輯委員会1972「無産階級文化大革命期間出土文物展覧簡介」「文物」1972-1

310 m西省博物館文管会革委会写作小組1972「西安南郊何家村発現唐代書蔵文物」『文物』1972-1

3n李知宴1972「唐代彊窯概況輿唐測的分期」『文物j 1972-3

312 m西省博物館唐墓発掘組禧泉県文教局唐墓発掘組1972「唐鄭仁泰墓発掘簡報」『文物』1972-7

313安金槐王輿剛1972「密県打虎亭漢代画像石墓和壁画菜」「文物」1972-10

314南京市博物館1972「南京象山５号、6号、7号墓清理簡報」「文物」1972-11

315嘉硲関市文物清理小組1972「嘉略闘漢画像碑墓」「文物」1972-12

316黎瑶m 1973「遼寧北票県西官営子北燕馮素弗墓」「文物」1973-3

317南京大学歴史系考古組1973「南京大学北園京晋墓」「文物」1973-4

318揚州市博物館1973「播州発現両座唐墓」「文物」1973-5

319常博1973「常州市出土唐三彩瓶」『文物』1973-5

320河北省博物館文物管理所1973「河北平山北斉崔昂墓調査報告」「文物」1973-11

321陶正剛1975「山西祁県自圭北斉韓裔墓」『文物』1975-4

322秦明智任歩雲1975「甘粛張家川発現“大趙神平二年”墓」『文物』1975-6

323浙江省文物管理委員会1975「浙江臨安板橋的五代墓」『文物』1975-8

324金維諾衛1975 F唐代西州菜中的絹画」「文物」1975-10

325南波1976「南京呑尚百晋墓」『文物』1976-3

326河南省博物館安陽地区文化局1977「河南安陽隋代姿窯址的試掘」『文物』1977-2

327智m 1977「隋代甕器的発展」『文物』1977-2

328昭陵文物管理所1977「唐越王李貞墓発掘簡報」『文物』1977-10

329宿自1977「盛楽、平城一帯的拓蹟鮮卑一北魏遺跡一鮮卑遺跡輯録之二」『文物』1977-11

330臨唐金雀山漢墓発掘組1977「山東臨唐金雀山九号漢墓発掘簡報」『文物』1977-11

331劉家該劉炳森1977「金雀山西漢帛画臨幕后感」『文物』1977-11

332馬世長1978「関於敦煌産経洞的幾個問題」r文物』1978-12

333李知宴1979「三国、両晋、南北朝製姿業的成就」「文物」1979-2

334河北省文管処1979「河北景県北魏高氏墓発掘簡報」『文物』1979-3

335浙江省博物館杭州市文官会1979「浙江臨安晩唐銭寛墓出土天文圖及“官”字款自盗」『文物』

　　1979-12

336洛陽博物館1980「洛陽東漢光和二年王当墓発掘簡報」『文物』1980-6

337熊伝新1981［湖南湘陰県隋大業六年墓］『文物』1981- 4

338山東省博物館孟振亜1981「山東嘉祠英山一号隋墓壁画的掲取」『文物』1981- 4

339南京博物院1981「江蘇邦江甘泉二号漢菜」『文物』1981-11
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340南京博物院1981「南京尭化門南朝梁墓発掘簡報」「文物」 1981 -12

341四川省博物館青川県文化館1982「青川県出土秦更修田律木順一四川青川県戦国墓発掘簡報」「文物」

　　1982 -1

342丹徒県文教局銀江博物館1982 F江蘇丹徒丁卯橋出土唐代銀器害蔵」「文物」1982-11

343長興博物館夏星南1982「浙江長興県発現一批唐代銀器」「文物」1982-11

344無錫市博物館1983「無錫市環城河古井清理」「文物」 1983-5

345河北省文物研究所1983「義県漢墓発掘記要」「文物」 1983-6

346大同市博物館馬玉基1983［大同市小姑村花丿乞塔台北魏墓清理簡報］「文物」1983-8

347山西省考古研究所太原市文物管理委員会1983「太原市北斉婁叡墓発掘簡報」「文物」 1983-10

348磁県文化館1984「河北磁県東魏茄郎公主墓発掘簡報」「文物」1984-4

349遼寧省博物館文物隊朝陽地区博物館文物隊朝陽県文化館1984「朝陽袁台子東晋壁画墓」「文物」

　　1984-6

350夏超^ 1984「考堂山石祠画像、年代及主人試探」r文物j 1984-8

351河北省槍州地区文化館1984「河北省呉橋四座北朝墓葬」「文物」1984一9

352孝感地区博物館安陸県博物館1985「安陸王子山唐呉王妃楊氏墓」「文物」1985-2

353李陳奇1985「蒜頭壷考略」「文物」1985-4

354山東省益都県博物館夏名採1985「益都北斉石室墓線刻画像」『文物』1985-10

355寧夏回族自治区博物館寧夏周原博物館1985 F寧夏固原北周李賢夫婦墓発掘簡報」「文物」1985-11

356安徽省文物考古研究所馬鞍山市文化局1986「安徽馬鞍山東呉朱然墓発掘簡報」「文物」1986 - 3

357楊Si 1986「三国考古的新発現一読朱然墓簡報別記」「文物」1986-3

358福建省博物館政和県文化館1986 F福建政和県松源、新口南朝墓」「文物」1986-5

359黄銅正1986「長沙出土的戦国虎子及有関問題」「文物」 1986-9

360梁旭達草聖敏1987「広西浦北県出土的青銅器」「文物」1987-1

361山西省博物館喬淑芝1987に蒲反田官”器考」「文物」1987-4

362

363

364

365

366

367

368

369

370

373

374

375

376

377

378

379

380

381

382

383

呉W 1987「北周李賢墓出土座金銀壷考」「文物」1987-5

平朔考古隊1987「山西朔県秦漢墓発掘簡報」『文物』1987-6

長治市博物館王進先1987「山西長治市北郊唐崔翠墓」「文物」1987-8

湖北省博物館鄙県博物館1987「湖北部県唐李徽、閻婉墓発掘簡報」「文物」1987-8

部坊市博物館五蓮県図書館1987「山東五蓮張家仲尚漢墓」「文物」1987-9

内丘県文物保管所1987「河北省内丘県邪窯調査簡報」「文物」1987-9

四川省博物館王有鵬1987「四川綿竹県船棺墓」「文物」1987-10

楊文成1998「四川宝興出土巴蜀符号印等文物」「文物」1988-10

院西省法門寺考古隊1988「扶風法門寺塔唐代地宮発掘簡報」「文物」1988 -10

孫機ほか1988「法門寺塔地宮出土文物筆談」「文物」1988-10

韓偉1988「従飲茶風尚看法門寺等地出土的唐代金銀茶具」「文物」1988-10

大同市博物館1989「大同東郊北魏元淑墓」『文物』1989-8

孫機1989「固原北魏漆棺画研究」「文物」1989 - 9

甘粛省博物館初師賓1990「甘粛靖遠新出東羅馬座金銀盤略考」「文物」1990-5

李振奇史雲征李蘭珂1990「河北臨城七座唐墓」「文物」1990-5

広元市文物管理所中国社会科学院宗教所佛教室1990「広元千佛崖石窟調査記」「文物」1990-6

広東省博物館茂名市博物館電白県博物館1990「広東電白唐代許夫人墓」「文物」1990-7

安丘県博物館1990「山東安丘発現一処銅器官蔵」「文物」1990-8

南京博物院1990「梁朝桂陽王蕭象墓」『文物』1990-8

古運泉1990「広東新興県南朝墓」「文物」1990-8

山西省考古研究所太原市文物管理委員会1990「太原南郊北斉壁画墓」「文物」1990-12

山西省考古研究所太原市文物管理委員会1990「太原金勝村337号唐代壁画墓j「文物」1990-12

384山西省考古研究所太原市文物管理委員会1990「太原南郊北斉壁画墓」「文物」1990-12

385山西省考古研究所太原市文物管理委員会1990「太原金勝村337号唐代壁画墓j「文物」1990-12

386桑堅信1991「淳安朱塔唐代官蔵銀器匍議」「文物」1991-2

387綿陽博物館何志国1991［四川綿陽何家山２号車漢崖墓清理簡報］「文物」1991-3

388周口地区文物工作隊淮陽県博物館1991「河南淮陽北閥一号漢墓発掘簡報j「文物」 1991-4

389福建省博物館福州市文物管理委員会1991「唐末五代国王王審知夫婦墓清理簡報」『文物』199卜5

390孫機1991「論西安何家村出土的瑞瑞獣首杯」「文物」1991-6
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391洛陽市文物工作隊1991「洛陽孟津晋墓、北魏墓発掘簡報」「文物」1991-8

392北京市文物研究所1991「北京豊台唐史思明墓」『文物』1991-9

393揚州博物館耶江県図書館1991「江蘇祁江県楊寿郷宝女敏新莽墓」『文物』1991 -10

394李啓良1991「険西安康一里枝戦国墓清理簡報」r文物』1992-1

395張題華1993「析江西瑞昌発現的唐代佛具」『文物j 1992-3

396洛陽市文物工作隊1992「洛陽唐神会和尚身塔塔基清理」「文物」1992-3

397 m西省考古研究所漢陵考古隊1992「漢景帝陽陵南区従葬坑発掘第一号簡報」「文物」1992-4

398山西省考古研究所大同市博物館1992「大同南郊北魏墓群発掘簡報」『文物』1992-8

399山西省考古研究所太原市文物管理委貝会1992「太原隋餅律徹墓清理簡報」「文物」1992-10

400寧夏文物考古研究所寧夏固原博物館1992「寧夏固原隋史射勿墓発掘簡報」『文物』1992-10

401山西省博物館扮陽県博物館1992「山西扮陽北関隋梅淵墓清理簡報」「文物」1992-10

402洛陽市第二文物工作隊1992「洛陽市朱村東漢壁画墓発掘簡報」『文物』1992-12

403洛陽市第二文物工作隊1992「洛陽堰師県新莽壁画墓清理簡報」r文物』1992-12

404六安県文物管理所猪金華1993「安徽省六安県城北楚墓」「文物」1993 -1

405 m西省考古研究所漢陵考古隊1994「漢景帝陽陵南区従葬坑発掘第二号簡報」「文物」1994-6

406洛陽市第二文物工作隊1994「洛陽郵電局372号西漢墓」『文物』1994 - 7

407洛陽市第二文物工作隊1994「洛陽北郎45号空心傅漢墓」『文物J 1994-7

408山西省考古研究所運城地区文化局夏県文化局博物館1994「山西夏県王村東漢壁画墓」『文物』

　　1994-8

409孫国平李智1994「遼寧北票倉糧官鮮卑墓」r文物』1994-11

410 M石1994「遼寧朝陽袁台子北燕墓」『文物j 1994-11

４ｎ趙永平王蘭慶陳銀鳳1995「河北省正定県出土隋代舎利石函」『文物』1995-3

412鄭州市文物工作隊1995「鄭州地区発現的幾座唐墓」『文物』1995-5

413安吉県博物館程亦勝1995「浙江安吉天子肖漢晋墓」「文物」1995-6

414辛発魯宝林呉鵬1995「錦升1前燕李後墓清理簡報」「文物」1995-6

415洛陽市文物工作隊1995「洛陽孟津北陳村北魏壁画墓」『文物J 1995-8

416洛陽市文物工作隊1995「洛陽発現一座后周墓」「文物」1995-8

417洛陽市文物工作隊1995［洛陽后梁高継熾墓発掘簡報］『文物』1995-8

418洛陽市第二文物工作隊1995「洛陽五女塚新莽墓発掘簡報」『文物』1995-11

419斉東方1996「西安沙披村出土的粟特鹿紋銀碗考」『文物』1996 - 2

420山西省考古研究所等1996「山西離石再次発現東漢画像石墓」「文物」1996-4

421孫機1996「唐李壽石棹線刻《侍女圖》、《架舞圖》散記（上）」『文物』1996-5

422甘粛省文物考古研究所1996「甘粛酒泉西溝村魏晋墓発掘報告」『文物』1996-7

423河北省文物研究所保定市文物管理處曲陽県文物管理所1996「河北曲陽五代壁画墓発掘簡報」「文物」

　　1996-9

424西安市文物管理委員会1997「西安唐金郷県主墓清理簡報」r文物』1997-1

425内蒙古文物考古研究所鳥蘭察布博物館清水河県文物管理所1997「内蒙古清水河県山跳卯墓地」「文

　　物」1997-1

426徐州博物館1997「徐州韓山西漢墓」『文物』1997-2

427内蒙古博物館1997「内蒙古呼和浩特市郊格爾図漢墓」「文物」1997-4

428寧蔭案牛騏安1997「山東章丘市東平陵故城出土漢代銅器」「文物」1997-4

429 ii博市博物館1997「山東臨溜商王村一号戦国墓発掘簡報j「文物」1997 - 6

430洛陽市第二文物工作隊1997「洛陽谷水晋墓(FM5)発掘簡報」「文物J 1997-9

431朝陽市博物館朝陽県文物管理所1997「遼寧朝陽田草溝晋墓」『文物』1997-U

432遼寧省文物考古研究所朝陽市博物館1998「遼寧朝陽北朝及唐代墓葬」『文物』1998-3

433獅子山楚王陵考古発掘隊1998「徐州獅子山西漢楚王陵発掘簡報」『文物j 1998 - 8

434楊文成1998「四川賓興出土巴蜀符号印等文物」「文物」1998-10

435鄭州市文物考古研究所輦義市文物保護管理所1998「河南省常義市孝西村唐墓発掘簡報」『文物』

　　1998-11

436王珍仁孫慧珍1999「晋代青姿酒具一著杯」『文物』1999 - 2

437孫機1999「建国以来西方古器物在我国的発現輿研究j『文物』1999 -10
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438河南省文物考古研究所1999「河南省済源市桐花溝漢墓発掘簡報」『文物j 1999-12

439徐州博物館1999「徐州東旬子西漢墓」「文物」 1999-12

440鄭州市文物考古研究所1999「鄭州西郊唐墓発掘簡報」「文物J 1999-12

441新疆文物考古研究所2000「新疆民豊県尼雅遺址95MNI号墓地M8発掘簡報」「文物」2000－1

442南京市博物館2000「南京象山8号、9号、10号墓発掘簡報」『文物』2000 - 7

443南京市博物館2000「南京呂家山東晋李氏家族墓」「文物」2000-7

444南京市博物館雨花区文化局2000「南京司家山東晋、南朝謝氏家族墓」「文物」2000－7

445成都市文物考古研究所龍泉駅区文物管理所2000「成都龍泉駅区北干道木棹墓群発掘簡報」「文物」

　　2000－8

446微山県文物管理所2000r山東微山県西漢画像石墓」「文物」2叩O－10

447洛陽市第二文物工作隊2000「洛陽春都路西晋墓発掘簡報」「文物」2000-10

豺8北京市文物研究所北京大学考古文博院中国社会科学院考古研究所1997「1997年琉璃河遺址墓葬発

　　掘簡報」「文物」2000－11

449韓偉2001「北周安伽墓囲屏石楊之相関問題浅見」「文物」2001-1

450山西省考古研究所太原市考古研究所太原市晋源区文物旅游局2001「太原隋代虞弘墓清理簡報」「文

　　物」2001－1

452江西省文物考古研究所南昌市博物館2001「南昌火車姑車晋墓葬群発掘簡報」「文物」2001-2

453 315陽市文物局2001「湖南部陽南朝紀年碑室墓」「文物」2001 - 2

454南京市博物館2㈲1「江蘇南京仙鶴観東晋墓」「文物」2001-3

455雲南省文物考古研究所昆明市博物館官渡区博物館2001「雲南昆明羊甫頭墓地発掘簡報」「文物」

　　2001 - 4

456王銀田劉俊喜2001「大同智家堡北魏墓石棹壁画」「文物」2001-7

457大同市考古研究所2001 F大同市南関唐墓」「文物」2001-7

458湖北省文物考古研究所随州市文物m 2001「随州市孔家披墓地M8発掘簡報」「文物」2001－9

邨0成都市文物考古研究所2000「成都西郊石人小区戦国土杭墓発掘簡報」「文物」2002 - 4

461南京市博物館2002「南京長尚村五号墓発掘簡報」「文物」2002－7

462南京市博物館2002「南京殷巷西晋紀年墓」「文物」 2002-7

463南京市博物館2002「南京北郊東晋温幡墓」「文物」2002-7

464南京市博物館江寧区博物館2002「南京隠龍山南朝墓」「文物」2002 - 7

465洛陽市第二文物工作隊2002「洛陽谷水晋墓(FM38)発掘簡報」『文物』2002-9

466宮徳傑2002「山東臨胸北朝画像石墓」『文物』2002-9

467洛陽市第二文物工作隊2002「洛陽紗廠西路北魏.HM555発掘簡報」「文物」2002-9

468西安市文物保護考古所2002「西安東郊唐温棹、温思陳墓発掘簡報」「文物」2002-12

妬9西安市文物保護考古所2002「唐姚無敗暮発掘簡報」「文物」2002 -12

470湖北省文物考古研究所懐化市文物処況陵県博物館2003「況陵虎渓山一号漢墓発掘簡報」「文物」

　　2003-1

471

472

太原市文物考古研究所2003「北斉庫秋業墓」「文物」2003-3

太原市文物考古研究所2003「太原北斉賀抜昌墓」「文物」2003－3

473広東省文物管理委貝会1977「広東封開県江口漢墓及封川隋墓発掘簡報」「文物資料叢刊」1

474山東省博物館文物組1978「山東高唐東魏房悦墓清理紀要」「文物資料叢刊」2

475呉県文物管理委員会張志新1980「江蘇呉県獅子山西晋墓清理簡報」『文物資料叢刊』3

476広西壮族自治区文物工作隊1981「広西合浦県堂排漢墓発掘簡報」『文物資科叢刊』4

477湖北省博物館1981「雲夢大墳頭一号漢墓」「文物資料叢刊」4 1981-4

478遼寧省博物館文物隊1982「遼寧朝陽唐左才墓」「文物資料叢刊」6

479南京市博物館1983「南京郊県四座呉墓発掘簡報」「文物資料叢刊」8

480清江県博物館伝冬根1983「江西清江山前南朝墓」『文物資料叢刊』8

481林公務1983「福州北門外“元嘉”墓」『文物資料叢刊』8

482鎮江博物館劉建国1983「鎮江東晋墓」「文物資料叢刊」8

483姚仲源1981「浙江漢、六朝古墓概述」「中国考古学会第三次会論文集j

j師



484

485

486

487

488

489

490

491

492

493

494

495

496

臨撞県博物館1985「臨池唐慶山寺舎利塔基精室清理記」「文博」1985-5

顧志界1986「那示多斯式銅（鉄）釜的形態分析」『北方文物j 8 1986

盧兆蔭1986「試論唐代的金花銀盤」r中国考古学研究』（「夏鼎先生考古五十周年記念論文」）

内蒙古文物考古研究所1994「紫責諾爾古墳群1986年清理発掘報告」『内蒙古文物考古文集』第一輯

斉東方1994「唐代銀高足杯研究」『考古学研究（二）』（北京大学出版社) 1994

王書敏1995「錫江城市考古出土六朝姿器散論一兼談生活用盗喪葬用姿」「南方文物」1995-4

尚暁波1996「大凌河流域鮮卑文化双耳鎮孔圈足釜及相関問題考」「遼海文物学刊」1996-1一

周亜利1996「朝陽三燕、北魏遺存中反映出的漢文化因素」『遼海文物学刊』1996-1

厳輝楊海欽1996「伊川鴉嶺唐斉国太夫人墓」『洛陽考古発掘輿研究』

李虹梁暁景1996「洛陽孫旗屯秦国墓葬」「洛陽考古発掘輿研究」

蔡運章梁暁景張長森1996 F洛陽西工131号戦国墓」『洛陽考古発掘輿研究』

史家珍王文浩1996「洛陽市道北鍛造廠戦国墓清理簡報」「洛陽考古発掘輿研究」

折州地区文物管理處1998「唐秀容県令高徴墓発掘簡報」「文物季刊」1998 - 4

497藤田国雄1956［遼陽発見の三壁画古墓］「MUSEUM」59号

498梅原末治1956「中国古代の金銀器」『MUSEUM』60号

499桑山正in 1979［唐代金銀器始源］「MUSEUM」337号

500後藤守- 1930 F大英博物館所蔵の唐代金・銀器」『考古雑誌』20-3

501桑山正i11977 「一九五六年来出土の唐代金銀器とその編年」「史林」eo-6

502 KT.マルシャーク穴沢味光1989［北周李賢夫妻墓とその銀製水瓶について］「古代文化」41-6

〈追加〉

503広西壮族自治区博物館1988「広西・貴県羅泊湾漢墓」

504葛家M 1959［南京栖山及其付近漢墓清理報告］「考古」1959-1

505安徽省文物工作隊ほか1978「岐阜陽双古堆西漢汝陰侯墓発掘簡報」「文物」1978-8

5Q6 n南文物考古研究所慈利県文物保漏管理所1995 「湖南慈利県石板村戦国墓」「考古学報」1995-2

507貴州省博物館1989「貴州務大坪出土的青銅器」「文物」1989一11

508洛陽市文物工作隊2001「洛陽市針績板東周墓CC1M5269)的清理」『文物』2001-12

509張剣1999「洛陽秦墓的探討JI考古典文物」1999-5

510武健W96「山東済寧市発現漢代銅器Ji考古」1996-3

5H貴州省博物館1966「貴州赫章県漢墓発掘簡報」1考古」1966-1

512中国科学院考古研究所洛陽発掘隊1963［洛陽西郊漢墓発掘報告］「考古学報」1963-2

513湖北省文物考古研究所ほか1998「湖北房県松嘴戦国両漢墓地第三、四次発掘報告」「考古学報」

　　1998-2

514寿光県博物館1992「山東寿光北魏頁思伯墓」「文物」1992-8

515杭州市文物考古所臨安市文物館2000「浙江端安五代呉越国安康陵発掘簡報」1文物」20〔X〕－1

516原翻山准区文物工作隊1978［湖南湘郷漢墓］「文物資料叢刊」2

517雲南省文物工作隊1962「雲南昭通桂家院了東漢墓発掘」「考古」1962-8

518広東省博物館1981「広東徳慶大遼山発現東漢文物」「考古J 1981-4

519洛陽市第二文物工作隊1987「洛陽市南昌路東漢墓発掘簡報」「中原文物」1987-3

520広東省博物館1981「広東佛山市郊瀾石東漢墓清理簡報」「文物資科叢刊」4

521 m良真1995「郭耶出土的･‘蜀西工¨造酒樽」『文物』1995-10

522溜博市博物館1986 r山東溜博張庄東濃画像石墓］「考古」1986-8

523陳大為李宇蜂1982「遼寧朝陽後燕雀邁墓的発現」「考古」 J982-3

524 m城県博物館1981「山東諸城濃墓画像石」1文物」1981-10

525崔東泉1992「従出土文物看漢代体育JI文物J 1992-2

526 £茂村1975「福建松政県発現西晋墓」「文物」1975-4

527北京市文物工作隊1983「北京市順義県大営村西晋墓葬発掘簡報」「文物J 1983-10

528徐州博物館2003「江蘇徐州大廟晋濃画像石墓」「文物」2003-4

529李珍ほか1996「広西興安県紅衛村発現紀年唐墓」「考古」1996-8

530浙江博物館1984「浙江淳安県朱塔発現唐代容蔵銀器」「考古J 1984-Xl

531江西省博物館1976「南昌東郊西漢墓」「考古学報」1976-2
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付図１
１ ６ （り ：４ ・１：８）中国古代金属製容器編年１（前漢・新代の供膳具・水器）

　　　　　　　　　　　　　　　　 前　漢　早　期 漢　中　期 漢　晩　期

A a（前漢初）挾西院県 文献7

A b（前漢早）河南洛陽 文献萄7

A c（前14o）院西景帝陵 文献397･405

A d（前13o～124頃）山西太原 文猷361

B a（前217～167) 湖北霊夢 文献477

B b（前漢早）江蘇徐州 文献426

B b（前漢早）江蘇徐州 文献426

B c（前162} 湖南呉陽墓 文献470

C a（前175～154 ) 江蘇楚王墓 文献433

D a（前漢早）湖北腐臭 文献174

E a（前漢前）湖北宜昌 文献218

E b（前漢前）江蘇儀征 文献233

E d（前漢前）湖南資興 文献234

F （前漢前）広東広州 文献（X幻

G a （前122頃）広州南越王募 文献8
Ｈ

(M I 前113 )

(M 2 前ll 8～10 4 )
河北満城 文献3

Ib

Ja

（前97～87頃） 山東劉笥 墓 文献226

（前漢中）陳西 院県 文 献7

（前86～49）山 西朔県 文献363

K a（前渦中）湖南資興 文献234

K b（前漢中）広東広州 文献4

K c（前漢中）湖北員隨 文献192

L a（前漢中）湖南劉彊墓 文献142

L b（前漢中）四川重慶 文献129

M a（前漢晩）広附合浦 文献75･476

M b（前118～）湖北光化 文献219

N （前漢晩）湖南張端君墓 文献70

O a（酔漢晩）湖南永川 文献199

0♭（前漢晩）湖北荊沙 文献17 1

P a（前漢晩）内蒙古77ﾈﾄ 文献427

P b（前漢晩）山東五蓮 文献366

Q a（前漢晩）山西朔県 文献363

Q b（前漢晩）限西西安 文献270

R （前漢晩）内蒙古 文献30

S a （新）江蘇邨江 文献194

S b （新）四川巫山 文献2 36

T a（新）江蘇祁江 文献393

T b（新）四川綿陽 文献203

U b（前漢末～新）院西長安城 文献122

v a（新）山西朔県 文献363

W （新）湖南零陵 文献65
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付図 ２ 中国古代金属製容器編年２（前漢・新代の貯蔵具・注器）　 1:8（･ 1:4 ･ 1:lo）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 前　漢　早　期

A a（前漢初）挾西院県 文献7

A c（前14 C )  R 西景帝陵 文献397･405

B a（前217～167) 湖北雲夢 文献477

B b（前漢早）江蘇徐州 文献426

B c（前162) 湘南呉陽幕 文献470

C a ( SI 175～1詞）江蘇楚王墓 文献433

C c（武帝以前）湖北光化 文献219

D a（前漢早）湖北襄曼 文献174

E a（前漢前）湖北宜昌 文献218

E b（前漢前）江蘇儀征 文献233

E c（前漢前）江蘇徐州 文献439

Ｆ （ 前漢前 ）広 東広州

　　　　　　　 文献4

G a （前 122頃）広州 甫總王 墓

　　　　　　　　　 文献8
Ｈ コ よ｡げ雪

la

Ib

Ja

Jb

前　漢　中　期
（前97～87頃）山東劉鮮幕 文献226

（前漢中） 険西陳県 文献7

（前86～49）山西 朔県 文献363

（前庚申） 山東徴山 文献446

J d （式帝頃か）河甫ｌ 州 文献276

K a（前漢中）湖南資興 文献234

K b（前漢中）広東広州 文献4

L a（前庚申）湘南劉彊墓 文献142

L b（前庚中）四川重慶 文献129

前　漢
M a（前漢晩）広西合浦 文献75･476

N （前漢晩）湖南張端君墓 文献70

晩　期
O a（前漢晩）湖南永川 文献199

P a（前漢晩）内蒙古77木ﾄ 文献427

P b（前漢晩）山東五蓮 文献3邨

Ｒ （前漢晩）内蒙占 文献30

S a  (Sf) 江蘇保江 文献194

新　代
T a（新）江蘇邪江 文献393

T b（新）四川綿陽 文献203

U a（新）河南洛陽 文献碧7

U b（前漢末～新）陳西長安城 文献122

v a（新）山西朔県 文献363

貯

蔵

具

注　

器

瓶
・
細
頚
壷

扁
壷

訪

壷

水
注

揉　　

錬
壷

｜

⑤

A al 蒜頭瓶Ⅱ(銅)

A a2 長胴壷I (鋼)

A a3 球銅壷l (鋼)

①

A c4 長胴壷ⅡA (陶)

こ

ご

⑦

A c5 短胴曝U(陶)

◎

! =S ‾g Q ~1

B al 蒜頒瓶I(鋼)

B a2 扁壷I(鋼)

B a3 妨ⅡＡ(鋼)

B c4 球胴壷I(陶)

讐

C CI 俵形壷(鋼)

Ｏ

C a 2 扁壷 Ⅲく鋼 ）

ぐ》

D as ≪fI A {鯛)

D as ft 壹I (鋼)

ﾛ|

●

E ai ≫I A (鋼)

E a2 球胴壷IB (銅)

E a5 鑑査n (銅)

○

F I 蒜頭瓶1(銅)

F 2 細査1(銅)

テ

ェｿﾞ ? ヤ

　 F 3 恚壷Ⅲ(銅)

G al 蒜頭瓶n (錆)

ﾋﾞ ] 4

G a2 細類壷IA(陶)

G a3 訪IA (銅)

G a4 球胴壷n(銅)

T

　 Gas ft (粛)

參

H I 提望長胴壷(銅)

ご

ぢ

牡 ケ
F 4 走者I (鋼) G a6 趣壷I(銅)

H 3 訪n (鋼)

呂
H 2 扁壷1圖 ）

H 4 長胴壷I (鋼)

H 5 球胴壷IA (簾金銅)

恐

１

n
)1 反日 瓶1(銅)

⑦
Jb2 縮頻壹IB (爾)

Ja 3 訪Ⅱ(鋼)

Ja4 球胴壷I(鋼)

き

○

la5 長胴壷nA (鋼)

Ja6 恚壷I (鋼)

Ｒ

怨

夥

(

! レ

Jdl 反日瓶I(陶)

K b2 訪ⅡB (銅)

K b 3 球胴壷IB (綱)

K a4 ft 壷Ｉ (鋼)

K b 5 趣壷皿(銅)

？

L a j 直□瓶I (鋼〉

L a2 提渠球胴壷(陶)

寺
子

守

｛ 谷
＼i

二

言
L b 4 球胴壷IA (錆)

L b5 壕IA (陶)

禿

4

M al 直□瓶1(銅)

蓬
（

ノ

① 而ご
M a2 提 渠球胴壷(銅)

N 3 球胴壷 (鍍金銅)

N 4 球胴壷UC (銅)

N 5 趣壷Ⅲ(鋼)

工

音
感

Ｔ
Ｏ
寓
言

き

と

ツ
几
〕

一

ぞ15
①

Rlo 紡UB(銅)

雙
①

Ｓ

冪

P a5 球胴壷ⅡB (銅)    R n 球胴壷HB(銅)

P as £胴嶮H (陶)

O a7 短胴鏝ｍ(陶)

①

Sal 紡H(鋼)

S a2 球胴壷Ⅱ(鋼)

Sa3 長胴鏝n(陶)

S al 錐壷l v (銅)

胃
①

T bl 長胴壹I (鋼)

T a2 球胴壷u(銅)

①

T b3 艮胴娠Ⅱ(銅)

①

T b4 短胴娠Ⅲ(陶)

支

Ｊ
」

　 U a3 倉(陶)

馴
O

　 ①

　 va4 球胴壷ⅡB(銅)

門

Ｕお 大口曝(陶)



付図３
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｜

中国古代金属製容器編年３（前漢・新代の煮沸具・雑器）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 前　漢　早　期 漢　中　期 前　 漢 晩　期

Ａａ（前漢初）映西峡県 文献7

A c（前140 )  K 西景帝陵

　　　　　　　 文献397 ･4 0 5

A e（秦漠の交）寧夏固原 文献500

B a（前217～167) 湖北霊夢 文献477

C b（前浹早）湖北襄奥 文献238

D a（前漢緊）湖北襄奨 文献174

E a（前漢前）湖北宜昌 文献218

E d（前漢前）湖南資興 文献234

F （前漢前）広東広州 文献4

G a（前122頃）広州南越王墓 文献8

G b（放漫中）内蒙占 文献487

－

マ フ
G al 鍋IA (鍍金銅)

①

G a2 ≪m (銅)

G b s & n (銅)

G a 4 無蓋鼎lc (銅)

G a5 無蓋鼎Ⅱ(鋼〉

G a6 有蓋鼎u (銅 )

］

Ｈ
(M I 前113)

( M 2 前118～1叫)

T T≡ﾌ
H I 鍋I A (鍍金銅)

河北満 城 文献 3

て フ

H 2 鍋IB (簾金銅)

H 3 鍋I B (鍍金銅)

H 4 片手鍋I A (攘金銅)

H 5 鍋ⅢＡ(鋼) H 6 鏑ⅢＡ(銅)

H 7 長胴 釜H B ･板U A (鍍金鋼)

H 8 鏝(鋼)

H 9 無蓋鼎I B (銅)

H lo 有蓋鼎I(銅)

①
孚

●

㈲

◆

l a （前97～87頃）山東劉俯 文献226

1b （前漢中）狭西院県 文献7

Ja （前86～49)  U』西朔県 文献363

Jc （武帝頃か）山来臨訴 文献191

ニ ス

Jcl 鍋IC(鍍金銅)

叩

l a2 駱Ⅲ(銅)

｜

Ja 3 球胴釜ⅡA ･甑Ⅱ(銅)

　　　 ⑤

lb 4 長胴釜uB ･≪s n B (鋼)

rb5 有蓋鼎U (鋼)

Ib e ≪尊H (鋼)

記

K b（前漢中）広東広州 文献4

K d（前漢中) 111東栄城 文献167

L b 図 画中）西川重慶 文献129

L c（前漢中・晩）浙江龍游 文献159

W
L b l 鍋ⅡＡ(銅)

①

L b2 息Ⅲ(銅)

L c 3 長胴釜Ⅲ(鉄)

L b 4 鏝(鋼)

K d 5 三脚鍋I (銅)

K d 6 有蓋鼎I (銅)

可

呂

口 元 フ

　 L b8げ ) ﾄ盤゙(第)

　　 マ

　 K b9 羞燈Ⅱ(銅)

M a（前漢晩）広西合浦 文献75･476

M C（前漢晩）四川成都 文献193

N （前漢晩）湖南張端君墓 文献70

ﾋﾟ 6

M cl 鍋ⅢC(鋼)

M a2 鍋m B (鋼)

Ｍ 副 鑑尊Ⅳ(銅)

N 4 有蓋鼎 (銅〉

ｉ
ｉ

ぼ

雪

O a（前漢晩）湘南永川 文献199

0 b（前漢晩）湖北朝沙 文献171

O al 鍋I C (銅)

⑤

O b 2 ・ 則銅）

鼎

O b3 球胴釜ⅡB･t£HD (銅)

O b 4 fe * Ⅳ(鋼)

O b 5 有蓋鼎n (銅)

回

白 白
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μ 勁
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－ － _〃 φｆ 〃
Ｆ

j / f

= = て 二二二 ア

　　 Oae K牛I(鋼)

Q a（前漢晩）山西朔県 文献363

Q b（前漢晩）院西西安 文献270

Q c（前漢晩）院西扶風 文献271

R （前漢晩）内蒙古 文献30

回フ
Q ci ≪I D (銅〉

⑩

Q b2 球胴釜HB･教nD (銅)

　 ⑨

夕

Q b3 長胴釜HB･8KHB (鐘金銅)

Q a4 三脚鍋I(鋼)

R 5 有 蓋鼎H (錆)

Q as m 尊H(銅)

Σ

R 7 豆燈nA (陶)

５

五

R 8 豆燈I A (陶)

S a  (Sf) 江蘇邱江 文献194

T b（新）四川綿陽 文献2o3

T c（新）浙江龍游 文献159

T d（新）江西南昌 文献137

①

T bl 鍋nB (鋼)

T b3 片手鍋n (鋼)

７

ｊ
ｐ

り
・

T c4 鍋ⅢＤ(鉄)

S部 長胴釜ⅡB･t£HD (銅)

S a e ft 尊Ⅲ(鉄)

◆

T b2 m Ⅲ(鋼)
ｐ

ざ

Ｔ ３ Ｔ『
T d 7 温酒樽u (銅)

U b（前漢末～新）院西長安城 文献122

U C（新）院西漢中 文献253

v b（新）山東安丘 文献381

V C（新）院西西安 文献254

　 U cl 片手鍋ID ( 鋼)

゛ こ =
こ =

l ] 讐

　 U C2 片手鍋Ⅱ(銅)

V

亘

)

　 ジ 、⑤

V ci S 胴釜Ⅲ(鉄)

⑤

v c5 長胴釜Ⅲ(鉄)

V b6 三脚釜(鉄)

Xコ TE≡ﾌ
u b ? m 燈H (銅)

圓

煮　　

沸

鍋

萄

－

‐
‐‐－

　

釜

・

具 紅

錬

循

鼎

錆
尊
・
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酒
樽

焚
斗
・
燈

雑

器

A ai S n (銅）

◎

A a2 艮胴釜UA ･弧IIC (銅〉

A

斌

)

七 千

A a4 無蓋鼎IB(鉄)

A a5 有蓋鼎I(銅)

A a 6 有蓋鼎Ⅱ(銅)

B ai ・ Ⅱ(銅)

B a2 球胴釜I(銅)

A cs ≪I A  (銅)

B al 有蓋鼎Ⅱ(銅)

-
I

回 フ
C b l 鍋I A (銅)

C b 2 ii i {銅)

D a3け) 甑H(銅)

D a4(下) 球胴釜HA (鋼)

E a2 g n ;鋼）

E al 球胴 釜1･甑似 銅）

　　　　　ムふムリ ラ‰

っ = j

回

E d 7 無・ 鼎n (銅)

E aio 有蓋鼎u(銅)D a6 有蓋鼎u(銅)

F I 鍋ⅡＡ

m ］

F S len t銅)

F 6 球胴釜nB･ffi DA {銅)

ｎ

F 8 無蓋鼎IC (鋼)

プ

F 9 無蓋鼎IC (銅)

F II 有蓋鼎Ⅱ(銅)

F 12 温酒樽l (銅)

習



付図 ４
１ ６ （･ １：８）中国古代金属製容器編年４（後漢～東晋の供膳具・水器）

　　　　　　　 後　漢　早　期 後　漢 中　期
H e (147～1腿）山西夏県 文献408

la   (152) 河南洛陽 文献265

J a (ft 漢晩）河南洛陽 文献267

J c （後漢晩）山東寿光 文献109

兄 プ
l a】 耳 杯 n（陶 ）

Xこ⊇ ニフ
J a2 中盤Ⅳ(陶 )

Ｘこ ニ プ
J a3 中 盤IB (陶)

辿 ニ フ

Jal 高台付碗IB (鋼)

巡 ニフ
Ja5 高台付鉢HD(陶)

H c6 高台忖鉢n D (陶)

・です
Jc7 魁UB (鋼)

几ｺﾌﾟ ･
Ja8 魁IA (陶)

la 9 大盤I B (銅)

後　漢　晩　期

K a（後漢後）広東広州 文献4

K b  (ft 漢後）江西南康 文献178

K c  (ft 漢〕広西鍾山 文献190

K d  (179) 河南洛陽 文献336

じ 日 )

K cl 把1 付杯nB(銅)

Ｘ 二Eニフ
K b 3 中盤IB (銅)

T

K a4 高台付杯Ⅱ(銅)

U ﾖ

K b5 高台付碗HD (S )

K a 6 高台付鉢1 (銅)

K a7 高台付鉢nD (銅)

Ｋ卵 酒鏃n (鋼)

K b 9 深淵Ⅱ(鋼)

K b io 深洗I A (銅)

K b n 大盤V A (陶 )

時　代 西　 晋

S a （東晋早）江西南昌 文献452

S b    ( 323 ) 江蘇宜 興 文献92

S c    ( 4 C 前 半） 新彊民 豊 文献引１

Ｔｂ（４ｃ 前 半） 遼寧 朝湯 文献349

k ｣]≫ ，

疸)
S cl 把ｆ 付杯Ⅲ(木)

U ﾆ ﾌ
T b2 平底杯Ⅲ(姿)

　 U ﾆ ﾌ

T b3 高台付杯Ⅲ(姿)

Ｕ Ｔ７
Sal 平底碗Ⅲ(姿)

已 [ フ

Sa5 高台付碗m(姿)

Sa6 高台付鉢nE (鋼)

Sb7 高台付鉢nF (鋼)

T b9 魁n A (銅)

五 明 十 六 国 時
U a  ( 33 5頃） 湖南長沙 文献 2o6

U b  ( 34 1･3 48）江蘇興之墓 文献30 1

U C （東 野?-）江蘇 甫京 文献188

U d （東 野?-）広東広州 文献173

　　 0

　　 七 プ

　　 U CI 耳 杯 Ⅲ（盗 ）

X ⊇i aご
U c2 托I (姿)

にこ つ
U C3 高台付杯Ⅲ(銀 )

U b 4 高台付碗ⅣA (銅)

に ｣ツ

U a5 高台付碗Ⅲ(姿)

こ コ
U d 6 高台付碗n E (鋼)

U C7 平底鉢Ⅲ(姿)

　 こ

U c8 丸底鉢ⅣＡ(ガラス)

U a9 鉄鉢形I (姿 )

ｚ
ﾂﾞ L ･

じ ⊃

U CI｡ 平底鉢Ⅳ(姿)

二 7 ･

　 U cn 浅洗n(銅)

代　・　東　晋
V a  ( 350 ) i r蘇 温嶋 幕 文献46 3

V b  ( 357日 E蘇 南京 文献↓43

V d  ( 367 ) n :蘇 南京 文献↓42

v f（ 東晋）江 蘇揚 州 文献230

O

覧 ニ ノ

v dl 耳杯Ⅲ(陶)

こ

v b 2 托I(陶)

v b 3 高台付杯ⅣA  ( 3 8)

巡 ﾌ

高台付杯ⅣA

こ こフ

v b i 高台付杯Ⅲ(姿)

　 回 二 つ

V R 高台 付杯Ⅲ(銅)

U 竺 ツ

v b6 高台付碗Ⅲ(姿)

V a7 StHB (姿)

四 大 匹 ニノ
S aio iS洗U (銅) U ai2 深洗IC(S ) v aj 浅洗n (姿 )

W a  (東晋晩）江蘇鎮江 文献482

W b（乗合末頃）江蘇南京 文献188

W C（乗合末頃）江蘇揚州 文献230

X    (415) 遼寧馮素沸幕 文献316

　 じ

X I 筒 状 杯Ⅱ(ガラス)

　 ＝ 乙 だ会5

×
2 高足 杯脚 (ガラス)

U ⊆ ⊇ ニ ニコ

　 W c3 中盤VA(陶)

W a 4 高台付杯ⅣＡ(姿)

こ フ

高台付杯Ⅳj

口 口

　　J

X 5 高台付杯Ⅲ･托I(鍍金銅)

にコ
W b6 丸底碗Ⅱ(姿)

に ご フ

X 7 高台付碗IC (ｶ ﾗ゙ ｽ )

U ヲ

W a8 高台付碗ⅣA (姿)

ｺﾞ
チ

　 X 9 角杯ヵ(ｶ ﾗ゙ ｽ )

①

X lo 丸底鉢ⅣB (ｶ ﾗ゙ ｽ )

とし

　 W b 11 7 底鉢Ⅳ(姿)
七 づ

　 W a】2 魁DB(S )

●

ご ニ ー ･

( ｺ⊃桔

ご ご

ｿ乳゙

K a2 把手付杯I B (陶 )

L a（後漢晩）広西浦北 文献360

L b（後漢晩）湖南資興 文献227

L c（陥没晩）四川綿陽 文献387

M b（後没晩）河南掌県 文献85

y こ二こ フ

　　L cl 耳杯Ⅱ(鋼)

ご '

　　L c2 小盤Ｅ陶)

てコ ニフ
L b 3 中 盤I B (銅)

にE ﾌ
L bj f 底杯Ⅲ(陶 )

引 戸

L b 5 高台 付杯Ⅱ(銅)

⊆ □
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付図 ５ １中国古代金属製容器編年５（後漢～東晋の貯蔵具・注器）
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